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防寒 具 ( 未 使用 ) 
デザ イン : 榎 戸 駿 


マシ ュ 防 寒 着 


マシ ュ ・ オ ル テ ナ ウス | 
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マシ ュ ・ オ ル テ ナ ウス 
イン ナー スー ツ 
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宝 具 展開 エフ ェクト | 


SU$ 


Comment from Illustrator 


サー ヴァ ント と し て の 力 を 失っ た マシ ュ が 、 上 自ら を 補強 する 為 に 身 に まとう こと に な る 霊 基 外 骨格 。 アー マー ド マ シ ュ 
と いう 愛称 で も 呼ば れ て いま し た 。 無骨 さ を 強 調 す る た め に 角張っ た ロボ ッ ト っ ぽい デザ イン も 考え た の で す が 、 マ シ 
ユ の イメ ー ジ か ら 離 れ す ぎ て し まう の が 悩ま し い 所 で 、 結 果 的 に は プロ テク ター+ 重 装甲 貸 と いう よう な シル エッ ト に 
MENELI. (HAR) 


Fs to sara ala 


| 「 ラ ウン ド シ ー ル ド / オ ル テ ナ ウス 装備 」 
デザ イン : こ や まひ ろか ず 


人 @ 中 央 の 持ち 手 部 分 に 諸々 の イン ター フェ ー ス が 集約 され て いる 
と いう 想定 。 

や っ つけ で 作ら れ た 物 な の で 、 動 カバ イプ や コー ド が 乱雑 

下部 に パイルバンカー。 攻撃 に は 使わ ず 、 地 面 に 突き 立て て 

固定 する た め の 物 。 


El 
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[77 カー| 


| レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ (第 ら 部 ) 


正面 図 で す が 見 た 目 優先 の 嘘 パ ー ス に な り ま す 


杖 中 心 の 星 型 は 「 ダ ・ ヴ ィ ン チ の 星 」 
正二 十 面 体 の 各 面 に 正四 面体 を 乗せ た 


図形 に な り ま す 
正面 か ら の 実際 の 見 え 方 


三日月 部 分 は 光 が 当 た る と 
青く 輝き ます (スペ クト ロラ イト っ ぽい 材質 ) 


宝石 パー ツ 
e 


三日月 バー ツ は 杖 に 食い 込ん で いま す 


グ 


杖 先端 の デザ イン は つけ ペン 構造 
模様 は 浅 彫 り 状 、 星 形 は 抜け に な り ま す 


杖 断 面 図 は 真 円 に た り ま す 


NA デザ イン 繰り 返し X6 


マン ト あ り 
上 着 の ラベ ル か ら マ ント に 続い て いま す 


手袋 の パタ ー ン 
腕 一 周 で 繰り 返し X3 - 


E: 


基本 パタ ー ン 
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マン ト 裏 地 の テ クス チャ 


色々 あっ て 小さ く な っ た ダ ・ ヴ ィ ン チ ちゃ ん で す が 、 経緯 を 突然 言わ れ た も の だ か ら 内 心 動揺 し な が ら 描 いた 思い 出 … 
大 人 の 頃 は 常に モナ リザ の 微笑 で ! と 表情 変化 が 少な 目 で し た が 、 小 ダ ・ ヴ ィ ン チ は 記憶 を 受け 継い だ と は いえ 、 普 通 
の ? 女の子 な の で 表情 堪 か に し て み ま し た 。 も うこ れ 以 上 増やさ な いで くれ と 言わ れ て か ら も さら に 描き 足し て や っ た 
ね ! まぁ 、 こ の 後 も っ と 増え る 事 に な る の で す が そ れ は また 別 の 時 に で も …( 下 越 ) 
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Comment from illustrator 


みん な 大 好き ゴル ドル フ さ ん 。「 初 見 は イヤ な 奴 で も 同行 し て くう ち に 成長 する タイ プ ] と の 設定 で し た の で 、 メ チャ ク 
チャ 嫌 わ れる 外見 に 描い て や る | と 色々 案 を 出し まし た が 「 そ ん な 顔 が ずっ と 傍 に いる の キツ イ よ ね ] と 社長 の アド バイ 
ス も あり 若 さと 愛 く る し さ を 増量 し 完成 し た の が 今 の ゴ ッ フ で す 。 髪型 も 10 種 くら 用意 し まし た が 見 比べ て みる と 一 
番 カ ッ コ いい の に な り ま し た 。( ス トレ ー ト ロン 毛 も あっ た ) 表情 も 服 差分 も NPC に し て は 結構 多く 大 変 で す が 、 可 能 
な 限り 追加 で きれ ば な と 思い ます 。 それ と 、 どこ ぞ の 上 息子 で は ? と の 噂 を よく 耳 に し ます が まっ た く の 不 明 で す 。 (BLACK) 
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pent from lllus' or 


いよ いよ の 登場 と いう こと で 、 髪 型 変え た り 服装 変え た り 、 色 々 方 向 性 模索 し た も の の 、 結 局 は いつ も 通り の 姿 で ひよ 
っ こり 現れ る の が 、 こ の ひと の 場合 は 一 番 イ ン パ クト ある ん で す よ ね ぇ 。( 武 内 崇 ) 
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カド ッ ク ・ ゼ ムル プス 
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右 耳 は 見 えま せん 


首 元 に 縦 2 る 連 の 
ネッ ク ピ ア ス あ り ま す 


サイ ド 髪 は 右側 が 長く 


左 耳 ピア ス 位置 
( 右 耳 は 無し ) 


RT 


横 の 図 で は 端 折っ て ます が 
前 面 と 位置 が 違い ます 
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Comment from Illustrator 


カド ッ ク に つい て 情報 を 頂い た 時 、 す ご く 自 分 の 身の丈 を 分 か っ て いそ うな キャ ラ だ な 、 と 思い まし た 。 自分 に 似合わ 
な いも の が 分 か っ て いる か ら 、 ピ アス も 服 も 自分 に 合う も の だ け 選 ん で 着 て いる 感じ …。 アナ スタ シア と 並ん だ 時 の 、 不 
相応 な ん だ けど 並ん で いる の が な ん だ か し っ くり くる 感じ … ち ょ うど 良く な つた の で は な いで し ょ うか 。 BIR? 

( 蜂 野 荒野 ) 
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オフ ェ リ ア ・ フ ァ ム ル ソ ロ ー ネ 


CHARACTER Profile 


omment from Illustrator 


PERIDEOA II と いう こと で し た の で 、 何 より 死ん だ 時 に 美しい キャ ラク ター を イメ ー ジ し まし た 。 い た だ いた 設定 
で は も っ と 切羽 詰まっ て いる キャ ラ な の か と 思っ て いた の で す が 、 本 編 で は マイ ルド に 書か れ て いて よかっ た ね 、 オ フ 
エリ ア ち ゃ ん 。 オー ダー の 中 に は 「 ゴ シッ ク な 服装 ] の 案 も あっ て 、 今 で も 少し 描い て みた いと 思っ て ます 。 (La-na) 
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Comment from Illustrator 


廣 美人 の デザ イン を あげ て か ら か な り 時 間 が 経っ て 、 ヒ ナコ の デザ イン の オフ ァ ー が 来 て … わ り と 物語 の 設定 通り に 上 
げた 記憶 が あり ます 。 今見 て も 地味 な デザ イン な ん で す が 、 廣 美人 を 先 に 描い て いな いと 出来 な か っ た デザ イン だ と 思 
WET. ゲス ト デ ザ イナ ー と し て 呼ば れ て いる 場合 、 目 立っ て な ん ぼ と いう 感じ も ある の で … 手 に 持っ て る 文庫 は 仕事 
部 屋 に た また まあ っ た 「 猫 語 の 教科 書 ] を 参考 に … ブ プッ 〇 〇 フ の シー ル も まん ま 使 っ て いま す 。 最初 の 廣 美 人 の デザ イン 
か ら 始 め て 2 年 以上 の 月 日 が 経っ て いた の で 、 ヒ ナコ が 発表 され た 時 は 感 島 深 か っ た で す 。(toi8) 
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と 人 
自分 の 中 の 美 を 大 切 に し て る 人 だ と 思う 。 ど う 思 われ て も いい けど 上 自分 が 美しい と 思わ な いと だ め だ と 思う 。 そし て 大 
概 の も の は 美しい と 思え る 人 な ん じゃ な いか な ぁ 。 最後 の 令 呪 は キス し て ほし い 。(pako) 


本 
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裏地 の 模様 


顔立ち は 中 性 的 。 
類 、 ア ゴ 等 
骨 張 っ た 輪郭 は 廃し ます 。 


Comment from Illustrator 


リー ダー と し て の 風格 を 出す まで に 紀 余 曲折 が あり 、 噛 ませ 臭 を 払拭 する の に 苦労 し た 記憶 が …。「 名 門 魔術 師 の 家系 か 

つ 慢 心 な し ] を 体現 させ た つも り で す 。 他 の クリ プター に 比べ る と オフ が 超 像 し に くい 出で立ち な の で 、 何 か の 機会 に h 
HATHEFOEDNSERUCI BH. Ali BAC, OBEN FUTIL 

で 組み 上 げた も の と いう 想定 で 考え て み ま し た 。 あ の 丸い 玉 は 宇宙 を 垣間見 る た め の も の らし いで す よ ? 

(こやま ひろ か ず ) 


マン ト を 羽 幾 る 時 は are 
外し ます 。 pace \ 
羽 飾り と 肩 パー ツ は y 

一 体 化し て ます 。 可 


透明 感 の ある 
青い 石 に 金 の 細工 
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ワッ ペン 状 の パー ツ 。 
厚手 で は あり ます が 、 
あく まで 布製 。 

金糸 で 刺繍 が 施さ れ た 
も の で す 。 

白い 部 分 は 「 抜 き 」、 
スー ツ の 生地 の 白 で す 。 
実線 が 溝 、 溝 と 溝 の 間 は 
緩やか な アー ル で 
膨らん で いま す 


革 の 手袋 
の 割り と 厚手 で す 。 


袖口 展开 加 


素直 に 腕 を 下ろ し た 際 、 


と の 位置 が 【 手 の 甲 】 に 
な り ま す 。 
> 
we. 、 
— 2 
059 \ ーー ンタ 


全て の 機械 的 な 機構 に は 

キリ シュ タリ ア 本 人 が 魔力 を 込め て 操作 

する 必要 が あり 、 魔 力 の 有無 に か か わら ず 
他人 が 動作 させ る 事 は で きず 、 偶 発 的 に 

誤 作動 し て し まう 事 も あり ませ ん 。 

と いう 理屈 で 機械 的 な セー フ テ ィ が 

一 切 あ り ま せん 。 い わ ば 魔力 認証 


柄 は 黒 模 ( 先 端 は 黒 

金色 は 金属 光沢 

黒 は 艶 の な い 金 属 塗装 

薄い グレ ー は ステ ン レ ス の よう な 
無色 の 金属 光沢 

濃い グレ ー は や や マッ ト な アル ミ 合 金 


a 
各部 に 精巧 な レン ズ が 仕込 まれ て いま す 。 


モノ 自体 は 現代 技術 で 制作 され た 新しい 物 で す が 、 魔 術 理論 は ふん だ ん に 


仕込 まれ て いま す 。 
黒い 玉 ( 光 を 一 切 反射 し な い ) は 常に 浮い て い 


宇宙 を 模 し た も の と な り 物 理 レン ズ と 魔術 


ト て 、 魔 力 を 通す 事 で 擬似 的 な 
ンズ を 組み 合わ せ て 


その 深淵 を 垣 間 み た り 、 な に が 疑似 宇宙 的 な パワ ァ を 引き 出し た り と か 


そう いう 感じ で す 。 


と の 詳細 デザ イン と は 別に 、 立 ち 絵 用 、 ア ニ メ 用 等 別途 簡略 デザ イン は 


必要 と 思わ れ ま す 。 


還 キ リ シ ュ タ リア の 槍 ~ 機 械 的 動作 て 


特に 重要 な 事 で は な いで す が 、 
何 か の 折 、 杖 を 操作 する 事 が 
ある よう な ら 参 考 ま で に 。 


ここ を 中 心 軸 と し て 回 転 
「 人 0 ーー トラ ッ ク ボ ー ル で 
球体 を 回 転 。 押 し 込み で 
選択 。 二 回 押し 込み で 実行 
( 何 を ?) 

回 転 ロッ ク の スイ ッ チ あり 


謎 の 針 の 先端 か ら ) 


押し 込み スイ ッ チ で 
黒い 球体 内 の 目標 だ 向かっ で 


ツマ ミ ・・・ ) 
で な く で も 直接 で も 

謎 の 針 その 2 が 
球体 に 近接 じ た り 難 れ た , 


| ベリ ル ・ ガ ッ ト | 
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Comment from Illustrator 


危う いけ ど 頼 り し に な る 、 そ ん な オニ ー サ ン を 目指 し て 表情 を つけ て いき まし た 。 身長 と か も そん な 感じ を 目指 し まし て 。 
か っ こい い 胸 毛 の 書き 方 学び た いで す 。 ま だ 公開 され て いな い 設定 や 、 色 々 な キャ ラ と の 因縁 が どん な 風 に お 話 を 盛り 
上 げ て くれ る の か 楽し み で 仕方 あり ませ ん 。 (佐々 木 少年 ) 


Fateh eh ath 
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Comment from Illustrato; 


デイ ビッ ト 君 は 当初 か ら か な り 精 細 な イメ ー ジ を 頂い て いま し た の で 、 一 度 だ け ラ フ で 僕 が 勘違い し て ムキ ムキ の 腹筋 
丸出し の 野生 児 っ ぽい も の を 提出 し た こと 以外 は すん な り と デザ イン で きま し た 。 表情 筋 が 豊か な キャ ラク ター に は あ 
まり 見 えま せん が 微妙 な 感情 の 差異 び が め ある の で ぜひ 判 別して みて くだ さい … ! (高橋 慶太 郎 ) 
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| 性别 att 史実 、 伝 承 ( 創 作 ) 097 (43 +1 
EN 77-2927 158cm ノヴィ イ 30-50cm 
EE アナ スタ シア 40k8 4944 体重 不明 


EE BE Ec El) Edo Eje 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン : sime 


CV: 原 由実 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
彼女 が サー ヴァ ント と し て 召喚 され て いる 間 は 、 一 時 的 に 周囲 数 メー トル が (OS PEOR と し て 機能 する 。 
他 スキ ル と 重ね る こと で 、 そ の 陣地 は 更に 拡大 し て いく 。 


- } | 


ロシア の 大 地 に 住 お 妖 縛 ヴィ イィ イ と の 契約 。 
| | 本 玉 、 燃 本 は 不可 視 の 存在 で ある が ロマ ノ フ 王朝 と 契約 し た ヴィ イ は 特例 で 第 三 者 に も 視認 され 、 能 力も 行使 で きる 。 
| | な お 、 そ も そ も 食 人 F の 産物 で ちる ヴィ イ は 妖 靖 の カテ ゴリ に は 入っ て いな い 、 と いう 説 も ある 。 


= al x E o 
あら ゆる 小さ な 不可 能 を 可能 に する 。 相 手 が 持っ て いる 物 を 、 こ ちら の 手元 に 移動 で せ る 。 小さ く 大 地 が 割れ て 相手 の 
足 を 挟み 込む 、 な ど 「 小 さ な イ タ ズ ラ 」 レベ ル の 空想 具現 化 を 可能 と する 。 


割 と トン デモ レベ ル の 能力 で ある が 、 人 を 殺傷 レベ ル で 傷つけ る と いう よう な こと は 不可 能 。 


パロ ー ル を 祖 と し 、 直 死 の 魔 眼 と は 別 系 統 の 退化 を 辿っ た 魔 眼 。 

アナ スタ シア の 力 で は な く 、 ヴ ィ イ の 能力 。 

あら ゆる 結界 を 打破 し 、 時 に は 城塞 の 弱点 すら 見 つけ 出す 。 

ロシア の ツァ ー リ は 、 ヴ ィ イ より この 能力 を 授かる こと で 攻 城 戦 に お いて 極め て 有利 に 戦っ つた と いう 。 


] 


A WY XN AN 


疾走 Mae 


ヴィ イ ・ ヴ ィ イ ・ ヴ ィ イ ! 
ヴィ イ の 魔 眼 の 全力 解放 。 


すべ て を な 見 透 か す 眼球 は 、 因 果 律 すら も ね じ 曲 げ て 弱点 を 創出 する 。 


ION 


BH. BEDLEMORE 


スー メル キ ・ ク レム リ 。 
ロシア の あちこち に 点 在 する 城塞 (フク レム リン 、 ま た は クレ ムリ ) の 再現 。 
ツァ ー リ の 血 を 引く アナ スタ シア は 、 極 め て 堅固 か つ 壮 英 な 城塞 を 召喚 、 己 が 身 の 守り に 使用 する こと が で きる 。 


そし て この 城 は アナ スタ シア が 選ん だ 者 し か 入る こと が で き な い 。 
それ 以外 の 者 、 侵 入 者 に 対し て は 城塞 全体 が 朋 い 掛か る 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


人 物 


私 (わた くし ) /OTMA (オト ゥ マ ) ーー ロマ ノ フ 四 姉 妹 が それ ぞ れ の 名 前 の 頭 文字 を 使っ て 作り 上 げた 名 前 。 署名 
あの 方 / 彼 / 彼 女 な ど 


〇 性 格 
基本 、 天真 問 混 で ある が どこ か 人 間 不 信 の 気 が あ り 、 特 に 召喚 され た 直後 は 淡々 と 距離 を 置い て 喋る 。 
魔 獣 の よう な 未だ 世界 に 存在 する 魔性 の 存在 と の 会 話 が 可能 。 


ロシア に 限ら ず 、 民 衆 に 対し て は 基本 的 に 冷た い 。 
「 滅 が も の な ら 、 滅 ん で し まう の も 仕方 な いわ ね 」 と 極め て 素っ気 な い 。 


nets と いう の も 、 ア ナス タ シ ア は 決し て ロシア を 愛し て な どい な い 。 
彼女 は 閉じ 込め られ た 、 閉 鎖 的 な 空間 で 育っ た た め 、 ロ シア の 民衆 に まっ た く 愛 な ど 抱 いて いな い の で ある 。 
アナ スタ シア に と っ て 、 ロ シア 人 と は 野 論 と 殺 名 の 象徴 で あり 、 同 時 に 恐怖 その も の で し か な い 。 


が 、 同 時 に 自分 が ロシア の 大 地 で 生ま れ 育 っ た ロシア 人 の 血 を 引い た 正統 後継 者 で ある こと も 理解 し て いる 。 
その 立ち 位置 と 感情 の 置き 所 の な さ が 、 彼女 の メン タリ ティ を 複雑 な も の に し て お り 、 結 果 他人 に は 冷淡 な 表情 を 見 せ 
る こと に な る 。 


本 来 の アナ スタ シア | 


悪戯 好き で 屈託 の な い 少女 で ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 
人 間 不 信 の 気 が め る の で 、 や や 距離 を 置く 。 


〇 台詞 例 
[滑ら か に 死に な さい ] 
[よろ し い ? 私 は あな た が 優れ て いた か ら 助け た 訳 で は あり ませ ん 。 
私 を 信じ て くれ た か ら 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 、 当 然 の こと を し た の で す ] 
[掴ん だ 手 を 、 離さ な いで ……。 私 の 目 の 届 く 所 に 居 て 。 

私 の 声 を 聞い た ら 、 い つ で も 返事 を し て 。 

私 は も う …… 失 いた く な い の ] 


CHARACTER Profile 


of 
zZ 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 (アナ スタ シア ) 

アナ スタ シア ・ ニ コラ エ ヴ ナ ・ ロ マ ノ ヴ ァ は 、 三 百年 も の 間 ロ シア な 支配 下 に 置い た ロマ ノ フ 家 、 最 後 の 皇 女 で ある 。 
四 人 目 と し て 生ま れ た 彼女 は 、 穏 健 な ホロ シア 旦 爾 二 コ ライ 二 世 と アレ クサ ンド ララ 皇 后 の 下 、 こ よ な く 愛さ れ て 育っ た 。 
一 方 、 皇帝 の その 穏健 さと は 裏腹 に 世界 は 激動 の 一 途 を 辿っ て いた 。 

日 赴 戦 争 に お ける 敗北 、 民 衆 へ の 発砲 事件 な ど 、 ツ ァ ー リ の 栄光 は 今や 地 に 墜ち る の も 間近 で あっ た 。 


だ が 、 皇帝 は ロシア の 現実 で は な く 、 ロ シア の 皇帝 が 紡 き 続け た 歴史 に 育て られ た 世間 知ら ず の 男 で あり 、 一 方 で アレ 
クサ ンド ラ 旦 后 も 買 族 と し て 地 に 足 つ け ぬ 生活 を 営み 続け た 女 で あっ た 。 


アナ スタ シア は 悪戯 好き の 少女 で あり 、 木 に 登る な どの や ん ちゃ を する 一 方 で 、 病 を 患っ て いた 弟 ア レク セイ の 世話 を 
引き 受け る こと が 多かっ た 、 と 記録 され て いる 。 


彼女 た ち が 、 せ め て 旦 帝 一 家 で な けれ ば 、 凡 計 な 平和 を 享受 し て いた だ ろう が 、 時 代 は まさ に 革命 の 真っ 只 中 。 
そし て 、 そ の 時 代 の うねり を 図ら ず も 作っ て し まっ た 両親 に 巻き 込ま れる 形 で 、 ア ナス タ シ ア は 命 を 落と すこ と に な る 。 


皇帝 を 退位 し 、 幽 義生 活 を 送る こと に な っ た ニコ ライ ー 家 は 召使 いた ちと 共に 銃殺 され た 。 事件 を 誤魔化す た め に 死体 
は 切り 刻ま れ て ガソリン で 燃やさ れ 、 そ の 上 で 残っ た 骨 に は 硫酸 が か けら れ 、 土 に 埋め られ た 。 

その 後 、 ア ナス タ シ ア を 自称 する 女性 が 名 乗り 出 た こと も あっ た が 、 発 見 され た 遺 角 の DNA 検 査 に より 、 完 全 に 否定 
され た 。 


さて 、 ロ シア 革命 は 時 代 の 必然 と も 呼べ る 事件 で あっ た が 、 そ れ で も 皇帝 一 家 は 選択 肢 を 誤り さえ し な けれ ば 、 皇后 ア 
レク サン ドラ の 出身 地 で ある ドイ ツ へ と 亡命 する と いう 結末 も あっ た だ ろう し 、 血 を 流さ な い 無血 革命 と いう 結末 すら 
あっ た か も し れ な い 。 


し か し 、 当 時 に お いて 皇后 の 評判 は 最悪 で あっ た 。 
何しろ 、 まっ た くも っ て 胡 散 真 い ペ テン 師 の よう な 僧 に 頼り きっ て お り 、 あま つ さ え 痢 を 共に し て いる の で は な いか 、 と 
まで 言わ れ て いた の だ か ら 。 


その 僧 の 名 は ブリ ゴー リ ・ エ フィ モビ ッ チ ・ ラ スプ ー チ ン 。 
あの 怪 僧 ラ スプ ー チ ン で ある 。 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 ヴィ イ ) 
BOR. RO, BUREN OME SONU. 
TR. DA ld WHOS POSEA > T-TUOBÍELIIRE. REMDIN TDI. 


PAE CHSMY HUESTES TIEN. RERUBES CI SOHAL, 
彼女 が 率い る 魔物 た ち に 襲わ れ て し まう 。 ECCRIS-HEOR., BRK OBRROVEE. TOMA CHAE 
続け る こと に し た 。 


魔物 た ち は 見 えな い 彼 に 茜 立 ち 、 遂 に 「 ヴ ィ イ を 呼ん で こい !| と いう 言葉 を 吐く こと に な る 。 
は た し て や っ て きた ヴィ イ は ずん ぐり と し た 魔物 で 、 具 が 地面 まで 垂れ 下がっ て いた 。 

「 受 を 持ち 上 げ て くれ と いう 声 に 、 魔 物 た ち は 力 を 合わ せ て その 重たい 腔 を 開か せる 。 
[見 て は いけ な い !] と ホ マ ー は 考え た が 、 堪 える こと が で きず に ヴィ イ と 視線 を 合わ せ て し まう 。 


「 こ こ に いる ぞ ! そう 叫ば れ た 瞬間 、 悪 魔 三 い の 効果 が 消え て 、 ホ マー は 哀れ 上 皿 絶え た の で ある 。 


な お 、 作 中 の 冒頭 で ヴィ イ は ウフ ライ ナ に お いて 実在 する 伝説 だ と いう こと が 払 め か され て いる 。 
参考 資料 「 増 補 改 訂 版 ヴィ イ 調 査 ノ ー ト 一 ウクライナ ・ ロ シア 妖怪 茶話 ] 
麻 野 嘉 史 E 


CHARACTER Profile 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

殺害 前 日 、 ア レフ クセ イ は 姉 で や る アナ スタ シア に ツァ ー リ に 伝わる 秘密 を 打ち 明け た 。 
ツァ ー リ に は 代々 、「 不 思 議 な も の ] が つく の だ と いう 。 

それ は ツァ ー リ を 守る が 、 害 を 為 し た り も する 。 

気紛れ で 、 不 可 思 議 で 、 そ し て 人 間 に は 決し て 見 えな い 「 そ れ ]。 


妖精 、 あ る い は 精霊 で ある ヴィ イ は ロマ ノ フ 王朝 と 契約 を 結び 、 
ロマ ノ フ 家 の 命 脈 を 繋ぐ た め の 使 い 魔 と し て 行使 され て いた 。 


だ が 彼 が 契約 に 応じ る より 先 に 、 アナ スタ シア も また 殺害 され た 。 
ヴィ イ は アナ スタ シア の 零 大 を 補完 する た め 、 彼女 と 一 体 化 する こと を 選ん だ 。 


無害 に な る は ず の 精霊 と 少女 は 互い を 補完 し 合う こと で 、 英霊 へ の 昇格 を 果たし た の で ある 。 


vor ロシア 異聞 帯 に お いて 、 彼 女 は カド ッ ク ・ ゼ ムル プス の サー ヴァ ント と し て 登場 。 
女王 の 顔 、 少 女 の 顔 を 見 せつ つ 、 生 真面目 な カド ッ ク を 翻弄 する こと に な る 。 


通常 武器 


ラス プー チン 
ロマ ノ フ 王朝 に トド メ を 刺し た 彼 を 、 ア ナス タ シ ア は 極め て 警戒 し て いる 。 
一 方 、 生 前 に 優し くし て くれ た 戸惑い も ある 。 


A497 UB ; 
自分 た ちの 遥か 前 に 存在 し た 偉大 な る ツァ ー リ …… だ っ た の だ が …… > 
[あの 、 すい ませ ん …… な ぜ に エレ ファ ント 2?] y 


「 余 に も わか ら ぬ 。 余 は な ぜ 象 な の だ ] こ ゲ 
BREWS AVS. ROWER. 
刑部 姫 > 
こたつ 貸し て くだ さら な い ? SX? 

カド ッ ク ・ ゼ ムル プス 

キャ スタ ー と し て 召喚 し た 人 物 。 

彼女 の 彼 に 対す る 感情 、 あ る い は 彼 の 彼女 に 対す る 感情 が 何だ っ た の か は 、 恐 らく 本 人 た ち で も 理解 で き て いな か っ た 。 
恋 情 ・ 慕 情 ・ 戦 友 ・ 家 族 愛 ・ パ ー ト ナー・ 相 棒 、 そ の 他 諸 々 。 


と omment from Illustrator 


彼女 に まつ わる お 話 は 少し 知っ て いた の で 、 影 だ け で は な く て 恐ろし さも 併せ 持つ よう な 薄幸 少女 を 目指 し まし た 。 そ 


の た め 最 初 の ラフ で は アナ スタ シア の 目元 に クマ が 入っ て いて 、 も う 少 し 病 ん で る 感じ で し た 。 後々 異聞 帯 の 方 で の マ 
スタ ー を 知り 、 目元 も お 揃い だ っ た ん だ な と こっ そり に ま に ま し て いま す ( 笑 )。 描い て いる 間 は も っ ぱら ゲー ム の 
[ICO] の 世界 観 を 意識 し て いま し た 。(sime) 
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設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キャ ラク ター デザ イン : 近 生 乙 丽 詳 
CV: 早見 沙織 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 】 


WEB 
全 / パ ラメ ー タ ー を 2 ラン クア ッ プ さ せる 。 

狂 化 A ラ ンク に 匹 英 する 強 さ だ が 、 理 性 を 奪わ れる こと は な く 、 冷 静 な 思考 を 保ち 続け る 。 
た だ し 獣 と し て の 論理 を 構築 し 、 そ こ か ら は み 出 る こと も な く な る 。 


単独 行動 : A 
マス ター 不在 で も 行動 で きる 。 
た だ し 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の パッ クア ッ プ が 必要 。 


084 


自己 改造 を 上 回 る 、 自身 へ の 改良 スキ ル 。 < 
目 0 送 行 の 名 何 な る 際 害 乗り 越え られ る よう に 、 自身 を 秒 単位 で 進化 させ 続け る 。 
た だ し 、 目 的 に 特 化す る あま り 応 用 性 が 自己 改造 より 低い 点 が デメ リッ ト 。 


アル カ デ ィ ア 越え : A be F 


揚 め 手 は 使え な い が 、 迅 速 に 相手 を 殺害 する た め の 思 考 が 高速 化す る 。 
自己 進化 スキ ル と 連携 させ る こと で 敵 を 倒す 速度 が さら に 増す 。 


90#Q2・247・ も LE2 ラ イア 
1 


タウ ロ ポ ロス ・ ス キア ・ セ ル モ ク ラス ィ ア 。 

普段 使用 する タウ ロ ポ ロス に 全 魔 力 を 注い だ 一 撃 を 放つ 。 

矢 、 と いう より は 巨大 な ミサ イル 。 

喰らっ た 相手 は 粘着 質 の 「 闘 」 に 取り 込ま れ 、 一 体 化 さ せら れる 。 
これ に 抵抗 する た め に は 、 極 め て 強力 な 対 魔力 スキ ル が 必要 と な る 。 


Ba Bisn/en 


アタ ラン テ が 第 二 宝 具 「 神 加 の 野 猪 (アグ リオ ス ・ メ タモ ロー ゼ ) | を 使用 し た 状態 の まま 召喚 され た も の 。 


カリ ドゥ ー ン の 毛皮 に よる 魔 獣 化 の た め 、A ラ ンク の 狂 化 に 匹敵 する ステ ー タ ス 向 上 が あり な が ら 、 冷 静 な 恩 考 を 保つ 
稀有 な 存在 。 

怒り に 任せ て の 変身 で は な く 、 既 に 獣 化 し た 状態 で の 召喚 の た め に 宝 具 と し て 使用 し た と きよ り ラ ンク が 落ち て いる 。 
相手 を 倒す た め の 最 適 な 手段 を 実行 可能 で あり 、 状 況 に よっ て は 撤退 も 視野 に 入れ る 。 

た だ し 、 一 度 敵 と みな し た 相手 | 


〇 マス ター へ の 態度 

虎 の よ う で ある 。 

つま り ど れ だ け 懐 いた と し て も 獣 は 獣 で あり 、 育 て の 親 で あろ うと も 、 点 と し た 拍子 に が ぷり と いく 、 と いう こと だ 。 
逆 に 言う と 、 獣 で あっ て も 懐く と き は 懐く 。 

喉元 を どろ ご ろ さ れ て 尾 を 振る と きも ある 。 


〇 台詞 例 
「 間 違い な ん か じゃ な い ! 間違い な ん か じゃ な い ! 
TIRA LET Pea 

タウ ロ ポ ロス 、 行 け ェ エッ 中 

「…… 平 和 だ な …… こ れ が 本 当 の 果て の 地 だ っ た の か ……。 
少し 、 眠い …… 穏 や か で …… あ あ …… 

最果て に も 、 光 は あっ た の 
[私 は 、 英雄 と し て - 


彼ら を 見 捨て る こと が 、 ど うし て も で き な い ] 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

IFate/Apocrypha] に お いて ルー ラー、 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク と 決定 的 な 対立 に 陥っ た アタ ラン テ が 
第 二 宝 具 を 使用 し て 変身 し た 姿 。 

それ を 基 朋 と し て 召喚 され た アタ ラン テ の 別 側面 。 


すべ て の 子供 が 愛さ れる 世界 を 目指 す 彼女 に と っ て 、 仮 に も 聖女 が 無 府 の 子供 を 接 牲 に する こと は 山 え 難い 苦痛 と 、 
復讐 に 足る 理由 で あっ た 。 


この 状態 の 彼女 に 論理 的 な 説得 は 一 切 効果 が な い 。 
獣 と し て の 論理 が 構築 され 「 敵 を 倒す ] と いう こと に 全力 を 注ぎ込む 。 


凶暴 性 が 上 昇 し て いる 代償 と し て 、 常 に 鋭い 頭痛 を 堤 えて いる 。 
その 為 、 容 易 に 他人 に 懐 こ うと は し な い 。 し か し 、 そ の 一 方 で 元々 の アタ ラン テ と し て の 性 根 が 残っ て いる の で 、 マ ス 
ター に 対し て は 決し て 攻撃 的 と いう 訳 で は な く 、 子 供 も 積極 的 に 碑 お うと する 。 


彼女 の 体 を 覆う 服 が 「 神 罰 の 野 猪 」] で あり 、 引 き 剥 が すこ と で アー チャ ー ク ラス へ と 戻る 。 


〇 通常 武器 
間 天 の 弓 タ ウロ ポロ ス 。 
矢 は 魔力 か ら 生成 する 。 


OBR PS 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

遺 良 は ある が 、 な る べく 気 に し な いよ うに し て いる 。 

し て は いる が 、 警 戒 し て いる せい か 尻尾 が ピン と 張り 詰め て し まう 。 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー 

どう か 彼女 に 救い を 。 

自分 に 言う 資格 は な いと 理解 し て いて も 、 彼 女 は そう 願い 続け る 。 
ジャ ッ ク 以 外 の お 子 様 サー ヴァ ント た ち 

どう すれ ば 好 か れる の だ ろう 、 と 始終 難し い 顔 で 悩ん で いる 。 
(多分 それ が よく な い ) 

いっ そ 肩 の コイ ツ を ファ ン シ ー に 
アキ レウス 

か つて の 自分 を 止め て くれ た こと に 感謝 を 。 

し か し 、 自 分 と アー チャ ー ク ラス の どちら も 旭 さ ん と 呼ぶ の は 少し だ けど うか と 思っ て いる 。 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オルタ) 

あ 、 あ の 聖女 に 別 側面 ? し か も 黒い ? 

し か も な ぜ か 私 と 気 が 合 うし ゲー ム も 同じ くら い 弱 い …… な ぜ …… な ぜ !? 


と 関 い た が 、 恐 らく ダメ だ と 思う 。 


CHARACTER Pr 


CHARACTER Profile 


と omment from Illustrator 


最初 か 最後 は 可愛 く て 格好 いい ドレ ス に し よう ! と 決め て お り ま し た も の で 、 こ うな り ま し た 。 鎖 を チ ギ っ て 走り 出す 
獲 括 さも 併せ て デザ イン に 入れ 込ん だ り し て いま す 。…… つま り ど こ で 飼 わ れ て た ん だ ? 強く な る と し っ ぽ の 数 が ふえ 
て お 得 。 そし て た ぷん 弱点 で 握ら れる と 力 が で な い ア レ 。 第 3 段階 は 獣 の 力 を 支配 下 に 置い た こと で 鎧 化し た も の と 推 
測 さ れ ま す 。 (GC) 


アヴィ ケ ブ ロ ン 
EEZI キャ スタ ー EI アヴィ ケ ブ ロ ン 

男性 Ear EEX 欧州 

Bal 秩序 . 中 市 161cm EXA 5eke 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / 設 定 考証 : 三輪 清 宗 
キャ ラク ター デザ イン : 近衛 忌 嗣 /CV : 宮本 充 


主 な 登場 作品 : Fate/Apocrypha、Fate/Grand Order 


クウ ズ ズ 許 JU 


陣地 作成 :B 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
ゴー レム の 鋳造 に 一 点 特 化し た "工場 "の 形成 が 可能 。 


道具 作成 :B+ 
REBORBR RECS 
アヴィ ケ ブ プロ ン の スキ ル は ゴー レム に 特 化し て お り 、 そ れ 以 外 は 何 も 作 る こと が で き な い 。 


一 瞬 で 打ち 込む こと を 可能 と する 。 


高速 詠唱 : 


ゴー レム 関係 の 詠唱 の み 、 


TRO REAR EX 

伝説 に 曰く 。 

FIATTOIDSFIHREUREN, GEIR. 

死体 は イチ ジ ク の 木の根 元 に 埋め られ た が 、 イ チ ジ ク が あま り に 美味 し い 実 を つけ た た め 、 不 思 議 に 思っ た 人 々 が 掘り 
起こ し て 、 死 体 を 発見 し た の だ と いう 。 

撤退 、 消 滅 な ど で 追 い 込 まれ て か ら 発 動 する と いう 珍し い スキ ル 。 


ム ・ ケ テル マル クト 


MEOH 


ゴー レム ・ ケ テル マル クト 。 

キャ スタ ー が 生前 に 作る こと が 叶わ な か っ た 未完 成 の 宝 具 。 

[原初 の 人 間 (アダ ム )」 を 模 飲 し た 、 存 在 する 限り 世界 を 塗り 替え 続け る 自律 式 固有 結界 。 
作り 手 で ある キャ スタ ー が 滅ん で も 、 構 わ ず 動 き 続け る 。 

大 地 か ら の 祝福 を 得る こと が で き 、 足 が 大 地 に つい て いる 限り は 決し て 減点 こと が な い 。 
武器 は 黒曜石 の 剣 。 な お 、 動力 と し て 炉心 と な る 存在 を 一 体 必 要 と する 。 

魔術 師 な いし 魔術 回 路 が 優れ て いる 者 で われ ば 、 こ の ゴー レム 自体 の 強 さ も 増す 。 


た だ し 、 サ ー ヴ ァ ン ト は 基本 的 に 省 か れる 。 

と いう の も 、 本 来 の 目的 で ある 楽園 の 完成 の た め に は この 宝 具 が 長 時 間 世 界 に 留まり 続け な けれ ば な ら な い が 、 サ ー ヴ 
アント の 場合 は 、 そ の 消滅 と 同時 に 組み 込ま れ て いた 魔術 回 路 も 消え て し まう か ら だ 。 

た だ の 魔力 の 塊 と し て 栄養 に する 分 に は 、 特 に 問題 な い の だ が 。 


en 本 来 の 目的 か ら 外 れ 、 一 時 的 に で も 極め て 強い 戦力 が 必要 な 場合 は 、、 サ ー ヴ ァ ン ト で も 使用 に 耐え 得る だ ろう 。 
し か し その [一 時 的 な 使用 ] を 冒 法 的 と する アヴィ ケ ブ ロ ン が 認め る こと は まず な い 。 
まし て や 、 自 分 自身 を 炉心 に し て まで 戦う な ど ] 


本 当 は 、 絶 対 に 有り 得 な いこ と な の だ 。 
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〇 性 格 

KAULS, HÉBITOS: 
良く も 悪く も 学者 然 と し た 生 真 面目 な 性 格 で あり 、 思 い 切り が よく 、 思 い 込 み も 激しく 、 時 折 、 と ん で も な いこ と を や 
ら か すこ と も ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 
基本 的 に は 恭 し い 態度 で 接する 。 
だ が 、 マ スタ ー が 炉心 に 適合 し て いる 場合 、 裏 切り も 辞 さ な い 。 


それ を 心苦しい と 、 そ う 考 える 一 方 で 、 冷 徹 な 思考 の まま 行動 する 。 


〇 台詞 例 

[戦闘 は 不得 手 で は ある 。 

し か し 、 そ れ を 補う 手 を きち ん と 揃え て いる の が 魔術 師 と いう も の だ ] 
[地 (は は ) に 産ま れ 、 風 (ちせ い ) を 呑み 、 水 (いのち ) を 充 た す 、 
火 (RE) を 振る えば 、 病 (あく ま ) は 去れ り 。 

義 は 己 が 血 を 清浄 へ と 導 か ん 。 

ルー アハ を 抱き し 汐 の 名 は 、 ア ダム な り 唱 

「 長 い 道程 と 酷 薄 な 選択 が 君 を 待つ 。 

だ が 僕 は 信じ て いる 。 

ーー 一 戦え 、 少 年 / 少 女 。 僕 は 信頼 し て いる 。 

人 間 に は その 責務 に 耐え る だ け の 、 強 東 (VK) さ が あ る と 日 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 考証 : 三輪 清 宗 ) 

正式 な 名 前 は ソロ モン ・ ベ ン ・ ユ ダ ・ イ ブン ・ ガ ピー ロー ル 。 

古代 の 王 ソ ロモ ン と 特に 関係 は な い 。 

二 一 世紀 の 哲学 者 、 詩 人 で あり 、 魔 術 の 一 ジャ ン ル で ある カバ パラ を 扱う カ パ リ スト で あっ た 
彼 の 功績 と し て は アラ ビア 文化 圏 に 保存 され て いた 古代 ギリ シャ の 思想 を ヨー ロッ パ 文 1 
る 。 

彼 の 哲学 その も の は ヨー ロッ パ に 受け 入れ られ る こと は な か っ た が 、 そ の 教え へ の 反 葉 (は ん ば く ) を を っ か け に ルネ ッ 
サン ス の 基盤 が 築 か れ た と も 伝わっ て いる 。 


に 紹介 し た こと が 挙げ られ 


PBOV UM MEIS 「 十 六 歳 に し て 八 十 歳 の 老人 の よう だ っ た 」 と 評 さ れる ほど だ っ た 。 
詩人 と し て は 宗 歌 を 得意 と し て いた と 伝え られ て いる 。 


〇 ゴー レム に つい て (考証 : 三輪 清 宗 ) 
ゴー レム と は 何ら か の 魔術 に よっ て 製造 され た ロボ ッ ト と 見 な され て いる が 、 元々 は カバ パラ ーーー ユ ダ ヤ 教 の 奥義 で あ 
Y, BR “形作ら れ ざ る も の "を 意味 し て お り 、 ま さ し く 主 が アダ ム を 土塊 か ら 創造 し た 秘術 その も の の こと だ 。 


土塊 か ら 生み 出さ れ た ゴー レム は 、 皿 (ルー アハ ) を 吹き 込む お こと に より 、 命 を 持ち 、 動 き 出す 。 

この 状態 の ゴー レム は 知恵 を 有 し て お ら ず 、 創 告 者 の 意 に 従っ て 行動 する 存在 と な る 。 

だ が 、 知 恵 が な い 故 に 創造 者 の 命令 を 曲解 し て 動き 出す こと も あり 、 彼 ら を 正しく 運営 する た め に は 、 正 し い 命令 を 入 . 
力 せ ね ば な ら な い 。 

その 様 は 近年 の 機械 、 コ ンピュータ と 人 間 の 関係 に 等 し いい と も いえ る だ ろう 。 


ゴー レム を 倒す 、 ま た は 処分 する た め に は 額 (脳天 ) に 刻ま れ た (ある い は 貼り 付け た 羊皮紙 に 描か れ た ) "真理 "を 意味 
する "emeth (正確 に は ヘブライ 語 )" の 文字 か ら "e" を 削っ て “ 死 "を 意味 する "meth" に 変え る 方 法 が 一 般 的 だ が 、 厳 
密 に は これ は 弱点 で は な い 。 


ゴー レム の 奇跡 は 、 土 の 器 に 命 を 吹き 込む 主 の 奇跡 の 模 芝 で あり 、 そ れ を 破壊 する こと は 模 條 と は いえ 、 そ の 奇跡 を 超 
える 力 を 必要 と する 、 と いう こと だ 。 

その た め 、*emeth* の 文字 は 弱点 で は な く 、 ゴ ー レ ム の 緊急 停止 装置 …… セ ー フ ティ と し て 確立 され て いる 方 法 、 と 言 
うべ きだ ろう 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され て か ら も 人 嫌い は 変わ りな い が 、 

色々 と 思う と ころ が ある の か 、 彼 に し て みれ ば や や 積極 的 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取 ろ うと いう 
努力 は 行っ て いる よう だ 。 

た だ 、 先 生 と 呼ば れる の は どう も 苦手 。 


他 者 の 感情 の 機 徴 に は 疎い が 、 決 し て 鈍 訳 で は な い 。 
た だ し その 理由 が 論理 を 超え た 先 に あめ る も の だ と 、 混 乱す る 模様 。 


因縁 キャ ラ 

ジー グ 

君 を 炉心 に し な く て 良かっ た 、 と 言う べき か 。 

僕 の 失策 が 君 を ここ に 招い て し まっ た 、 うべ きか 。 
何 に せよ 、 君 が 今 ここ に いる こと に どう か 祝福 を 。 
ジー ク フ リ ー ト / ケ イロ ー ン / ヴ ラド 三世 / ア スト ルフ ォ / フ ラン ケン シュ タイ ン 
本 当 に 申し 訳 な い 。 

メカ エリ チャ ン ・ メ カエ リ チ ャ ン IL 

素晴らし い ! 

アン トニ オ ・ サ リエ リ 

a 君 、 そ こま で 素顔 が 整っ て いる の に 

仮面 を つけ る 意味 は ある の か ね ? 


CHARACTER Profile 


[前面 | 
Comment lh illustrator y 


工作 や 実験 の 時 に 「 も う 一 対 手 が あっ た ら な あ ] と 思っ た こと は な いか ね ? と いう こと で 、 先 生 自 分 を どん どん 改造 し て M 
メチ ャ 便利 に 。 独り で も ゲー ム で 対戦 で きる ぞ | も ちろ ん 周回 だ っ て 捗 る さ | 聖 関 …… じ ゃ な か っ た 、 セ イン トグラフ 電 


の 背後 で 培養 し て いる の は 人 人 造 筋肉 で す よ 。 ゴー レム も ハイ ブリ ッ ド な 奴 は 生体 部 品 を 使っ て いる の だ 。 フ レッ シュ 赤 
身 肉 で す な 。…… お っ と 、 今 日 の カル デア 食堂 、 デ ィ ナ ー メ ニュ ー は ステ ー キ か ! と ころ で コレ 何 の 肉 ? (III) 


二 = N 
アン トニ オ ・ サ リエ 
アヴェ ンジ ャ ー ERA アン トニ オ ・ サ リエ リ 
Ea sit EES 「 灰 色 の 男 」、 モ ー ツ ァ ル ト | 
Ea 2 EN i8icm [53 eske 


Be EI EM) Ec Elie El 


設定 作成 : 桜 井 光 / 異聞 帯 用 設定 : 奈 須 き の ご こ / キャ ラク ター デザ イン :PFALZ © 
CV: 関 俊彦 


周囲 か ら の 敵意 を 向け られ や すく な る が 、 向け られ た 負 の 感情 は た だ ち に アヴェ ンジ ャ ー の 力 へ と 変わ る 。 


EE ET ano 


ーー コー テー 


忘却 補正 : B 
人 は 多く を 忘れ る 生き 物 だ が 、 復 讐 者 は 決し て 忘れ な い 。 
忘却 の 彼方 より 襲い 来る アヴェ ンジ ャ ー の 攻撃 は クリ ティ カル 効果 を 強化 させ る 。 


ーー = 
ODE 0. pican 

復讐 が 果たさ れる まで その 許 力 は 延々 と 湧き 続け る 。 

用 力 を 微 還 な が ら 毎 タ ー ン 回 復 する 。 


生前 の サリ エリ は 誰 を も 殺し て は いな い 。 

だ が 、 後 年 に 流布 され た 暗殺 伝説 が 世界 へ と 浸透 する に つれ 、 ア ント ニオ ・ サ リエ リ は 無理 の 怪物 と 化す 他 に な か っ た 。 
スキ ル 効 果 は 通常 の REDEN] と 異な る 。 これ は 、 本 来 は 別個 の スキ ル で ある は ず の | 自己 否定 ] が 融合 し 、 一 
種 の 複合 スキ ル と な っ て いる た め 。 


サリ エリ は 反 英 雄 と し て の 外 殻 ・ 外 装 を 纏う 。 
これ は 、 モ ー ツ ァ ル ト に つい て の 記録 に し ば し ば 登場 する [灰色 の 男 ] 
調 ] の 作曲 を 依頼 し た と いう 死神 の 如き 存在 と 混ざり 合い 、 習合 し た が 故 の 能力 で ある 。 
戦闘 時 、 サ リエ リ は 自動 的 に これ を 身 に 紀 い 、 殺 評 の 戦闘 装置 と し て 稼動 する 。 


1791 年 7 月 に 現れ て 「 レ クイ エム ・ 二 短 


アヴェ ンジ ャ ー・ サ リエ リ は 、 自ら を 生み 出し た に 等 し い 人 々 の 悪意 、 中 傷 、 流 言 飛 語 、 デ マ ゴ ー グ 、 お ぞ ま し き 嘱 き 
を 自ら の 力 と する 。 

対象 と し た 集団 の 精神 を た ち ま ち 弱体 化 さ せる 他 、 強 烈 な 精神 攻撃 と し て も 機能 する 。 

対象 が 魔術 的 防御 手段 を 有 し て いな けれ ば 、 自 死 さ せる 事 も 可能 。 


— 7 = —— ーーーー! x 


宝 具 


aS 


至高 の 神 よ 、 我 を 憐れみ た まえ 


ディ オ ・ サ ン テ ィ シ モ ・ ミ ゼル コディ ア ・ デ ィ ・ ミ 。 
一 箇 の 生物 に は 制御 不能 な まで に 巨大 な 殺意 を 圧縮 し 、 凝 固 させ 、 更 に は 魔力 と 混ぜ 込む 事 で 、 精 神 と 肉体 の 双方 を 人 


お 破滅 の 曲 を 奏で て みせ る 。 
生前 の アン トニ オ ・ サ リエ リ が 決し て 持ち 得る は ず の な か っ た 、 無 牽 の 怪物 た る サー ヴァ ント アグ エ ジ ジャ 
サリ エリ だ けが 有する 、 絶 技 に し て 音楽 宝 具 で ある 。 


2 だ が 砺 し きか な 。 
アマ デウス に 匹敵 する ほど の その [音楽 | を 、 ア ヴェ ンジ ャ ー と 化し た サリ エリ は 永遠 に [EI と し て 認識 で き な い 。 
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私 / (外装 展開 時 は ) 我 (が 多め ) 

お まえ / あ な た / 〇 〇 (呼び 捨て ) / (外装 展開 時 は ) 買 様 (が 多め ) 
彼 / 彼 女 / (外装 展開 時 は ) 奴 (が 多め ) 

〇 性 格 

マス ター の 命令 に 従い 、 殺 害 対象 を 速やか に 仕 包 め る 優秀 な サー ヴァ ント 。 
そこ に 人 間 的 な 性 格 や 意思 が 介在 する 事 は な い 。 


本 来 は 思慮 深く 、 落 ち 着い た 性 格 の 持ち 主 。 

だ が 、 無 牽 の 怪物 と 化し て し まっ た 事 で 、 サ リエ リ の 精神 は 既に ひび 割れ て いる 。 死神 の 伝説 に も 等 し い RENA! 
と 融合 し た 事 も 悪い 方 へ 働い た 。 

ヴォ ルフ ガン グ ・ ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト を 目 に し た と き 、 彼 は 恐らく 、 マ スタ ー の 命令 如何 に か か わら ず 、 自 動 的 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
アヴェ ンジ ャ ー・ サ リエ リ は 、 機 械 的 な 従順 さ を 以 て マス ター の 命令 を 受け 入れ る 。 
だ が 、 意思 貴 通 に は 此 か 難 が ある の で 注意 され た い 。 


5 で きれ ば 従う の だ が 、 そもそも サリ エリ は マス ター の 言葉 を 正確 に 理解 し な い / で き な い 可能 性 が ある 。( 常 
に 理解 し な い 訳 で は な く 、 特 定 の 話題 に つい て の み 、 理 解 を 拒絶 し て いる 節 が ある 模様 ) 


台詞 例 

[私 は 、 誰 だ 。 HERO TE] 
RIA, FE. 我 は 、 神 に 愛さ れ し も の を 殺す の だ ] 
「 ゴ ッ ト リ ー プ ・ モ ー ツ ァ ル ト 。 足 様 を 一 一 一 殺す ] 


] 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 

アン トニ オ ・ サ リエ リ 。 

彼 は 、 ヴ ォ ル フ ガ ング ・ ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト と 同時 代 の ウィ ー ン で 活躍 し た 作曲 家 で ある 。 自身 の 出世 を サリ エ 
り が 妨害 し て いる と モー ツァ ルト が 固く 信じ て いた 時 期 が あっ た 事 に つい て は (モー ツァ ルト と その 父 の や り 取 
り に よっ て ) 明らか に な っ て いる が 、 両者 の 直接 の 確執 に つい て 触れ て いる 当時 の 第 三 者 史料 は 発見 され て いな い 。 

の みな ら ず 、 モ ー ツ ァ ル ト に と っ て の 晩年 、 両 者 の 共通 の 後援 者 で ある ヨー ゼ フ 二 世 (マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト の 兄 ) の 
死に よっ て 共に 不遇 を か こつ 身 と な っ た 後 、「 競 争 者 ] と いう 立場 で は な く な っ た 彼ら は 、 次 第 に 友情 を 結ん で いっ た 。 


宮廷 か ら ヨ ー ゼ フー の 影響 を 排 そ うと 考え た レオ ポル ト 二 世 は 、 サリ エリ を 宮廷 劇場 の 指揮 者 の 地位 か ら 解任 し た 。 サ 
リエ リ は 宮廷 礼拝 堂 の 宗教 音楽 指 押 者 と いう 事実 上 の 閑職 (作曲 は 求め られ な か っ た ) に 追い や られ 、 以後 、 し ば し ば モ 
ー ツ ァ ル ト の 作っ た 曲 を 指揮 し て いる 。 公 式 行事 に お いて 、 他 な ら ぬ サリ エリ 自身 が モー ツァ ルト の 曲 を 演目 に 選ん だ 
こと も し ば し ば あっ た と いう 。 

1791 年 、 オペ ラ 「 魔 笛 ] が アウ フ ・ デ ア ・ ヴ ィ ー ン 劇場 で 上 演 さ れ た 際 、 モ ー ツ ァ ル ト は サリ エリ を 招待 し 、 自ら 馬車 
で 送り 迎え を し て いる 。 観劇 後 、 サ リエ リ は 「 魔 笛 」 を 賞賛 し 、 モー ツァ ルト は それ を パー デン に いる 妻 コン スタ ン ツ ェ 
に 手紙 で 伝え た 。 な お 、 こ の 手紙 こそ が 現存 する アマ デウス ・ モ ー ツ ァ ル ト 最 後 の 自筆 手紙 で ある 。 


この 観劇 か ら 7 週 間 後 の 12 月 5 日 、 モーツァルト は 亡くな っ た 。 


モー ツァ ルト の 逸話 集 を 刊行 し た フリ ー ド リヒ ・ ロ ホリ ッ ツ は 、 モ ー ツ ァ ル ト に つい て サリ エリ と 語り 合っ た 事 が あり 、 
サリ エリ の 死後 、 会 話 を 書き 起こ し て いる 。 

「 レ クイ エム は ?] 

「 あ あ 。 あれ は 言葉 で は 言い 表せ ませ ん 。 と て も 点 し だ ら な 人 生 を 送っ た 後に 、 死 を 前 に し た モー ツァ ルト が 永遠 の 魂 を 、 
聖なる 霊 を 吹き 込ま れ て 作り 出し た も の な の で す ] 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
アン トニ オ ・ サ リエ リ は 、 ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト の 友人 で あっ た 。 


本 来 で あれ ば 反 英 雄 と し て 座 に 刻ま れる 事 な ど な か っ た だ ろう 。 

サリ エリ は か つて の 宮廷 楽長 の 立場 を 追わ れ よ し た も の の 、 偉 大 な 音楽 家 と し て 尊 谷 を 集め る 存在 で あり 、 数 多く の 音 
楽 家 や その 子弟 を 弟子 に し て いた 。 その 中 に は モー ツァ ルト の 一 番 弟 子 さ あつ た ジュ スマ イヤ ー や モー ツァ ルト の 四 子 
で ある フラ ン ツ ・ ク サー ヴァ ー・ ヴ ォ ル フ ガ ング ・ モ ー ツ ァ ル ト 、 そ し て ベー トー ヴェ ン ら が 含ま れ た 。 


だ が 、1820 年 代 。「 モ ー ツ ァ ル ト は サリ エリ に よっ て 殺害 され た ] と いう 伝説 が 突如 と し て 世界 に 広まっ て いっ た 。 事 

実 と 異な っ て いる に も か か わら ず 、 人 々 は 「 神 に 愛さ れ た 天才 と 、 そ れ を 深く 恨み 命 を 奪わ ん と し た 秀才 ] と いう 残酷 な 
語 を 夢想 し た 。 

老年 の サリ エリ が 弟子 モ シ ェ レ ス へ と 告げ た [悪意 ある 中 傷 以外 の な に も の で も な い ] と いう 言葉 さえ 、 罪 の 告白 と し て 

流布 され た 。 罪 を 悔い て 、 老 人 は 自ら ナイ フ で 喉 を 切っ た と する 噂 さえ まこ と し や か に 嘱 か れ た 。 


そし て 、 長 い 時 を 経た 後 。 

調 れ な き 暗殺 伝説 に よっ て 存在 を 歪め られ 続け た サリ エリ の 存在 は 、 同 じ く アマ デウス の 最後 に まつ わる 伝説 [灰色 の 
男 | と 習合 し 、 サーヴァント と し て 現 界 を 果たす 。 

人 を 害する 反 英 雄一 一 

哀しき も の 。 怒 れる も の 。 神 の 愛し 子 を 殺す も の 。 

一 騎 の 、 無 牽 の 怪物 と し て 。 


+ 


その 由来 か ら 、 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ リエ リ は 攻撃 的 な 存在 で あり 、 扱 い に は 注意 が 必要 だ ろう 。 

また 、 本 来 な ら 意 思 の 貴 通 は 難し く 、 そ の 人 間 性 の 発起 も 反 に な っ て いる サー ヴァ ント ・ サ リエ リ だ が 、 異聞 帯 に お い 
て は その か ぎり で は な か っ た 。 

それ は 「 異 聞 帯 が 汎 人 類 史 と は か け 離 れ た も の …… サ リエ リ を 復讐 者 と し て 焼き 尽く さなか っ た 世界 …… で ある 事 が 、 
彼 の 本 来 の 人 間 性 を 許容 し て いた の だ と 思わ れる 。 


〇 因縁 キャ ラ 
アマ デウス ・ ヴ ォ ル フ ガ ング ・ モ ー ツ ァ ル ト 


近寄る な 。 
見 る な 。 
笑う な 。 
奏で る な 。 
ーー 一 我 は 、 貴 様 を 殺す モノ で ある 。 

貢 様 の 名 誉 、 買 様 の 曲 、 買 様 の 痕跡 、 す べ て を 殺し 尽く そう 。 

買 様 が よもや 地上 へ 現 界 し た 暁 に は 、 今 度 こ そ 、 こ の 手 で 殺し て や る と も 。 
ゴット リー プ 、 神 に 愛さ れ た 男 よ 。 

マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 

あな た の 兄 君 に は 、 世 話 に な っ た 


の だ ろう か ……。 


神 の 恩 豚 な り し 王妃 よ ……。 

ファ ント ム / ジ ル ・ ド ・ レ (キャ スタ ー) / サ ロメ 
波長 が 合わ な い 。 

MEE 

波長 が 合う 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

波長 が 合わ な い 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オル タ ) 

波長 が 合う 。 
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首 の 模様 は 状況 に より 
出 た 3 4 os り 
形 を 変え た り し ます 一 
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CHARACTER Profile 


左肩 詳細 


肩 パ ッ ト か ら 吹 き 出る 炎 が 
途中 か ら 黒い 羽 に 変わ り ま す 。 
な の で ある 程度 自由 に 動く 。 


フィ ギュ ア で いう と 透明 クリ ア 赤 パー ツ が 
H か ら 黒 い 塗装 で 塗ら れ て る 感じ で す 。 


アマ デウス の 縁者 みた いな 形 で 登場 し た サリ エリ & 灰 色 の 男 で す が 、 実は 元々 アマ デウス が 派手 に な っ た の は 灰色 の 男 
が 着想 の 元 だ っ た り し ます 。" ア マデ ウス は 灰色 の 死神 に 殺さ れ た 伝説 が ある "その 灰色 か ら 連 想 さ れる 「 灰 色 の 日 々 ] 「 合 
理 主义 」 BE] 「 娯 楽 無く た だ 生き る だ けが 最善 に な る 」… そ うい う " 色 彩 " を 失っ た 灰色 の 対 概念 の アマ デウス は きっ 
と 派手 で 無駄 で 退廃 的 叉 に 溢れ て … つ っ て 連想 ゲー ム で ああ いう デザ イン に な り ま し た 。 サリ エリ の 人 間 形 態 は 『 洒 
脱 な 伊達 男 ] っ て オー ダー で し た 。 じ ゃ あつ いで に 独自 ブラ ンド 作っ ちゃ お うと か 割 と ノリ ノリ で デザ イン し た 記憶 。 


(PFALZ) 
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ye の 


eo Wry, 
SPAS yi 


サリ エリ の 元々 の 目 は 金色 だ けど 、 赤い 災 の 色 が 概念 的 に 反射 し て 映り 込ん で 塗り 替え られ て る みた いな 感じ で 描い て 
まし た 。 逆 に アマ デウス は 銀色 で 、 空 の 青 と が 緑 と か が 曇り な く 映り 込ん で 反射 し て る 一 みた いな ? 司 突 外装 に 関し て 
は 、 当 初 の 予定 は アマ デウス が 自分 の 苦手 な も の で 自分 自身 の 死神 を 作っ て し まっ た みた いな 感じ で し た 。 な の で 映画 
で 父親 像 と し て 象徴 され て た 騎士 長 の 亡霊 の 黒い 鎧 姿 や 、 コ ロレ ド 大 司教 の 服 の 首 の と ころ と か が デザ イン ライ ン の 大 
元 だ っ た り し ます 。 第 三 の 姿 の と き は 骨格 が 人 間 よ り も 鳥 と か 恐竜 に 近い 骨格 で すね 一 。 第 三 の 翼 は 大 きく 展開 する と 
音 を 増幅 する スピ ー カ ー み た い に な る 案 も あっ た り 。(PFALZ) 
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amor: D ; 
—TE (シン グル アク シ : ョ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔 力 。 


A 


BROHE 本 来 は 馬 に 乗る 程度 の ラン ク だ が 、 


RED |CSUBRISNSEMEMSLTUS, 。。 


スキ ル VORN 


x \ 


矛盾 精神 : A eee Fe, 
ロシア の 皇 (ツァ ー リ ) と し て 、 PREVERCS RHE LIA I > VEIAN. 午前 に 罪 を 悔い て 
BOCH), FRIDA E LH CTO No 

完全 に 聖人 と 免 人 が 同化 し た よう な 精神 は 、 ラ ンダ ム に 属性 を 二 種 類 に 変化 させ る 。 

即ち 秩序 か 混 沖 か 、 で ある 。 


SE S 


人 で あり な が ら [ 神 | と 同等 で あ 
達し た 。 

ロシア は 彼 を 絶対 的 な 皇帝 と 敬い 、 西 欧 の 人 間 は 彼 を [恐怖 (テリ ブル )」 LATA Teo 
シベ リア の 超大 型 魔 獣 と 融合 し 、 生 前 と は 明らか に 異な る 存在 と 化し て いる 。 


周囲 の 人 間 へ の 強烈 な 威圧 感 は 、 全 能力 を ワン ラン ク 下 げ る "重圧 "の 効果 を も た ら す 。 
一 般 の 人 間 で あれ ば 、 目視 する こと も 難し い 。 
ラン ク B 以 上 の カリ スマ に より 、 打 ち 消 すこ と が 可能 。 


B 
チョ ー ル ヌイ ・ オ プリ チ ニ キ 。 

AD? VERTER CHICA UN 「 親 衛 隊 (オプ リ チ ニ キ )」。 

あら ゆる 買 族 に 対し て 財産 、 土 地 の 没 収 な ど を 行え る 権限 を 持っ た 、 イ ヴァ ン 電 帝 の 手足 と で も 言う べき 存在 。 
黒衣 を 纏い 、 黒 毛 の 馬 に 乗り 、 黒 い 馬具 を つけ 、 馬 の 首 に は 犬 の 頭 を くく りつ けた 。 

同時 に 獣 毛 を 系 状 に 編ん だ 鞭 を 持ち 、「 裏 切り 者 に 対し て は 犬 の よう に 舞い 掛か り 、 球 で 掃き 出す ] と いう 意味 合い を 込 
め た 。 

常時 展開 型 の 宝 具 だ が 、 発 動 条 件 は 特殊 で 、 皇 帝 の 意識 が な いと きのみ で ある 。 

皇帝 が 眠る と 、 手 に 拉 問 用 具 を 持っ た 彼ら 5 が どこ か ら と も な く 登場 し 、 旦 帝 の 敵 を 粉砕 する べく 襲い 掛か る 。 

一 種 の 乱 土 に 近い 存在 で あり 、 イ ヴァ ン 雷 帝 の 感 圧 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 彼 ら の 士気 、 戦闘 能力 は 向上 する 。 
集団 の 暴力 と し て は 圧倒 的 で ある が 、 個 々 の 力 は 弱い 。 


我 が 旅 路 に 従え 獣 


ズ ヴ ェ ー リ ・ ク レー スニ ー ホ ッ ド 。 

神 獣 の 十字 行 。 皇帝 が いずれ 行き 着く (と 信じ て いる ) 天上 の 国 に 向け て の 行進 。 
DEVUAMITUSRASSSSH OMFS CHV, SNUSMSHOBTCHS. 
ATP? VERE LOOSE ICH URL. 容赦 な く 敵 を 粉砕 する 。 


人 物 


R/BRS BR (EN) / お まえ / そ な た 


〇 性 格 

ロシア 最悪 の 暴君 と 語 わ れる だ け あ っ て 、 そ の 右 烈 さと 残虐 さ は 類 を 見 な い 。 

そし て その 一 方 で 、 神 に 対し て は ひたすら 敬 虚 な 信者 で あっ た 。 

あま り に 相反 する 二 面 性 は 、 真 っ 当 な 人 間 が 許容 で きる も の で は な く 、 絶 対 的 な 権限 を 持っ た 皇帝 に の み 許さ れ た 特権 
で あろ う 。 


一 応 、 現 代 の 知識 に よっ て 自身 の 状況 を 弁 え て は いる が 属性 が 混 池 で ある 場合 は で きた 我慢 を し な く な る 恐れ が ある 。 
幸い に も 、 一 般 人 で あれ ば この サー ヴァ ント を 目視 し た だ け で 皆 倒 する だ ろう 。 
姿 形 が 怪物 で ある だ け で な く 、 彼 の 持つ 皇帝 と し て の 笛 先 が あまり に 圧倒 的 で め る か ら : 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


尊大 の 一 言 に 尽き る 。 言語 は 理解 し て いる が 、 彼 が マス ター の 言葉 に 耳 を 傾け る こと は ほとん ど な い 一 一 
皇帝 と し て 敬う 場合 は 別 と し て 。 

さす が に マス ター 殺し を する ほど 愚か で は な い が 、 マ スタ ー の 家族 や 友人 で あろ うと も 無礼 な 態度 を 取れ ば 
即座 に 「 皇 帝 ] と し て の 特権 を 行使 する だ ろう 。 


聖杯 戦争 に 賭け る 動機 は 天上 の 国 に 向かう 許可 を 聖杯 に 確約 させ る こと 。 
(と は いえ 、『FateGO 〇 」 に お いて は あま り 関 係 な い ) 

っ 台詞 例 

ライ ダー、 電 帝 イ ヴァ ン で ある 。 戴冠 は 済ま せ て ある 。 

REN, RICHLFE, REID 

ーー わか ら ぬ 。 ここ は どこ だ 。 ま だ 夢 の 中 に 余 は お る の か 。 

だ が 確か に 光 を 見 た 。 我 が 信仰 を 試す も の よ 。 我 が 名 は イヴ ァ ン 。 熱 の 凍土 、 肌 を 焼く 寒波 を 統べる 皇帝 、 イ ヴァ ン 
W 世 で ある 。 

さあ ー 一 一 祈り と 戦争 を 始め よう ] 

分 か ら ぬ 。 も は や 分 か ら ぬ 。 これが うつ つか が 夢 か 、 勝 利 か 敗北 か も 分 か ら ぬ 。 

な ん と いう 長い 夜 だ ーー 一 奈 は まだ 、 あ の 夢 を 見 続け は なく て は な ら ぬ の か ] 
[確か な も の は 欲望 だ け だ 。 真 に 平等 な 分 配 、 真 に 完遂 され た 皇帝 体制 こそ が 、 余 の 望み で ある 」 
我 が 肉 体 は 醒 く も 、 ロ シア の 大 地 を か つて 闘 歩 し た 獣 と 一 体 化 し た 。 

即ち 、 こ れ は 神 が 余 に 皇帝 の 権利 と 共に 与え た “HN” CHF] 

オマ リー よ 。 お まえ の 言葉 で あれ ば 正しい 。 共に 敵 へ の 懲罰 に 酔い 痴 れ よう で は な いか ] 

pens AN. ERROR IA RDA lá EMAL 

いま 、 日 差し 溢れ る 平原 を 汐 が 駆け る 夢 を 見 て いた 。 すべ て 、 そ れ で 良し と し よう ] 

敵 は 無数 、 味 方 は 己 た だ 一 人 ! 

孤独 を 慰め る 道 化 す ら も お ら ず ! 

だ が 一 一 一 余 は ここ に こう し て 立っ て いる 。 

さあ 、 獣 国 の 皇女 と な る 者 よ 。 

人 奈 と 戦え 。 

皇帝 (ツァーリ) と し て の 力 を 見 せよ 」 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ロシア と いう 国家 に 涯 然 と 輝く 名 君 に し て お ぞ ま し い 暗 君 。 

十 大 世紀 最大 の 雄弁 家 、 著述 家 、 そ し て 卓越 し た 持 問 屋 。 

それ が イヴ ァ ン 埋 帝 で ある 。 

イヴ ァ ン は 1530 年 、 モ スク ワ 大 公国 の 大 公 (ツァ ー リ ) 、 ヴ ァ シ リー 三世 の 子 と し て 生ま れ た 。 


当時 、 モ スク ワ 大 公国 に お いて 大 公 と は あく まで 象徴 に 過ぎ ざ ず 、 政 務 は 買 族 が 行う も の で あり 、 そ の た め 買 族 の 権力 争 
い が 日 常 茶飯 事 で めった 。 

だ が 、 幼 い 頃 か ら 「 ツ ァ ー リ こそ が 神 に も っ と も 近い 従 僕 で あり 、 最 高 権力 者 で ある と 教育 を 受け た イヴ ァ ン は 、13 
歳 に し て と ある 貢 族 を 猟犬 に 食い 殺さ せる こと に よっ て 、 そ の 神聖 な る 地位 の 更 な る 向上 を 目指 し た 。 


16 歳 の と き 、 正 式 な 戴冠 式 を 終え た イヴ ァ ン は 中 央 集権 的 な 政治 を 目指 し 、 次 々 と 革新 的 な 政策 を 打ち 出し た 。 
22 歳 に な る と 、 長 年 の 乱 敵 で ある カザン ・ ハ ン 国 な どの モン ゴル 諸国 を 次 々 と 併 呑 。 
イン グラ ンド の 貿易 も 開始 され 、 ロ シア は 我 が 世 の 春 を 詞 歌 し た 。 


だ が 30 歳 に な っ た と き 、 す べ て が 暗転 する 。 
愛妻 アナ スタ シア が 病死 し た の を 契機 と し て 、 イ ヴァ ン 画 帝 は 徐々 に その 残酷 さ を 剥き 出し に し 始め た の だ 。 


アナ スタ シア を 殺し た の は 誰 だ ? 

神 か ? 

神 で は な い 。 

で は 誰 だ 。 

買 族 だ 。 

貴族 た ちの 隙 斉 だ 。 

何 て こと だ 。 そ ん な こと は 許さ れ な い 。 神 に 近い 私 の 妻 を 殺す な ど 、 そ れ は ツァ ー リ に 対す る 宣戦 布告 に 等 し い ーー。 


アナ スタ シア が 抑え つけ て いた 、 イ ヴァ ン 二 帝 の 『 恐 怖 (テリ ブル )」 は た ち ま ち 膨 れ 上 が っ た 。 
ー 一 愛 は 人 を こう も 容易 く 怪 物 に 変え る 。 


ADP VBRSBORREAL CVC RESO L CRE UI O 
更に 関係 者 と 思わ れる 人 間 も そ う で な い 人 間 も 、 と に か く 彼 の 意 に 添 わ ぬ 人 間 は 片っ端 か ら 惨殺 し た 。 


その 一 方 、 彼 は 神 へ の 真 撃 な 礼拝 を 欠か さなか っ た 。 

朝 の 午前 三 時 に 起床 する と 聖堂 で 礼拝 を 行い 、 替 美歌 を 歌う 。 

午後 に な れ ば 、 捕 まえ て お いた 「 許 され ざる 者 ] た ち を 捧 問 で 血塗れ に し て 愉悦 に 浸っ た 。 
火薬 の 樽 に 座ら せ 、 火 を 付け て 吹き 飛ば す 。 

| 人 を 飼っ て いる 熊 の 棋 に 放り 込み 、 彼 が 偶 り 食わ れる の を 見 て 愉し む 。 

それ は 正 に 彼 の 聖人 と 殺人 鬼 の 二 面 性 を 表し て いる 日 常 だ っ た 。 


そし て 彼 は 買 族 た ちの 力 を 完全 に 削ぐ た め に [非常 大 椎 | を 打ち 出し た 。 
同時 に [親衛隊 (オプ リ チ ニ キ )] を 組織 。 
ます ます 買 族 た ちの 人 迫害 に 拍車 を 掛け た 。 


や が て 彼 の 残酷 性 は 、 と うと う 愛 すべ き 民 衆 た ち に も 向い た 。 


当時 ツァ ー リ へ の 上 逆 を 噂 され て いた 都市 ノヴゴロド は 親衛 隊 に よっ て 取り 囲ま れ 、 全 く 弁 解 も させ る こと な く 、 老若 
男女 問わ ず 虐 殺さ れ た 。 
雷 帝 と 親衛 隊 が 虐殺 し た 人 数 は お よそ 六 万 人 あま り と 言わ れ て いる 。 


長期 に 渡る 戦争 に よる 重税 、 負 鮭 に よっ て 国 は 疲弊 し 、 ERODTUSIEARISELTUVG 
ある 日 彼 は いつ も の よう に 痴 類 を 起こ し 、 言 い 争 っ て いた 次 男 を 殴り 殺し て し まっ た 。 
後継 者 で あっ た 彼 を 殺し た イヴ ァ ン 埋 帝 は 酷く 嘆き 、 罪 の 意識 に 茜 ま れる よう に な る 。 

棋 を 運ぶ 100 キ ロ に 及 記 道のり の 間 、 彼 は 馬車 を 使わ ず 歩 き 続け た 。 


ツァ ー リ は 間違え な い 。 
ツァ ー リ は 間違え た 。 
ツァ ー リ に 罪 は な い 。 
ツァ ー リ は 有罪 だ ……。 


晩年 に な る と 、 雷 帝 は 親衛 隊 に よっ て 虐殺 され た 人 々 の 名 簿 を 作る よう に 命じ た 。 
当然 な が ら 、 彼 ら が 虐殺 し た 人 々 は 徹底 的 に 歴史 か ら 抹消 され て お り 、 記録 を 作る の は 一 大 作業 だ っ た 。 


彼 は その 名 簿 が 永遠 に 完成 し な いこ と に 苦悩 し つつ 、 占星 術 師 が 死 を 予言 し た その 日 に 亡くな っ た 。 


数 多 の 名 を 歴史 か ら 永 遠 に 抹消 し た 彼 は 、 稀 代 の 暴君 と し て 歴史 に 名 を 刻ん だ 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

現在 の 人 類 史 に いた る 過程 で 「 不 要 な も の 、 不要 な ゆら ぎ (イフ ) 」 と し て 削ぎ 落と され た "も し も "の ロシア 、「 そ の 先 は 
行き 止ま り (デッド エン ド ) な の で 歴史 を 打ち 切る ] と 並行 世界 論 に すら 切り 捨て られ た 永久 凍 士 帝 国 ア ナス タ シ ア に 君 
臨 する 皇帝 。 


それ が イヴ ァ ン 雷 帝 で ある 。 
サー ヴァ ント と し て 蘇っ た イヴ ァ ン 雷 帝 その 人 だ が 、 異 聞 帯 の 歴史 に お いて は 世界 最初 の ヤ ガ と し て 存在 し て いる 。 
彼 の 帝国 に 住ま う 者 は みな ヤ ガ だ が 、 そ れ は 人 間 の 姿 で は 、 最 早生 き て いけ な い 週 酷 な 環境 だ か ら だ 。 


た だ し 、 そ の 過程 で 彼ら は 人 間 で あっ た と き に 得 た 大 切な も の を 失っ た 。 

汎 人 類 史 に お ける イヴ ァ ン 埋 帝 は 、 暴 君 で こそ あっ た が 、 魔術 と は 縁遠い 存在 で あっ た 。 
し か し 、 異 聞 帯 に お いて 世界 凍結 の 危機 が 迫っ た と き 、 彼 は 魔術 師 た ち を 招 賜 。 

魔 獣 と 人 を 結合 させ る 技術 を 伴っ て 、 生 き 延び る 道 を 求め た 。 


し か し それ は 、 最 早 人 間 と は 異な る 生物 を 世界 に 産み 落と し た も 同然 で ちり 、 や が て 精神 も 変容 し て し まっ た 彼ら は 行 


寺 詰 まり の 人 類 史 
苑 定 され る べき 世界 と 認識 され て し まっ た 。 


owa 働 突 は 止ま ら ず 、 雷 帝 は 嘆き な が ら 巡 礼 の 道 を 歩む 。 


+ 
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異聞 帯 サー ヴァ ント と し て は 、 ほ と ん ど を 眠っ て 過ごし た た めか 、 そ の 記憶 は ぼん や り と し て お り 、 な ぜ 家 の 姿 で 召喚 
され て いる の か すら 、 あ まり 理解 し て いな い 。 

と は いえ 、 異 聞 帯 サー ヴァ ント と し て の 責務 で ある 敗北 者 と し て カル デア を 見 守る 、 と いう 役割 は 忘れ て いな い 。 


〇 通常 武器 
巨大 か つ 豪 秦 な 杖 


〇 因縁 キャ ラ 
ギル ガメ ッシュ / イ スカ ンダ ル / 始 皇帝 な ど 

権勢 だ け で な く 、 力 も 必要 と は 。 

古代 の 王 と は 大 変 な も の で ある な ……。 

アナ スタ シア 

我 が 愛 すべ き 妻 と 同じ 名 を 持つ 者 よ 。 

いつ まで も 美しく 、 慎 まし く 、 穏 や か な 日 々 を 過ごす と いい ……。 

何 ? いた ずら 好き ? 小 悪魔 ? 

は は は 、 冗 談 も 大 概 に する の だ 。 

あの よう に 見 目 肪 し い 容姿 で 雪 玉 を アン ダー スロ ー 投 法 な ど …… ま こと か ? 
ラス プー チン 


マル タ / ゲ オル ギ ウ ス な ど 
お お 、 夢 に まで 見 た 聖人 た る 方 々 よ ! 
どう ぞ こ の イヴ ァ ン に 導き を 与え た まえ ! 


大 いな る 石像 神 
気 の せ いか ? この 何 の 変 替 も な い 、 人 奈 を 愛らしく し た よう な 石像 …… 何 や ら 動い て いな いか ? 
気 の せ いか ……。 


の 動い た な ? 


ノ 


SA / ‘i 
や a か \\ 


ER 


第 三 段 階 


CHARACTER Profile 


顔 は ヒビ ゲ と 眉 が その まま アー マー 化し た よう な デザ イン に し まし た 。 


両手 首 に 装飾 品 を つけ て いま す 。 


モノ マフ の 王冠 。 


攻撃 性 を 表し た 
装飾 部 分 が 逆だっ て いま す 。 


マン モス の 牙 の よう な 肩当 て 。 


象 の よう な 足 。 


稲妻 の よう な 
シル エッ ト の 杖 。 


ベル ト 部 分 


十字 架 は 避け まし た 。 
槍 の 刃 の 形 を し て いま す 。 


肩 の 角 は 骨 の 質感 。 


肌 は 岩 の よう な 質感 。 


モノ マフ の 王冠 


骨 の 質感 。 と の 部 分 は モフモフ 。 
背骨 の よう な パー ツ に 
角 の よう な トゲ を さして 
連なっ て いま す 。 


両 腕 に 金 の 腕輪 を 
3 つ 程 つけ て いま す 。 


足 先 は 象 に 近い 形 。 


CHARACTER Profile 


金 の 鉱物 が ドロ ドロ に 溶け た よう な 質感 。 


1 ¿Y が $ か WIT 


re 


Fa te sarao RN wn 


N 背中 は 山脈 に か っ て お り 、 山 頂 に は 寺 が 積もっ て いま す 。 
/ A ト Lr, 雲 の よ うな 冷気 が 漂い 、 尾 を 引い て いま す 。 
| が My 


頭 部 に は 本 体 が 埋まっ て いま す 。 
自身 が 角 の 一 部 に な り ま す 。 


鎖 に 巻き 付け られ た ボロ ボロ の 黒い 布 が 垂れ 下がり 、 
地面 を 引き ずっ た り 、 風 に な び い た り し て いま す 。 
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TER Profile 


稲 概 の オー ラ は 本 体 部 分 の 顔 か ら 胸 、 超 獣 の 鼻 、 
鼻 の 中 を 通り 鼻先 の 部 分 まで 流れ て いま す 。 
本 体 か ら 力 を 送っ て いる よう な イメ ー ジ で す 。 


通常 時 の 杖 、 ピ ッ ケ ル を 模 し た 鼻先 。 
振り か ざし て 地面 を 突き 刺し ます 。 


首 、 胴 体 に 鎖 が 巻 か れ 、 

いく つか 千 切 れ て 垂れ 下がっ つて いま す 。 
鎖 は 囚人 が つけ て そう な 重工 な 質感 。 

と ころ どこ ろ 錆 び て 赤 味 が か っ て いま す 。 


牙 は 大 きく 湾曲 。 
つら ら が 下 に 伸び て いま す 。 


山脈 は 縦 に 3 峰 な らん で いま す 。 


後ろ に 行く ほど 小さ く な り ま す 。 牙 は 一 度 外 側 に 歪ん で か ら ま た 内 側 に 戻り ます 。 


Comment from Illustrator 


初期 は 王冠 で 目 を 隠し た 人 間 ら し い 姿 を し て いた ん で す 。「 や りす ぎ か な と 思う くら い 踏 み 込ん で みて も 大 丈夫 ] と の お 
言葉 を いた だ き 、 限 りな く イ メー ジ に 近い も の を 作る こと が 出来 まし た 。 よ く 目 は どこ か と 聞か れる の で す が 、 深 い 闇 
か ら 覗 いて いま す 。(danciao) 
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EN 细 性 ギリ シャ 神話 ギリ シャ 
秩序 ・ 中 庫 185cm 97kg 


| Ene: Er EM EC Edo Ea 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン EZ 
CV : 古 川 慎 


图 主 な 登場 作品 :Fate/Apocrypha、Fate/Grand Order 


& | ッ の 
クラ スス キル 

4 

DB ENDS Se 

AR MIDA. AB AREA. 


BACH STOP + LAMENTO LISS <BR 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


する 能力 。 


っ た 


また 、 格 闘 ダ メー ジ を 向上 させ る 効果 も ある 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


CHARACTER Profile 


SE wa sp fi titi 
魔力 と 幸運 を 除く 全 ス テー タス が ラン フク ア ッ プ す る 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


Bea: At 


本 来 は 宝 具 。 
詳細 は 宝 具 項 目 へ 。 


本 来 は 宝 具 。 
詳細 は 宝 具 項 目 へ 。 


本 来 は 宝 具 。 
詳細 は 宝 具 項 目 へ 。 


トロ イア ス ・ ト ラ ゴ ー イ ディ ア 。 
三 豆 立 て の 戦車 。 馬 は 海神 ポセイドン か ら 賜 っ た 不死 の 神馬 が 二 頭 、 都 市 か ら 略 奪 し た 名 馬 が 一 頭 

その 神速 で も っ て 戦場 を 謀議 する 。 速度 の 向上 に 比例 し て 追加 ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 最高 速度 で は 、 さ な が 
ら 疾 走 する 巨大 な 受 刈 り 機 。 


ドロ メ ウ ス ・ コ メー テー ス 


星 走 法 


A A ss 1 


ドロ メ ウ ス ・ コ メー テー ス 。 
REASON po 立つ こと に よっ て 起動 する 常時 発動 型 の 宝 具 。 

あら ゆる 時 代 の あら ゆる 英寿 の 中 で 、 も っ と も 迅 い と いう 伝説 が 軸 現 化し た も の 。 

広大 な 戦場 を 一 呼吸 で 駆け 抜け 、 フ ィ ー ル ド 上 に 障害 が あっ て も 速度 は 鈍ら な い 。 

自身 の 弱点 で ある アキ レス 腫 を 露出 し な く て は な ら な い が 、 こ の 速度 を 捉え きれ る 英霊 は 数 少な い 。 
([FateGO] で は スキ ル と し て 採用 され て いる ) 


la. —1 


アン ドレ アス ・ ア マラ ント 


SEDA 


アン ドレ アス ・ ア マラ ント ス 。 

外 を 除く すべ て に 母 で ある 女神 テテ ィ ス が 与え た 不死 の 祝福 が か か っ て いる 。 

いか な る 攻撃 を も 無効 化す る が 、 固 有 ス キル 神 性 を 持つ 者 に は この スキ ル が 打ち 消さ れ て し まう 。 
([FateGO] で は スキ ル と し て 採用 され て いる ) 


ディ アト レコ ー ン ・ ア ステ ー ル ・ ロ ン ケ ー イ 


HSI SE ORE 


ディ アト レコ ー ン ・ ア ステ ー ル ・ ロ ン ケ ー イ 。 

「 疾 風 怒 浦 の 不死 戦車 ] か ら 降 り 立 つこ と に よっ て 使用 可能 に な る 宝 具 。 

アキ レウス の 父母 が 結婚 する 際 、 ケ イロ ー ン が 彼ら に 贈っ た 長槍 。 

相手 の 同意 が ある 場合 の み 、 英 雄 同 士 の 一 騎 討ち を 目的 と する 領域 を 作り 上 げ る と いう 、 固 有 結 界 に 匹敵 する 大 魔術 。 
ラン サー と し て 召喚 され て いな いた め 、 不 治 の 呪い な ど 一 部 の 能力 が 失わ れ て いる 。 

(「FateGO」 で は スキ ル と し て 採用 され て いる ) 


蒼天 囲み し 小 世界 
EA A+ aera 


アキ レウス ・ コ スモ ス 。 

『 爆 天 覆 う 七 つの 円 環 (ロー・ ア イア ス )」 に 匹敵 する 防具 系 の 結界 宝 具 。 

鍛冶 の 神 へ パイ スト ス に 作ら れ た と いう 古 。 アキ レウス が 見 て きた 世界 その も の が 投影 され て お り 、 外 周 部 分 に は 海神 
に よる 海流 が 渦巻 いて いる 。 

この 盾 に 立ち 向かう と いう こと は 、 即 ち 世 界 を 相手 取る と いう こと で あり 、 発 動 さ せれ ば 対 城 ・ 対 国 ・ 対 神宝 具 す ら 防 
ぎ 切 れる 。 

([FateGO] で は 使用 され な い ) 


REGIS, LD IT DIMER LICH. 

どこ か 時 さ の 残る 気 の い いあ ん ちゃ ん 。 

特に 身内 や 味方 と 認識 し て いた 者 に 対し て は 甘く 、 
敵 に 回 っ た 際 も 攻め きれ な い 、 と いう 欠点 を 持つ 。 


他 の 聖杯 戦争 で は この 欠点 を 突 か れ 、 不 利 に 追い 込ま れる こと が ある 。 
(大 体 、 力 尽く で 切り 返す ) 


また 、 そ の 甘 さ ゆえ に 大 事 な も の を 取り こぼし て し まう こと 。 


英雄 と し て は 完璧 で ある が 、 人 間 と し て は 幾つ も の 欠点 が あり 、 そ れ 故 に 万 人 に 愛さ れ 、 親 し まれ る 英雄 。 


〇 マス ター へ の 態度 

基本 的 に 、 同 格 と 認識 し て いる 。 

逆 に 言う と 、 下 に 見 る こと も な い 。 

MZ (ひょう ひょう ) と し た 態度 を 月 さ ず 、 マ スタ ー が 矢 人 で あれ ば 喜ん で 酒 を 凍 み 交わ し 、 悪 人 で ある な ら ば 一 線 を 
引い た 付き 合い を する 。 


いずれ に せよ 、 英 雄 と し て の 道 か ら 外れ る こと 
例え ば 無 畜 の 民 を 殺害 する な どの 命令 は 一 切 聞 か な い 。 


英雄 らし か ら ぬ 行為 を 、 彼 は も っ と も 嫌う の だ 。 
そう いう 意味 合い で は 、 い わ ゆ る 通常 の 魔術 師 と は 著しく 相性 が 悪い と いえ よう 。 


〇 台詞 例 

「 い い サ ー ヴ ァ ン ト を 引き 当て た ぜ 、 ア ンタ ! 

っ て な 訳 で ライ ダー の サー ヴァ ント 、 ア キレ ウス だ 。 
20 そう そう 、 距 が 弱点 で お 馴染 み の 英雄 さ 。 


ま 、 俺 の 中 を 捉え る な ん て 、 誰 に で も で きる こと じゃ あ ね え け ど な ! 

人 類 最速 の 足 、 伊 達 じ ゃ あな い ぜ ?] 

ト 一 来い 。 

真 の 英雄 、 真 の 戦士 と いう も の を その 身 に 刻ん で や ろう ] 

「 フ サントス! パリ オス ! ペー ダン ソス ! 行く ぞ ! 命懸け で 突っ 走れ ! 
我 が 生命 は 流星 の 如く ! トロ イア ス ・ ト ラ ゴ ー イ ディ ア ! は は は は は は 


〇 喝 上 の 実像 ・ 人 物 像 
ギリ シャ 神話 屈指 の 知名 度 を 誇る 英雄 。 
その 生 は 疾風 の 如く 駆け 抜け る も の で あり 、 同 時 に 英雄 と 呼ば れる に 相応 し い 輝 き を 帯び て いた 。 


平凡 で 穏やか な 生 を 望む か 、 

茜 型 な 英雄 と し て 死ぬ か 、 

母 に 問わ れ た 際 、 迷 わ ず 後 者 を 選ん だ と いう 。 

アキ レス 腫 、 と いう 人 体 の 名 称 は 不死 身 の 肉体 を 持つ アキ レウス 唯一 の 弱点 で あっ た 、 と いう 伝説 の 名 残 。 


英雄 ペレ ウス と 女神 テテ ィ ス の 間 に 生 まれ た アキ レウス は 、 テテ ィ ス の 手 に よっ て 神 の た め の 不 死 の 災 で 災 ら れ た が 、 ペ 
レウス は 半分 は 人 間 な の だ か ら 、 人 間 と し て の 部 分 を 残す べき だ 、 と 反発 。 


ペレ ウス と テテ ィ ス は 祥 を 分 か ち 、 ア キレ ウス は テテ ィ ス が 握っ て いた 足首 の 部 分 の み 、 人 間 と し て の 要素 が 残さ れ た 。 
(不死 の 力 を 得 た の は 冥界 の 川 、 と いう 説 も ある ) 


ペレ ウス は アキ レウス を 育て る こと が で きず 、 ケ ンタ ウロ ス の 賢者 ケイ ロー ン に 託し た 。 
ヘラクレス や イア ソン な ど を 育て た ケイ ロー ン は 彼 を 鍛え 、 や が て アキ レウス は 精 蛋 な 若者 に 成長 。 


母 で ある テテ ィ ス に 短命 な が ら 英 雄 と し て の 人 生 を 望む か 、 長 命 で ある が 平凡 な 人 間 と し て の 営み を 望む か 、 と 問わ れ 
た 彼 は 、 迷 わ ず 英 雄 で ある こと を 選ぶ 。 


トロ イア 戦争 に アカ イア 軍 と し て 参戦 し た 彼 は 、 ト ロイ ア 軍 の 英雄 た ち を 次 々 と 血 祭 り に 上 げ 、 や が て 総 大 持 で ある へ 
クト ー ル と の 一 騎 打 ち に 挑み 、 勝 利 す る 。 


だ が 、 ヘ クト ー ル の 弟 で あめ る パリ ス は トロ イア の 味方 だ っ た 太陽 神 ア ポロ ン の 力 を 借り 受け 、 唯 一 の 弱点 で あっ た 踊 を 
射 買い て アキ レウス の 不死 性 を 和 剥奪 し た 。 


更に 心臓 を 射 買 か れ た アキ レウス は 最早 これ まで と 暴れ た 後に 死亡 。 
され た 鎧 を 巡り 、 か つて の 味方 同士 が 争う こと に な る 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
明る い 天 然 気 味 の 暴 れん 坊 英雄 。 
英雄 と し て 生き 、 英 雄 と し て 死ぬ こと を 望む た めか 、 破 天 荒さ より も 威風 堂々 た る 英雄 っ ぷり の 方 が 強調 され て いる 。 


その せい か 、 若 干 デ リカ シー に 欠け て いる 部 分 も 否め ず 、 大 切な も の を 見 失う こと も 多々 。 


それ で も 、 常 に 正しい 英雄 た らん と する 彼 の 生き 様 は 骨 く 尊い 。 
強く な る 、 と いう の は 彼 の 生ま れ 持つ た 英雄 の 素質 な の か も し れ な い 。 


ンー 


〇 因縁 キャ ラ 

アタ ラン テ 

別 の 聖杯 戦争 に て 共闘 。 

父 ペ レウス が 憧れ て いた 女性 で あり 、 ア キレ ウス も 家族 の よう に 慕っ て いる 。 


セミ ラミ ス 

じ れ っ て 一 な 、 ち ょ っ と いい 感じ の 雰囲気 に し て くる ! 

(空中 庭園 あえ な く 迎 撃 さ れる ) 

ヘラ クレ ス 

一 度 で いい か ら 素 手 喧嘩 (ステ ゴロ ) し て みた い が 、 全 員 か ら 止 め ら れ て いる 。 
ケイ ロー ン 

うお 、 先 生 ! 

いや 、 俺 は も う 卒 業 生 な の で ! 

ハー ドコ ー ス は ちょ っ と 勘弁 を ! 

あ 、 ほ ら 。 イ アソ ン が いる ん で あそこ に ! 

オデ ュ ッ セ ウ ス 

来 た な 鋼鉄 スー ツ の 伊達 男 ! 

っ つ 一 か 、 木 馬 も 持っ て きた の か !? 

パリ ス 

a 俺 の 知っ て る パリ ス は も うち ょ い 育 っ て て 、 も うち ょ い 憎 た らし い 小 憎 だ っ た ん だ が ……。 
ヘクト ー ル 

複雑 な 感情 が ある に は ある が 、 カ ル デ ア に は 持ち 込 お まい 、 と し て いる 。 

感情 的 な も の を 抜き に すれ ば 、 一 人 の 戦士 と し て 尊敬 で きる 存在 …… で ある が 。 
いか ん せん 、 感 情 的 な も の を 抜き に する 、 と いう の が そもそも アキ レウス に は 不可 能 で あっ た 。 
ちな み に ヘ クト ー ル は 感情 と 戦闘 を 完全 に 分 離 で きる 。 

た と え 親 兄弟 の 敵 で あろ うと も 、 彼 は 感情 を 殺し て 戦い 抜く こと が で きる だ ろう 。 
ペン テ シ レ イア 


自分 の 名 を 絶叫 し な が ら 戦 うそ の 様 に 、 さすが に 責任 を 感じ る が 
責任 を 感じ た か ら と いっ て 、 何 が 手出し で きる 訳 で も な く 。 

や りき れ な い 想 い に 駆 られ る ば か り で あっ た 。 

イス カン ダル 

BRI? サイ ン !? 俺 の !? 

つい で に 鎧 も 欲し い !? いや まあ いい けど ! 

いや よく な いな ! 


ACTER Profile 


Comment from Illustrator 


初期 段階 第 2 段階 は うな じ か ら その 下 の 三 角地 帯 に 注目 で す よ ! そし て 金色 の 鎧 と いう 超 問題 案件 。 既に ソレ で キャ = 
ラ が 立っ て いる サー ヴァ ント 達 と いか に し て 被 ら な いか と いう と ころ か ら の スタ ー ト で し た 。 変 ・ 身 ! 超 合 金 可動 玩具 

案件 、 お 待ち し て お り ま す ? どちら も 脚 の ガー ド が ユル め な の は 、 疾 走る の に 邪魔 だ し 、 そ も そ も 当 た ら な きゃ 問題 な 

い だ ろ ? と いう 若 さ ゆえ の イキ リ で あり ます 。 だ が それ が いい 。 (TIC) 


A 


rn 


EN ste ギリ シャ 神話 ギリ シャ 
| 属性 秩序 ・ 善 179cm EXA 81k8 


Eds Eds ES Eds Ec Baa 
設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン MZA 
CV: RAB 
; 
3 
スス キル 
100: B 


RE ya ee ee 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


cn と 
LE 未 交 see 

た だ し 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の 
バ パック アッ プ が 必要 。 


修行 ・ 鍛 錬 に よっ て 培っ た 洞察 力 。 
鶴 地 に お いて 自身 の 捧 況 と 敵 の 能力 を 冷静 に 把握 し 、 そ の 場 に 残さ れ た 活路 を 導き 出す "戦闘 論理 "。 


ケイ ロー ン は 射手 座 と し て 星 に 昇華 され た こと で 、 KOM SN CEFHS SORES ASIC. 


x == ー = 


英雄 独自 の も の を 除く 、 ほ ぼ す べ て の スキ ル に B~A ラ ンク の 習熟 度 を 発揮 で きる 。 
また 、 マ スタ ー の 同意 が あれ ば 他 サ ー ヴ ァ ン ト に スキ ル を 授け る こと も 可能 。 


宝 具 


A 


アン タレ ス ・ ス ナイ プ 。 

射手 座 と な っ た ケイ ロー ン が 常に 天 の 寺 を 月 っ て いる と いう エピ ソー ド の 具現 化 。 

星 を 容 つ と いう 、 弓 兵 が 到達 で きる 究極 の 一 撃 。 

真名 を 解放 し た 時 点 で 発射 する こと が 可能 で 、 弓 か ら で は な く 、 星 か ら 放 た れる 流星 の 一 撃 。 

駿 足 で 名 高き アキ レウス で すら 、 こ の 宝 具 を 回 避 す る こと は で き な か っ た 。 

一 夜 に 一 度 し か 使用 で き な い と いう デメ リッ ト が 存在 する が 、 タ イミ ング さえ 間違え な けれ ば 標的 を 逃す こと は な い だ 
ろう 。 


= 


穏やか な 知識 人 。 
冷静 沈着 、 喜 怒 哀 楽 は ある も の の 、 教 育 者 で ある た め 、 基 本 的 に ネガ ティ ブ な 感情 を 表 に 出す こと を よし と し な い 。 


静か な 森 の よう な 気配 を 漂わ せる 、 と も 言わ れる が 、 そ れ は 彼 の 穏やか な 態度 の 表れ で あろ う 。 


彼 の 属す る ケン タウ ロス は 一 般 的 に 乱暴 な 、 理 性 な き 奮 族 の よう に 扱わ れる が ケイ ロー ン は 例外 で 、 ギ リ シ ャ 中 か ら 賢 
者 と し て 扱わ れ た 。 


明 す る と 「 根 っ か ら の 教師 |。 
それ は サー ヴァ ント に な っ て か ら も 例外 で は な い 。 


〇 マス ター へ の 態度 
基本 的 に 執事 の よう に 恭 し く 振る 舞う が 、 マ スタ ー が 未熟 で あれ ば (そし て 教え を と うな ら ば ) 、 喜ん で 導い て くれ る だ 
ろう 。 


し か し 、 自 分 が 客人 (まれ びと ) で ある こと を 自覚 し て いる ケイ ロー ン は 、 常 に 自分 が 去っ た 後 を 考慮 し つつ 、 マ スタ ー 


〇 台詞 例 

「 な る ほど 。 仮 に も これ が 柱 杯 戦争 さあ る な ら ば 、 

こう いう 可能 性 も また 有り 得 な く は な か っ た か 。 

tate 運命 と いう も の は 、 時 に 死者 で ある 我々 に まで 路 を 剥く 」 

「 い や 、 伝 えた いこ と は た だ ー つ 。 買 方 は 素晴らし い 。 

これ か ら 先 の 生 に どの よう な 苦難 が あっ た と し て も 、 

くじ けず 前 を 向い て 歩く こと が で きる 。 

中 方 は そう いう 生徒 だ と 、 私 は そう 確信 し て いま す ] 

「 我 が 星 は 、 正 し く 射 買 くべ き 場 所 を 射 買い た か 。 

…… 最 後 の 最 後 で 、 私 は よう や く サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 務め を 果たせ た よう だ ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ギリ シャ 神話 に お ける 大 賢者 。 

あら ゆる 知識 に 精通 し 、 そ の 穏やか な 性 格 と 教え 方 の 巧み さか ら ギ リ シ ャ に お いて 彼 に 教え を 受け た 英雄 は 数 知れ な い 。 
ヘラ クレ ス 、 ア キレ ウス 、 イ アソ ン 、 アス クレ ビオ ス 、 カス トー ル …… 年 代 こ そ 異 な れ ど 、 皆 ケイ ロー ン の 門下 生 で ある 。 


ケイ ロー ン は ゼウス の 父 で ある クロノ ス と 妖精 ピュ リラ ー と の 間 に 生 まれ た 子 で ある が 、 ク ロ ノ ス は 馬 に 化け た 状態 で 
彼女 と 交わ っ た た め 、 生 まれ 落ち た ケイ ロー ン も また 半 人 半 馬 の ケ ンタ ウロ ス と し て 生ま れ た 。 


ピュ リラ ー は ケイ ロー ン を 義 育 する こと な く 、 菩提 樹 に 姿 を 変え て し まっ た 。 


と も あれ 成長 し た ケイ ロー ン は 賢人 と し て あら ゆる 知恵 を 神々 か ら 授かり 、 や が て [未来 の 英雄 | を 養育 し 始め た 。 
アキ レウス の 父 ペ レウス と も 親交 が あり 、 ア キレ ウス を 育て られ な いと 悟っ た ペレ ウス は ケイ ロー ン に アキ レウス を な 預 
ける ほど に 信頼 され て いた 。 


ある 日 、 ケ ンタ ウロ ス と ヘラ クレ ス が 酒 に 酔っ た 勢い で 争い 、 そ れ を 止め よう と し た ケイ ロー ン は ヒュ ドラ の 毒 矢 を 受 
けた 。 

神 と し て 不死 性 を 獲得 し て いた ケイ ロー ン だ が 、 不死 で ちあ っ て も 毒 の 苦痛 か ら 逃 れる こと は で きず 、 地 獄 の よう な 苦し 
み を 味わい 続け た 。 


そこ で 彼 は 神 に を い 願 い 、 不 死 を 返上 し て 死ぬ こと を 選ん だ 。 
そし て 彼 の 死 を 惜しん だ 神々 に よっ て 、 射 手 座 の 星 と し て 昇華 され た と 伝え られ て いる 。 


OFateGO| に お ける 人 物 像 

通常 の 聖杯 戦争 で あっ て も 、 あ る い は 特殊 な 形式 一 一 七 騎 対 七 崎 と いう 状態 で あっ て も 、 ケ イロ ー ン は 優勝 候補 で あ 
り 、 重 要 な ポジ ショ ン を 占め る 賢人 で ある 。 

それ は カル デア で あっ て も 変わ ら ず 、 彼 に 教え を どう サー ヴァ ント は 後 を 絶た な い 。 


逆 も また 然 り で 、 ケ イロ ー ン に と っ て は 一 流 を 上 回 る 超一流 の 技術 、 知 識 の 持ち 主 が 開 歩 する カル デア は 理想 的 な 職場 


弓矢 、 徒 手 空拳 (パン フラ チオ ン ) 


か つて 素手 で 買 方 と 戦っ た よう で す 。 

勝敗 は 定か で は あり ませ ん が ……。 

どう で し ょ う 、 こ ちら で も 一 度 や っ て み ま せん か ? 

か つて の 教え 子 た ち 

お や 、 皆 さん や は り 来 て いま し た か 。 

私 の 助力 は 僅か な も の で す が 、 そ れ で も 皆 が 英雄 に な っ た こと は 大 変 に 誇らしく 、 嬉 し いも の で す 。 
と は いえ 、 ま だ まだ 教え 足り な い 部 分 も あり ます 。 

さあ 、 張 り 切っ て 学び まし ょ う ! レッ ツ 勉 ! 

諸葛 孔明 

な る ほど 。 その 教え 方 は 依り 代 と な っ た 方 の 力 で すか 。 

素晴らし い 。 よ ろ し けれ ば 、 私 も 教え て 戴け な いで し ょ うか 。 

ジー フク 

お や …… か つて 買 方 と 共闘 し た よう で すね 。 

その 際 は あま り 時 間 的 な 猫 予 が な か っ た よう で す が 、 こ ちら で は 別 で す 。 
さあ 、 じ っ くり コー ス で 学び まし ょ う 。 


CHARACTER Profile 


omment irom Illustrator“ 
先生 イン テリ マッ チョ と か 最強 すぎ で す よ 。 そ の 辺 蓄 加減 が すご く 難し くだ いぶ 試行 を 重ね た 記憶 が 。 オ リー ブ の いい 
香り が し そう な 気 が し ませ ん か ? それ と 尻尾 の 付け 根 飾り が チャ ー ム ポイ ント な の で 、 イン 画 の お し り 付 近 を ご 覧 
くだ さい 。 あっ 、 ス カー ト を めく る の は お や めく だ さい お 客 様 ! 困り ます ! ! あー。 CHECA) 
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| 性別 sit [Fate/Apocryphal な し 
| 属性 中 立 . 兰 165cm [FA 53kg (変身 時 は 190cm [EA 80ke) 


E Gade Ee ED Eds EJex 
ク フ リー ト に 変身 時 
Ene: Gea, Eds Ec Eder Ed, 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン SENSE 
CV: 花 江夏 樹 


ee 
RD PY NOD, 戦闘 行動 を 取る 際 は 魔力 が 必要 だ が 、 そ れ 以 外 の 一 切 に お いて 、 通 常 の 人 間 と 変わ ら ぬ 年 月 
を 生き る こと が で きる 。 


アイ ン ツ ベル ン の 技術 を 流用 し て ムジ ー ク 家 に よっ て 鋳造 され た ホム ンク ルス 。 
偶 伏 で ある が 、 個 性 と 優れ た 府 術 の 腕 を も っ て 生み 出さ れ た 。 


シュ タイ ン の 宝 具 電 流 が 体内 に 流 


と に よっ て 作成 さ 


英雄 ジー ク フ リ ー ト の 心臓 を 受け 取り 、 フ ラン ケン 
の 疑似 英雄 。 
わずか な 時 間 で ある が 、 竜 告 令 呪 と の 組み 合わ せ に よっ て 英雄 一 一 - サ ー ヴ ァ ン ト と し て 活動 で きる 。 


魔術 :C 

魔術 回 路 か ら 鋳造 され た ホム ンク ルス が 持つ 、 天性 の 才能 。 

対象 の 構造 を 理解 し 、 全 く 逆 の 組成 を ぶつ ける こと で 如何 な る 堅固 な 物質 も 破壊 する 術 式 を 使用 する 。 
た だ し 、 ジ ー ク は それ 以外 の 魔術 は 一 切 使用 で き な い 。 


自身 が 所 有する 令 呪 を 使用 する こと に より 、 一 時 的 に で ある が 組み 込ま れ た ジー ク フ リ ー ト の 心臓 を 使用 し て 、 ジ ー ク 
フリ ー ト に 変身 する こと が で きる 。 
ホム ンク ルス で ある ジー ク 以 外 に 保有 不可 能 な 超 特 殊 ス キル 。 


アル 


アカ フィ ロー ガ ・ ア ル グ ブリー ズ 。 

音 種 "ファ ヴ ニ ー ル "へ の 一 時 的 な 形態 変化 を も た ら す 宝 具 。 

強力 な 竜 の 息 (ドラ ゴン プレス) を 放射 する こと に よっ て 、 慕 大 な ダメ ー ジ を 与え る 。 

基本 的 に ブレ ス を 吐き 終え れ ば 元 に 戻る が 、 短 時 間 で あれ ば 竜 の 姿 を 取っ て の 飛行 な ども 可能 。 
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生誕 (製造 ) 方 法 故に 、 赤子 の よう に 無垢 な 感情 し か 与え られ て いな か っ た が 、 ホ ムン クル ス と し て 生ま れつ き 授 けら れ 
た 豊富 な 知識 を 元 に 、 ど うに か ーー つの 生物 と し て の 形 を 成 し た 。 


生物 の 主 目的 の 一 つ で ある 「 生 き 延び る こと 」 を 動機 と し た 彼 は 、 様 々 な 出来 事 に 甘 遇 する 内 に 人 間 ら し さ を 獲 得する 。 
それ は ある 意味 、 高 次 の 生命 体 だ っ た 存在 が 、 低 次 元 に 堕ち る よう な 試み で も あっ た 。 
や が て 彼 は 、 と ある 聖女 の 死に よっ て 生物 に と っ て 不要 な 怒り を 抱き 、 決 戦 に 挑む こと に な る 。 


現状 の 彼 は 最終 段階 に 近い 状態 で コビー され た も の で あり 、 そ れ な り に 感情 を 表 に 出し 、 好 奇 心 吐 盛 な と ころ も 垣間見 
せる 。 


〇 マス ター へ の 態度 

一 般 的 な マス ター に 仕え る 、 あ る い は 召喚 され る こと が まず な い の で 、 基 本 的 に 彼 の マス ター に 対す る 態度 は 、 そ の ま 
ま 主 人 公 へ の 態度 と 考え て 問題 な い 。 

人 理 を 守る た め に 戦う マス ター を 尊敬 し 、 彼 / 彼 女 の た め に 命 葵 け で 戦う だ ろう 。 

元 よ り 、 す べ て が 終わ れ ば 消え る 運命 に ある 彼 は 、 自 身 の 消 滅 に いさ さか の 競 緒 いも な い 。 


ICH 
$ LS 


台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト …… ジ ー ク 。 申し訳 な い 、 た だ の ホム ンク ルス だ 。 

戦力 と し て は 期待 で き な い と 思う が 、 登 録 され た 宝 具 な ら ど うに か 戦え そう だ 。 存 分 に 使っ て くれ 。」 
[転身 開始 。 彼方 へ の 巡礼 を 。 

我が身 は 天 の 杯 (て ん の さか ず き ) BIA THB, BBS. 

万 物 融 解 …… ア カフ ィ ロ ー ガ ・ ア ル グ ブリ ー ズ 中 

「……… マ スタ ー。 その 、 俺 と 友達 に は な っ て くれ る と 嬉し い 。 

こう いう 誘い 方 を する も の な の か どう か は 分 か ら な い が 

いや 、 や っ ぱり 忘れ て くれ 。 

照れ 臭い ] 


〇 [FateGO| に お ける 人 物 像 

届か ぬ 星 に 向かっ て 、 歯 を 食い 縛り な が ら 手 を 伸ばし た 者 が いた と し た ら 。 
彼 は その 星 を 撃ち 落と し た 側 で ある 。 

た だ の ホム ンク ルス で あり 、 た だ の 人 間 。 


CHARACTER Profile 


元々 ムジ ー ク 家 の ホ ムン クル スー 一 一 魔力 供給 用 と し て 鋳造 され た 彼 は 、 ア ヴィ ケ ブ ロ ン に より 宝 具 の 炉心 候補 に 選ば 
れ た が 、 そ の 事実 に 恐怖 し て 逃亡 。 


訂 奈 曲 折 を 経て 、 ジ ー ク と 名 乗っ た ホム ンク ルス は 万 能 の 願望 器 で ある 聖杯 を 手 に 入れ 、 フ ァ ヴ ニー ル の 姿 で 裏 の 世界 
へ と 飛び 立つ 。 


SER 今 、 カルデア に 召喚 され た ジー ク は そこ か ら 分 か た れ た 端末 で ある 。 
本 体 と ほぼ 同じ 思考 、 性 能 を 有 し て いる が 、 蓄積 され て いく 経験 だ け は 別物 。 


と は 言え 、 そ れ も 人 理 が 揺らい で いる 環境 で の み 許 され た 生命 。 
遠く 分 か た れ た 本 体 と 違う 人 生 を 送る こと に 意義 を 見 出し つつ 、 い つか 彼 は 夢見 る よう 


〇 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルフ 

な る ほど 。 ルーラ ー が いる の は 当然 の 道理 だ 。 
彼女 も 自分 の こと を 覚え て いる 訳 で も な い だ ろう か ら 、 肖 開 に 声 を 掛け る 訳 に ちい か な いな 。 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オル タ ) 

あの ルー ラー に 別 側面 …? 

信じ 難い が 、 こ の 状況 で は 色々 と ある の だ ろう 。 

それ に 外側 は 別物 だ が 、 芯 に ある 生 真 面目 さ は 、 や は り ル ー ラ ー っ ぽい 気 が す る 。 

いや 、 ク ラス は アヴェ ンジ ャ ー な の だ が 。 

聖杯 大 戦 参加 サー ヴァ ント 

や は り 皆 、 立 派 な 英雄 な の だ な 。 

僅か と は いえ 、 戦 うこ と が で きた 自分 が 誇らしい 。 ( 
アス トル フォ 

ライ ダー は どこ で も ライ ダー だ な 。 

うん 、 そ れ が 嬉し い 。 

俺 に と っ て 一 生 に 一 度 の 幸運 は 、 ラ イダ ー に と っ て いつ で も 与え られ る も の 。 
いつ か また 、 同じ こと が あっ て も 一 一 一 

きっ と 助け て くれ る と いう 、 心 強 さ が あ る 。 


シト ナイ : 
つま り 君 は ホム ンク ルス で あり 、 シ トナ イ で あり 、 フ レイ ヤ で あり 、 ロ ウ ヒ な の か 。 テ 
な る ほど 、 や や こし いな 。 Sy 
HE 俺 も 大 概 だ と ? Ed 


俺 は ホム ンク ルス で あり 、 ジ ー ク フリ ー ト の 力 を 一 時 借り 受け られ 、 フ ァ ヴ ニー ル に 変身 で き 、 ove, al 
元 マ スタ ー の 分 体 と いう くら い だ ぞ ? 


ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (水着) 

( 我 が 目 を うた が い 、 こ すっ て る ) 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オル タ )〕 (水着 ) 
BAT), 三 九 流 ……。 

GREIF ICBC) 
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を 


Bee 
Me A 
TAS \ 
Oy By 
アス トル フォ か ら 


譲り 受け た 剣 で 
全く 同じ も の で す 


Comment from Illustrator 


彼 は も う ア ポ フ リフ ァ で 完成 し て いた の で 、 取 り 立て て FG 〇 だ か ら と 語る べき ネタ は な いん だ 、 す まな い …… と 記憶 の 
スク ラッ プ マ ウン テン を 掘り 出し て いた ら あ っ た よ ! うっ か り 配 布 キ ャ ラ っ て 認識 し て な く て 、 めっちゃ 第 3 段階 まで デ 
ザイ ン ラ フ 切 っ た わ ! カッ コ よ か っ た ん で す よ | 確か に 天使 みた い に 笑 っ て ! ! ! と も あれ 、 プ レイ し て いれ ば 手 に 入る 
キャ ラ と いう の は それ は それ で 善い も の で すね 。 ガ チャ は 悪い 文 め …… (記述 は ここ で 途切れ て いる ) (GZ) 


沖田 総司 (オル タダ] 
q 
1752 715-123 Eee »eeo Eee 


ceca! EE 日 本 
Er: rm EA 163m EFI 518 


Eds Ec Gea, Be Ec Ea 


と ン 内 


設定 作成: 経験 値 / キ ャ ラク ター デザ イ 


AAA N... MO sie ci 
抑止 の 守護 者 と し て 単独 で の 行動 が 可能 。 MBN CBRAH. PTE. DL< is STORE 


目的 と し て 調整 され た た め 高 ラン ク 。 


a 
O AO 
本 来 の 沖田 と は 異な り 、 超 油 の 者 と の 戦い を 正定 され て いる た め セ イ パ ー ク ラス 相当 の 対 放 力 を 保持 する 。 ちな み に 病 
BERWENTLS. TSU? そん な 事 い われ て も だ な 


CHARACTER Profile 


戦い の 道行 き を 照ら す 不 断 の 光 。 それ は あの 日 の 記憶 の 証 \ 
—N 


具 


aS 


Hl 


ぜ っ け ん な きゅう さん だ ん 


絶 生 ・ 無 容 三 段 


ぜ っ け ん ・ む きゅう さん だ ん 。 

無量 、 無 過 、 無 辺 、 三 光束 ね て 無 容 と 成す 。 

光り 輝く 黒光 を 放つ 魔神 ・ 沖 田 総 司 必殺 の 魔 刻 。 

本 来 、 存 在 し えな いも の 、 し て は いけ な いも の すら 強制 的 に 世界 か ら 退 去 、 消 滅 さ せる こと が 可能 。 
特殊 な 大 太刀 [IRSA] を 使用 し て 放つ 。 


大 太刀 の 銘 REA は 勝手 に つけ られ た も の で 本 来 は 無銘 の 謎 兵 装 。 ど うい うわ け か 自律 意思 の よう な も の が ある らし く 、 
使用 者 の 気分 に 合わ せ て 性 能 が か な り 変動 する 。 調子 が いい 時 は 刀身 の 中 央 が 赤く 輝く 。『 灯 狭 」 と いう 銘 は それ な り に 


気に入っ て いる 模様 。 
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た だ 一 度 の 輝き の た め に 調整 され た 決戦 英霊 。 
別名 [魔神 ・ 沖 田 総司 オル ダナ ティ ブ ]。 


沖田 総司 の 別 側面 で あり 、 抑 止 力 の 行使 の た め に 霊 基 を 改変 、 調 整 され た 極め て 特殊 な 英吉 。 
た だ 一 度 きり の 顕現 を 目的 と し て 調整 され た た め 、 基 本 骨子 以外 は 、 元 と な る 沖田 の 霊 基 と は 別物 と ちい える レベ ル に 
変質 し て いる 。 沖田 の 適性 クラ ス で ある セイ パー で は な く ア ルター エゴ で の 召喚 も その た め 。 


若く し て この 世 を 去っ た 沖田 総司 が 到達 し えた か も し れ な い 可 能 性 の 末路 。 


〇 マス ター へ の 態度 

本 来 マス ター を 得る こと な ど 無 く 、 一 度 き り の 抑止 の 発現 と し て 消滅 する は ず だ っ た 自分 を 世界 に つなぎ と め て くれ た 
存在 と も いえ る た め 大 変 懐い て いる 。 

それ が 「 ど うい う 事 ] で ある の か を 本 人 が 分 か っ て いる の か どう か は 不明 。 


「 我 は 魔 を 裂き 、 神 を 究 つ 、 人 の 祈り を 束ね し も の 一 一 一 

[ 塵 利 を 容 つ 無辺 の 光 を も っ て 天命 を 断つ ……、 絶 猛 ! MER 
「 お で ん は 好き だ 。 特に ちく わび は 美味 し い 、 美 味 し み ] 

「 ま じん さん 大 勝利 一 、 だ な ] 

「 ま じん さん ビー ム !」 


[ーー あり が と う ] 


BE CHARACTER Profile 
ーー 


総司 か ら 分 か た れ た 別 存 在 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

沖田 総司 が 幼少 時 に 生死 の 境 を さま よっ た 際 に 、 沖 田 の 姉 が 神仏 に 祈り 「 た だ 一 度 、 世界 に その 身 を 召し 上 げ る ] COW 
定 を 結ん だ こと に より 霊 基 を 得る こと と な っ た 存在 。 

た だ 一 度 の 顕現 で 目標 を 獲 減 、 も し く は 道連れ を 目的 と し て 調整 され た た め 、 戦 闘 に 不要 な 人 間 的 な 感情 は 希薄 。 その 
た めか 子供 の よう な 反応 を 見 せ する こと も し ば し ば 。 


基本 的 な 戦闘 スタ イル は 沖田 を ベー ス と し て いる が 、 超 常 の 者 と の 戦闘 も 想定 し た 高い ラン ク の 対 魔力 、 残 滅 目 的 の 広 
範囲 攻撃 な ど 独 自 の 戦闘 スタ イル を 持つ 。 
ノリ で 剣 を 投げ た り も する が [KB] が 怒る の で 反省 し て いる 。 だ が つい 投げ て し まう 。 ビ ー ム が 出せ る 沖田 総司 。 


た だ 一 度 の 顕現 の た め だ け に 生ま れ た は ず の 私 が 、 ど うい うわ け か 永遠 と も 思え る 長い 時 を 生き 、 こ うし て 無 容 の 空 の 
下 で 今 も 立ち 続け こい る 。 も は や 記憶 も 霊 基 も 摩耗 し あの 人 の 顔 すら 騰 げ だ が 、 あ の 時 、 あ の 場所 、 あ の 気持 ち お だ け は 
今 も 私 の 心 に 暖か く 灯 り 続け て いる 。 


沖田 総司 

オリ ジ ナ ル の 自分 で は ある が 、 あ まり に も 存在 が か け 離 れ て し まっ て いる た め に ほぼ 別人 と し て の 霊 基 。 
織田 信長 

甘い お 菓子 を よく くれ る の と 、 灯 獄 の 名 付け 親 な の で それ な り に 感謝 し て いる 。 

RE 

何 か に つけ て 面倒 を 見 て くれ る の で 、 親 の よう に 懐い て いる 。 な ぜ 、 様 付け な の か は 本 人 も よく 分 か っ て いな い が 気 に 
し な い 。 

土方 歳三 

実際 の と ころ 土方 の こと は よく 覚え て は いな い の だ が 、 優 し い 奴 と いう の は 認識 し て いる 。 ひじ み 。 
坂本 龍馬 

同業 者 と いっ て も いい か も し れ な い が 、 勤務 形態 は か な り 異な る らし い 。 

岡田 以蔵 

わし に か まう な オー ラ と か を 察 せ すず に ず け ず け と 話し か けた りす る が 、 意外と 相性 は 悪く な い 。 

長尾 景虎 

二 人 で 会 話し て いる よう で し て いな いよ うな 不思議 な 光景 を よく 見 か ける 。 

森長 可 

朝 ご は ん 前 に 一 緒 に カブ ト 虫 を 取り に 行っ た りす る 。 DER) を 取り に 行っ た り も する 。 


ER | 
FH BIER 


。* 


| マフ ラー の 柄 | 
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nt from Illustrator 


こん な 天然 キャ ラ だ っ た と は … 
第 一 段階 は 、 ガ @ ダ ム MK-2 的 な 黒い 沖 


。 第 一 段階 は 、 五 千 郭 を 戦っ た if の 沖田 。 第 三 段 階 は 、 抑 止 の 守護 者 と し て 


の 決戦 仕様 と いう コン セプト で す 。 身の丈 を 超え る よう な 長刀 RER (SHS CABICT 4 LITO THWNET 


(武内 崇 ) 
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岡田 以蔵 


| クラス 79 EEG 
Eds: EN ss 日 本 
a+ 174cm [EEA 65ke 


Edc EU Es Gale EI: Ele 


設定 作成 : 経 験 値 / キ ャ ラフ ター デザ イ ck 
CV: 吉 野 裕行 


主 な 登場 作品 : コ ハエ ー ス GO、 Fate/Grand Order / 


クラ スス キル 
自身 の 気配 を 消す スキ ル 。 発動 すれ ば 、 サ ー ヴ ァ ン ト で あっ て も 感知 は ほぼ 不可 能 と な る 。 た だ し 、 攻 撃 時 に は 
大 幅 に 薄れ て し まう 


保有 スキ ル 


人 斬り :A 
刀 で 人 を 斬る こと に 特 化し た 剣術 スキ ル 。 
勝つ こと の み を 目的 と し た 実践 的 な 剣術 で あり 、 求 道 者 的 な 精神 性 と は 無縁 の も の で ある 。 
それ 故 、 強 く 、 脆 い N 


も 一 =; 


代 の 以蔵 の 剣 を 評 し た 言 
数 々 の 流派 を 以蔵 で ある が 、 ど この 道場 で も まじ め に 修行 を せ ず 中 途 で 道場 を 出 た た め 、 免 許 皆伝 まで は 至っ て 
いな い 。 

以蔵 の 目 に は あら ゆる 流派 、 あ ら ゆ る 道場 の 剣士 が 格下 に 映り 、 事 実 そう で あっ た 


心眼 (43) : C 
直感 ・ 第 六 感 に よる 危険 回 避 。 虫 の 知ら せ と も 言わ れる 、 天性 の 才能 に よる 危険 予知 。 視覚 妨害 
併せ 持つ 。 


に よる 補正 へ の 耐性 も 
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まっ けん 


始末 刻 


し まつ けん 。 

人 斬り 以蔵 、 外 道 の 剣 。 一 度 見 た 剣 技 を その まま 己 の 剣 技 と し て 再現 する こと が で きる 宝 具 。 

召喚 時 は 生前 記憶 し た 剣 技 ま で だ が 、 召 喚 後 も 新た な 剣 技 を 見 る こと に よっ て 更 な る 強化 を 図る こと が 可能 。 

た だ し 再現 可能 な 剣 技 に は 制限 が あり 、 対 人 の も の で ある 事 、 ま た 宝 具 の 特性 に 依存 し た も の は 再現 不可 能 と な っ て い 


1 お まん / お ん し お まん ら / お ん し ら 


〇 性 格 
人 斬り 以蔵 。 暗い 目 つき の 20 代 半ば の 青年 。 酒 と 博打 に 目 が な く 、 粗 野 で 短絡 的 な 性 格 。 
その 剣 寺 ゆえ に 人 を 見 下 し 、 軽 ん じ ら れ る の を 激しく 嫌う 。 


頭 を 使う 事 が 苦手 で 判断 を 他人 に 依存 する 節 が あり 、 一 度 入れ 込ん だ 相手 に は 盲目 的 に 従う 傾向 に ある 。 


本 来 は 素朴 で 義 合 心 に 厚い 性 格 だ が 、 い いよ うに 使わ れ た あげ く 捨 て られ た た め 捨 くれ まく っ て いる 。 
龍馬 の こと を 激しく 憎ん で いる が それ も 在り し 日 の 友情 の 裏返し の よう な 節 が ある 。 


付き 合う と 意外 と 気 の い い 奴 と いう 感じ な の だ が 、 粗 暴 で 頭 が よく な いせ いか 、 ど こま で も 人 に いい よう に 使わ れ て し 
まう タイ プ 。 
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〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

あら ゆる 諸 法 を 見 た だ け で 模 位 で きる と いう 規格 外 の 計 寺 の 持ち 主 、 岡田 以蔵 。 

その 恐ろし いま で の 天 東 は 以蔵 を 希代 の 人 斬り と し て 幕末 の 世に 放つ こと と な っ た 。 

天 恋 の 名 人 と 主 わ れ 、 数 々 の 暗殺 事件 に 関わ っ た 日 本 史上 有数 の アサ シン と いえ る 以蔵 だ が 、 そ れ ゆ え 剣 士 と し て 大 成 
する こと は な か っ た 。 


幕末 と は 日 本 史上 「 刀 で 人 を 斬る ] と いう 行為 が 最も 行わ れ た と も いえ る 時 代 で あり 、 そ の 時 代 を 代表 する 「 人 斬り 」 で 
ある 以蔵 の 剣 技 は アサ シン で あり な が ら セ イ バ ー ク ラス に 匹敵 する ほど の も の 。 

[(ERUBERSZEEDMLU) と 評 され た 剣 の 腕 は 正真正銘 の 天才 で ある が 、 才能 に か まけ て それ を 磨く こと は し な か っ 
た 。 

剣豪 と いう より は 文字 通り の 人 斬り で あり 、 勝 つた め な ら 卑 劣 な 行い も 原 わ な い タ イプ 


時 代 の 流れ か は た また 運命 か 、 惜 し いか な 、 希 代 の 剣 の 天才 は 、 天 才 で ある が ゆえ に その 才 を 磨き 、 開 か せる こと が 財 
わな か っ た 。 


生前 の 龍馬 と は 親友 と も いえ る 間柄 で あり 、 龍 馬 の 依頼 で 護衛 の 仕事 を する こと な ども あっ た 。 だ が 時 代 の 流れ は や が 
て 二 人 を 決定 的 に 分 か つこ と と な る 。 


ぐだ ぐだ 都 聖杯 奇 還 で の 龍馬 と の 共闘 は 、 彼 の 人 生 に お いて 本 来 あり 得 な い 出 来 事 で あっ た が 、 そ れ 故 に 己 の 剣 を 始 
る えた 時 だ っ た の か も し れ な い 。 


〇 好き な も の 


酒 、 女 、 博 打 。 


〇 嫌い な も の 
LA j。 TIPO. 自分 を 軽 ん じ る や つ 。 


〇 マス ター へ の 態度 

マス ター に は わり と 気 安い 。 

護衛 対象 は し っ か り 守 る 、 目 的 の た め に は 手段 を 選ば な いな ど 、 妙 に 仕事 熱心 ホ と ころ も あり 、 意外 と 付き 合い や すい 
アサ ジジ 


台詞 例 

「 な ん じゃ と ? PHS 
[その 剣 、…… 覚 えた ぞ ] 

「 お 初 に お 目 に か か り ま す 。 じ ゃ あ 、… 死 ね ] 
(RRL 

[な ん じゃ ああ ああ ああ ああ !?!2] 


+2 勘違い す な 、 わ し の クラ ス は 『 人 斬り 」 じゃ 」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
江戸 時 代 未 期 の 土佐 藩 卿 土 、 岡 田 以蔵 。 BPR. PAS 
る 土佐 の 人 斬り 。 


武市 瑞 山 に 師事 し 、 武 市 の 江戸 行き な ど に も 随行 、 小野 派 一 刀 流 、 鏡 心 明智 流 、 直 指 流 剣術 な ど 様々 な 剣術 を 学ぶ が 。 
その 後 、 武 市 の 結成 し た 土佐 勤王 党 に 加わ り 、 武 市 ら と 共に 京 ヘ 上 る 。 


王政 復古 運動 に 尽力 する 土佐 勤王 党 に お いて は 、 瑞 対す る 勢力 の 者 た ち へ の 天 旋 と 称し た 集団 制 哉 を 行い 、 そ の 所 業 か 
ら 後世 [人 斬り 以蔵 ] と 称 され 恐れ られ た 。 

当初 は 武市 と も 良好 な 関係 を 築い て いた が 、 元 来 の 粗暴 さや 短 慮 さか ら 貴 ま れる よう に な り 、 土 佐 勤王 党 内 で も 居場所 
を 失い 始め る 。 


後に 出 許し て 江戸 へ 向かい 、 高 杉 普 作 の 下 で 居候 を し て いた 。 高杉 が 消 命 で 京 へ 赴く の に 合わ せ 以 蔵 も 京 へ 戻る が 、 そ 
の 頃 に は 酒 や 女 に 湧 れ て 借金 を 繰り 返す よう に な り 周 り の 者 か ら も 見 放さ れ て いく 。 

一 時 期 、 坂 本 龍馬 の 紹介 で 勝海 応 の 護衛 な ども 務め た が 長続き は せ ず 、 や が て は 無宿 者 と な る ほど 身 を 持ち 月 し た 。 
その 後 の 政 変 で 土佐 勤王 党 の 勢力 が 衰え る と 、 無宿 者 と な っ て いた 以蔵 は 捕らえ られ 土佐 へ と 搬送 され る 。 


土佐 で の 取り 調べ で は 吉田 東洋 暗殺 や 京 で の 一 連 の 暗殺 事件 な ど に 関し て 数 々 の 自白 を し 、 そ れ に よっ て 新た に 逮捕 さ 
れる 者 た ち が 続出 。 


TAPS. 享年 28 歳 。 


[86% 尽く す 心 は KO} 


消え に し 後 ぞ 澄み 渡る 空 ] 


通常 武器 


同郷 の 親友 で は あっ た が 、 自 分 を 裏切っ た と 思い 込ん で お り 、 龍 馬 を 激しく 憎ん で いる 。 
お 竜 さ ん 

よく 殴ら れる の で 気に入ら な い 。 と は いえ お 互い 引け 目 も な く 平 気 で や り 合え る 妙 な 仲 。 
沖田 総司 

いけ 好 か な い の で 嫌い 。 侯 の 腕 は 自分 の 方 が 上 と 自負 し て いる 。 

土方 歳三 

いけ 好 か な い の で 嫌い 、 そ の 2。 ま し て や 生前 、 新 選 組 に 追わ れ た 事 も ある た め 、 印 象 は 最悪 。 
SEX 

いずれ 痛い 目 を 見 せ て や ろう と 思っ て いる が 、 な か な か 手 が 出せ て いな い 。 

沖田 オル タ 

酒 の つま み の お で ん を よく つま み 食 いさ れ て いる 。 

長尾 景虎 

な ん か 怖い の で あま り 近 づか な い 。 と いう か あり ゃ あ 、 人 か ? 

武市 瑞 山 

土佐 勤王 党 を 率い た 擦 夷 派 の 志士 。 以蔵 の 人 生 に 大 き な 影 響 を 与え た 人 物 。 


同志 か ら 以蔵 を 毒殺 する と いう 計画 まで 浮上 し た が 、 実行 に 移さ れる こと は な か っ た 。 慶 応元 年 、 関 5 月 11 日 に 打ち 首 、 
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CHARACTER Profile 


GN) Ht uitxX- ジ る An 小 太刀 A 


APACE THERE 


N 


OGG 
44444 


MARA dd da, 


we 


kzzz77 
ARAL 


第 三 段 階 


I 


で 


nt from Illustrator 


FGOMROFT U4 Y BEC UUCIE< ICRU CRORE UTERO DNI ADE ADA AK DEREN 

LOD, SHRRBENEN CH A-VEKE<SBARWEWS TEC. 当初 第 1 段階 は 、 軍 帽 に イン バネ スコ ー 

ト と いう 装い を 考え て いま し た が 、 経験 値 先生 に ご 相談 し つつ FG 〇 ナイ ズ し て ゆき 、 顔 を 隠す た め の 冬 巻 を 身 に 着け > 
た 暗殺 者 の 姿 に は り ま し た 。 (で も 原作 デザ イン も や っ ぱり 好き な の で 、 い つか 出せ る 機会 が め る と 良い で すね ) 以降 は 6 
自由 に どう ぞ ! と の こと で し た の で 、 第 2 段階 は 京都 を 震 域 させ た 人 斬り モー ド 、 第 3 段階 は 全盛 期 の 以蔵 さん ( 勝 先生 

護衛 時 な ど ) を イメ ー ジ し まし た 。 ま た 以蔵 さん に 関す る 参考 資料 を あれ これ 見 て いる うち に 、 例 えば 二天 様 (宮本 武 

蔵 ) に 憧れ て いた 気持 な は どか ら た だ の 乱暴 者 で は な い 一 面 を 感じ まし た 。 こ れ ら の 要素 も 各 段 階 に 取り 入れ 、 最 終 的 な 

デザ イン と な り ま し た 。(lack) 
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Els: Ed 
| 属性 Enz | | 身長 75cm 5 23 


CV: 加瀬 康之 (RAN), WIER (BECK) 


ーー  o - 一 


主 な 登場 作品 : コ ハエ ー ス GO, Fate/Grand Order 5 


BRE NS ROBIE RADO ERARIO DUAL. 
意 種 一 歩 手前 の 幻想 種 も どき へ の 騎乗 を 可能 と する 。 


mp SE eS oa = 


対 魔力 :C 
二 委 以下 の 詠唱 に よる 魔術 を 無効 化 する 。 大 魔術 、 島 宮寺 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 


oY arin 
船 中 八 策 :A 


坂本 態 馬 が 起草 し た と され る 新た な 国 の 形 を 示す 八 つの 策 。 当時 と し て は 画 期 的 か つ 近 代 的 な 条文 が 記さ れ て いる 。 
難 な 状況 下 に お いて も より よい 未来 へ と 向かう 希望 の 道筋 志す スキ ル 。 に っ 


Er = 


維新 の 英雄 : A 
幕末 と いう 動乱 の 時 代 を 駆け 抜け 、 明 治 維新 と いう 史上 稀 に みる 一 大 改革 に 貢献 し た 静馬 に 与え られ た 特別 な スキ ル 。 


om =) 
ll =) 


EN ZIG. 
龍馬 の それ は 時 に 対立 する イデ オロ ギー を 持つ 集団 に 手 を 取ら せる ほど の 強力 な も の 。 


CHARACTER Profile 


| 属性 2s 173cm (人 型 形態 時 ) EEE 57kg (人 型 形態 時 ) 


保有 スキ ル 


と て も 固い お 竜 さ ん の スキ ル 。 
刀 も 通さ ぬ 柔 肌 。 | きず る ほど 長い 髪の毛 も 固 す ぎ て 逆 に 地面 を 削り 取る レベ ル 。 


RE 


天 駆け る 竜 が 如く 


あま か ける りゅう が ご と く 。 

通常 は 「 お 竜 ] の 名 を 持つ 黒髪 の 女性 の 姿 を し て いる が 、 真名 解放 に よっ て 巨大 な 竜 に 変貌 する 自律 系 人 型 宝 具 。 
通常 時 の 人 型 形態 で も サー ヴァ ント と 互角 に 渡り 合う ほど の 怪力 と 戦闘 力 を 有 し 、 身 に 纏う [神秘 ] は 通常 の 攻撃 で は 傷 
すら つけ られ な い ほ どの 桁 違い の 防御 力 を 誇る 。 真 名 解放 時 は まさ に 古 の 竜 の 如き 威容 を 現し 、 圧 倒 的 な まで の 力 を 揮 
う 。 

ラン ク の EX は 判断 不能 と いう 意味 で の も の 。 


龍馬 の 傍ら に 付き 従う 黒 右 の 女性 、 お 意 。 

と ある 山 に 封 EJ さ れ て いた と ころ を 助け こも ら っ た と き に 龍馬 に 一 目 ば れ し 、 恩 返し を 口実 に 龍馬 の 元 に 押し か け 女 房 
し た 。 厳密 に は 竜 で は な く 、 野 や 大 蛇 と いつ た 物 の 怪 の 類 い に 近 い 竜 未満 の 存在 。 

幕末 の 彼 の 偉業 の 陰 に は 彼女 の 助け が 少な か ら ず あっ た の か も し れ な い 。 な か っ た か も し れ な い 。 

ちな み に 龍 馬 の 最期 の 時 は 運 悪く 傍 を 離れ て いた た め 助 ける こと が か な わな か っ た 。 

悲し み に く れ た 彼女 は 人 知れ ず 海 の 底 に 消え 、 竜 と な っ て 天 に 昇る こと も な か っ た 。 


ES Y = = ご =, 


国人 称 (龍馬 ) 
僕 / わ し (土佐 弁 モ ー ド 時 ) 君 / お まん (土佐 弁 モ ー ド 時 ) 
奴ら / お まん ら (土佐 弁 モ ー ド 時 ) 


国人 称 (お 竜 さん ) 
お 竜 さん Bu 35/00 FORT BE お 前 ら /OO (呼び 捨て ) 


維新 の 英雄 、 坂 本 龍馬 。 調 々 と し た 20 代 半ば の 青年 。 北辰 一 刀 流 の 達人 で ある が 、 本 人 は 争い ご と を 好ま な い 根 っ か ら 
の お 人 好 し 。 

開催 地 が 日 本 で ある 聖杯 戦争 に お いて な ら ば 、 知 名 度 的 に は 織田 信長 に 区 敵 する 英霊 で あり 、 特 異な タイ プ の 騎乗 宝 具 
を 有する 強力 な サー ヴァ ント 。 

真名 を 隠す た め に 普段 は 流 坦 な 標準 語 で 喋る が 、 た ま に 土 佐 託 り が 出 て し まう こと が ある 。 


周り の 親しい 人 た ちの た め に 春 走 し て いた らい つの 間 に や ら 歴 史 に 名 を 残す こと に な っ て し まっ た 。 


人 に 好 か れ や すく 誤解 され や すい と いう 難儀 な 性 格 。 本 人 が 評 々 と し て いる た め 本 心 が 見 えな い の も それ を 助長 し て い 
る 。 
その た め 、 味 方 も 多く 、 敵 も 多い 生涯 で あっ た 。 


相方 の お 和 竜 さ ん は 史実 の あの 方 で は な く 、 と ある 山 に 封印 状態 で 縫い 付け られ て いた まつ ろ わ ぬ 何 か 。 
龍馬 が 若気 の 至り で 封 EH の 鮭 を 抜い て し まい 解放 され た 。 


〇 好き な も の 
MORIA. FABRE \ の で 食べ な いよ うに し て いる 。 外 国 船 、 旅 行 、 新 し いも の 。 


〇 嫌い な も の 
生ま れ や 育ち で 人 を 差別 する 人 間 。 死に た が り 。 


〇 マス ター へ の 態度 
マス ター に 限ら ず 誰 と で も 友人 の よう な 間柄 で あり た いと 望む 。 


龍馬 「 天 逆 魚 に 忌 わ れ し 、 国 津 の 大 蛇 、…… 我 成す 事 は 我 の みぞ 知る 。 一 一 天翔 ける 竜 が 如く 


3814555555555] 

龍馬 「 僕 が 出 て いく と き は 基本 手遅れ な ん だ よね 。 ま 、 そ れ で も し な いよ り は まし っ て も ん さ ] 
お 竜 「 リ ョ ー マ は 抜け こる と ころ が ある か ら 、 お 竜 さ ん が し っ か り 面 倒 見 て や ら な いと だ ぞ ] 
お 竜 「 へ い へ い 、 ビ ビ っ て ん の か よー い 」 

龍馬 「 い や いや 、 煽 ら な いで ね ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
江戸 時 代 未 期 の 土佐 落 郷 土 、 坂 本 龍馬 。 薩長 同盟 の 立役者 で あり 、 海 援 隊 の 設立 、 大 政 奉還 の 成立 に 尽力 し 明治 維新 に 
大 きく 貢献 し た 志士 の 一 人 。 


幼少 時 は 落ち こぼれ な ど と も 言わ れ 、 出 来 の 悪さ で 塾 を 退 塾 べ せ られ る な ども あっ た よう だ が 、 侯 術 修行 を 始め て か ら 
めき めき と 腕 を 上 げ る 。 

その 後 、 剣 術 修 行 の た め 江戸 へ 遊学 し 、 千 葉 道場 に 入門 、 北 辰 一 刀 流 を 修め た 。 こ の 時 期 、 浦 賀 沖 に 来航 し た ペリ ー 提 
督 率い る 米 秀 隊 の 黒船 8 見 た こと が の ちの 人 生 に お いて 大 き な 意 味 を 持つ こと と な る 。 


土佐 に 帰郷 後 は 武市 瑞 山 が 結成 し た 土佐 勤王 党 に 加盟 。 し か し 、 そ の 後 土佐 を 脱藩 、 江 戸 に て 千葉 道場 に 寄宿 。 や が て 
勝海 月 と 出会い 、 弟 子 入り 。 こ の 出会い が の ち に 日 本 の 歴史 を 大 きく 動か し て いく こと と な る 。 


勝海 用 の 取り 成 し で 脱藩 の 罪 は 赦免 され 、 勝 海 朋 が 進め て いた 海軍 操練 所 設立 の た め 許 走 。 設立 後 は 海軍 塾 塾 頭 を 務め 
る 。 

この 時 期 、 土 佐 で は 時 勢 の 変化 か ら 土佐 勤王 党 へ の 弾圧 が 始ま り 、 友 人 の 武市 や 以蔵 に も 暗い 影 が 差し 始め て いた 。 AE 
馬 に も 帰国 命令 が 出る が 、 無 視 を し 再度 脱藩 


池田 屋 事件 、 禁 門 の 変 な どの 事件 を 経て 、 万 応元 年 に 近代 的 な 株 式 会 社 に 似 た 性 格 を 持つ 組織 、 奏 山 社 中 、 の ちの 泡 援 
隊 を 設立 。 
武器 弾薬 な どの 取引 を 通じ て 、 当 時 犬猿 の 仲 で あっ た 長州 と 薩摩 の 間 を 取り 持ち 、 薩 長 同盟 の 設立 に 尽力 し た 。 


この 頃 に は 寺田 屋 事件 な ど 、 龍 馬 を 貴 ん じ る 者 た ちか ら 命 を 狙わ れる こと も 多く な る が 、 龍馬 は その 足 を 止め る こと は 
な か っ た 。 


船 中 八 策 と 呼ば れる 新しい 国家 の 体制 を 起草 する な ど 活 躍 を 続け る が 、 大 政 奉還 の 成立 の 一 か 月 後 、 京都 の 近江 屋 に て 
刺客 に 朋 撃 され 暗殺 され る 。 享年 33 歳 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 


誰 も 斬り た く な か っ た し 、 
誰 も 撃ち た く な か っ た 。 


始ま り は 近所 の 子 の 潟 に 、 次 は 郷里 の 友 の 潟 、 次 は 同志 の 仲間 の 為 に 、 最 後 は 日 本 の 国 の 為 。 

生ま れつ いて の お 人 好 し は 、 始 まっ て か ら 終 わる まで 、 ひ た すら 誰か の 為 に 時 代 を 駆け 続け た 。 誰か ら も 好 か れ 、 誰 か 
ら も 気味 悪 が られ 、 つ い に は 無残 に 殺さ れ 世 を 去っ た が 、 そ れ を 恨み も し な いし 悔い て も いな い 。 彼 は 最初 か ら 最 後 ま 
で みん な で 楽し く 暮らせ る 世 を 夢見 て いた 。 た だ それ だ け だ っ た の だ 。 

〇 通常 武器 

BAT) (陸奥 守 吉行) 

BH 

相棒 の お 竜 さ ん と の 華麗 な か コンビネーション 攻撃 


c ACTER Profile 


I. ーー ミー プン 
<$ < | 天 
is \ / | a 
(小 SS 
E 4 
局 | y SR x の 
> 7 = に お Y > 
ピン SFE [ 
eS 9 
IA 
OBS | 
お 竜 さ ん 
床 放 な 言動 や 振る 舞い に 振り 回 され て いる よう に 見 える も の の 、 ピ ンチ の と き は お 互い 底 い 合う くら い に は 親政 。 
岡田 以蔵 
同郷 の 親友 。 いま で も 龍馬 は 親友 の つも り だ が 、 被 を 分 か っ て 以来 、 関係 の 修復 は な され ず に いる 。 4 
沖田 総司 NS 
ERICROB CAD IIE OMB CISAORAGLBS LAERUT Eo 味方 に な っ て くれ て 本 当 に 心強い よ 。 y 
HAZ y 
生前 は 相容れない イデ オロ ギー の た め 対 立 。 と は いえ 味方 に な っ て くれ た ら 頼も し いも の だ ね 。 アノ 
織田 信長 区 
革新 的 な 考え 方 と その 器量 に は 感服 し て いる 。 お 竜 さん 的 に は ほぼ 完全 メタ レベ ル に 戦闘 時 の 相性 が 悪い の で 嫌い 。 
沖田 総司 (オル タ ) 
他人 事 と も 言え な い 彼 女 の 境 時 に は 思う と ころ が ある 様子 。 
Br 
師匠 と も いえ る 人 物 。 も と も と は 彼 を 斬る つも り で 訪ね た の だ が 、 彼 の 話 に 心 服 し 弟子 入り する 。 
武市 瑞 山 
土佐 勤王 党 の 同志 。 志 を 同じ くし た 時 期 も ちっ た が 、 思 想 の 違い か ら 祝 を 分 か つこ と と な る 。 


CHARACTER Profile 


ぐだ ぐだ の キャ ラク ター は 発注 が 来る と いつ も や 
や つ 。 も っ と いっ ぱい 和服 と か も 描き て ぇ すね 。 お 


る ぞ ー ! 描け る ぞ ー | みた いな そん な 
っ て ほし い 。(pako) 
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Pera? アー テ チャ ー Bane 
- 
Es: Es 


設定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン :Ryota-H | 
CV: EEES 


LAS eile 
アガ ax 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
Il | 大 医術 ・ 位 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い 。 


| マス ター か ら の 麻 カ 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で さる 
ラン ク C な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 1 日 間 現 界 可 能 。 


we 


作戦 行動 の 支援 と し て 行わ れる 強力 な 遠 距離 攻撃 。 
ナポレオン の 場合 、 こ の 攻撃 は 砲撃 の 形 で 行わ れる 。 
本 来 は 軍略 スキ ル の 効果 を 含む 複 合 スキ ル 。 


ナポレオン は 特殊 な カリ スマ 性 を 有 し て いる 。 
本 来 は カリ スマ スキ ル の 効果 を 含 お 複合 スキ ル 。 


星 の 開 拓 者 に 似 て 非 な る スキ ル に し て 、 無 謗 の 怪物 に よく 似 た スキ ル 。 

実際 に 自分 が 手掛け た 偉業 も 、 実際 に は 関わ り の な い 伝説 も 、 す べ て を 一 身 に 受け 止め た 偶像 が 英霊 ナポレオン で あり 、 
現 界 し た 彼 は [期待 と [可 能 性 | の 具現 と し て 振る 舞う 。 

不可 能 の 文字 の な い 辞 書 も 、 ご く 僅か な 睡眠 も 、 ギ ザ の スフィンクス の 破壊 も 、 ク フ 王 の 大 ピラ ミッ ド で アレ キサ ンダ 
一 大 王 (イス カン ダル ) の 幻影 と 出逢っ た 事 も 、 あ ら ゆ る すべ て な 事実 と し て 彼 は 現 界 する の だ 。 


初代 フラ ンス 皇帝 と し て 立っ た 彼 は 、 皇帝 特権 スキ ル を 有 し て いる が : 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 
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アル ク ・ ド ゥ ・ ト リオ ン フ ・ ド ゥ ・ レ トワ ー ル 。 
世 旋 門 の フラ ンス 名 と 同名 を 冠 す る 砲撃 宝 具 。 
人 (霊長 ) の 持つ 可能 性 は 砲弾 へ と 変わ り 、 ま る で 虹 の よう に し て ソラ を 駆け る 。 

英 寺 ナ ポレ オン の 存在 その も の を 基軸 と し て 、 ギ ザ の スフィンクス を 砲撃 し た と いう 伝説 を 加え る こと で 昇華 を 果たし 
た 宝 具 。 

外観 と し て は 片手 持ち の 変形 型 大 砲 。 

「 ス フィ ンク ス を 破壊 し た ] と いう 砲撃 伝説 に 伴い 、 神 秘 へ の 特攻 を 有 し て いる 。 


ヒト よ 、 願 え 。 
挫け る な 。 谷 く な 。 諦め る な 。 
オマ エ た ち に は 不可 能 は な い 。 


オマ エ / ア ンタ / 〇 O (呼び 捨て ) アイ ツ / 奴 / 彼 / 彼 女 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

不 敵 な 伊達 男 。 

人 々 に 求め られ る が まま 、 期 待 さ れる が まま に 陰ながら 戦う ヒー ロー。 
想い に 応え 、 己 が すべ き 事 を 成し遂げ る 。 


生前 の 自分 に まつ わる 事柄 に 執着 し な い 。 

コル シカ 、 パ リ 、 ワ ー テ ル ロ ー。 す べ て は 過ぎ 去っ た 出来 事 。 

サー ヴァ ント と し て 現 界 し た 自分 、 次 形 さ え 生前 の それ と は 変化 し て し まっ た 自分 は 、 ナ ポレ オン ・ ボ ナパ ルト と 名 付 
けら れ た 偶像 で の るり 、 過 去 に 執着 する 亡霊 と は な る まい 
そう 、 彼 は 考え る 。 

人 が 「 ナ ポレ オン ] に 多く を 夢見 た な ら ば 、 そ う 在 る の み 。 
揺るぎない 確信 の も と 、 彼 は 、 現 在 と 未来 生き る 人 々 の た め に 心身 を 捧げ る 。 


それ は そう と 。 
現 界 する ご と に 1 人 、 こ れ と 決め た 女性 を 愛す る …… と いう 厄介 な 習性 が ある 、 と 彼 は 北欧 異聞 帯 で 自称 し た が …… 
カル デア の 英霊 と し て 現 界 し た 彼 も また そう で ある の か 否 か 、 今 後 の 彼 の 言動 を 注意 深く 観察 し て 見 極め ね ば な ら な い 
だ ろう 。 

+ 
愛煙 家 。 パイ プ も 好む が 、 生 前 より 愛好 し て いた スペ イン 産 の 葉巻 (スペ イン 煙草 ) を 引き 続き 好 ん で く ゆ ら せ る 。 


読書 家 。 戦 場 、 移 動 中 の 馬車 の 中 な ど 、 と に か く 時 間 が あれ ば 常に 本 を 読ん で いた が 、 つ ま ら な いと 思え ば すぐ に ( 馬 
車 の 窓 か ら で も ) 投げ 捨て て し まっ た と いう 。 


犬 が 苦手 。 ナポレオン は 妻 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ の ベッ ド に 入っ た 際 、 飼い犬 フ ォ ー チ ュ ン に 噛ま れ た 事 が ある と いう 。 ち な 
み に 犬 種 は パグ 。 
「 パ ブ だ け は 勘弁 だ ぜ ] 


生前 、 憧 れ の 人 物 は イス カン ダル だ っ た 。 
エジプト 攻略 に 関心 を 抱い た 理由 の ひと つ は 「 イ スカ ンダ ル か ぷれ だ っ た か ら 」 と も 言わ れる 。 


uf 


〇 マス ター へ の 態度 

奈 の 辞書 に 不可 能 と いう 言葉 は な い 、 と 本 当 に 述べ た の か ? 

ギザ の スフィンクス を 砲撃 で 破壊 し た の か ? 

も し も マス ター が ナポレオン 伝説 に 基づい た 発言 を し た 場合 、 彼 は 概ね 喜ぶ だ ろう 。 そし て 、 一 瞬 だ け 遠 い 目 を し て 何 
か を 懐か し ん だ 後 、 こ う 言う の だ 。 

さあ 、 新 し い 伝説 を 作り に 行こ う 。 

で きれ ば 、 誰 し も に 望ま れる 栄光 の 伝説 を 。 


台詞 例 

「 一 ーー 一 まあ 、 そ いつ も オレ が 言っ た 事 に な っ て る らし い 」 

「 オ レ の 辞書 に は 、 不 可能 っ て の が な いそ うだ ] 

「 オ レ は ! ここ に ! Lat! 

「 悪 い 事 は 言わ ん 。 BER. オレ の 宝 具 が 、 ア ンタ の 体 に 風 パ を あけ る ぜ ?] 

英雄 っ て の は 、 行 い に よ っ て 生ま れる も の か ? 違う ね 。 そ いつ を 待ち 望ん だ 民衆 に よっ て 生み 出さ れる も ん だ 。 な に 
し ろ 英 雄 の 頂点 か ら 奈 落 の 底 ま で 、 全 部 味わい 尽く し た オレ の 感想 だ 、 間 違い な いさ 日 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ナポレオン ・ ボ ナパ ルト は 1769 年 、 コ ル シ カ 島 の アジ ャ クシ オ に 生ま れ た 。 
父方 の プ オ ナパ ル テ 家 は 、 コ ル シ カ の 買 族 の 流れ を 流 む お 名家 で ある 。 


幼年 学校 を 卒業 する と 、1784 年 、 パリ 陸軍 士官 学校 の 砲兵 科 に 入学 し た 。1785 年 に 砲兵 士官 と し て 任官 を 受け 、 数 年 
を 過ごし た 後に フラ ンス 革命 の 勃発 を 迎え る が 、 彼 は フラ ンス 国内 の 情勢 に は 特に 興味 を 抱か ず 、 故郷 へ と 長期 帰国 し 
て いた 。 
島内 の 政争 に よっ て 家系 ご と コル シカ を 追わ れ た 後に は 南仏 に 移住 し 、1793 年 に は 原 隊 へ と 復帰 。 まがり な り に も [I 
ル シ カ 買 族 ] で やわ る ナポレオン は た だ ち に 大 尉 に 昇進 し 、 カ ルト 一 将軍 率い る 南方 軍 の 士官 と し て トゥ ー ロ ン 攻 囲 戦 に 
参 軍 。 こ の 時 、 前 任 者 の 負傷 ・ 後 送 と いう 幸運 も あっ て と ん と ん 拍子 に 出世 し て いく 。 

彼 の 活躍 は 若き 英雄 を 求め て いた 国民 公会 の 注目 する と ころ と な り 、24 歳 に し て 旅団 陸 将 (少将 相当 ) に 昇進 、「 ナ ポレ 
オン ・ ボ ナパ ルト 将軍 ] が 誕生 する 。 

その 後 、 オ ー ギ ュ ス タン ・ ロ ベス ピエ ー ル (マク シミ リア ン ・ ド ・ ロ ベス ピエ ー ル の 弟 ) と の 交友 な ど が 災い し 、 彼 は い 
つた ん 逮捕 され た 後 、 降 格 ・ 予 備 役 へ の 左遷 の 憂き目 を 見 る 事 に な る 。 

し か し 時 節 は ナポレオン に 味方 し た 。1795 年 、 パ リ に お いて 王 党派 の 映 起 で ある ヴァ ン デ ミエ ー ル の 反乱 が 勃発 し た 
際 、 国 民 公会 軍司 令 官 と な っ た ポー ル ・ パ ラス が ナポレオン を 起用 し た の で ある 。 ナポレオン は 、 首都 パリ の 市 街 地 で 
市 民 に 向け て 大 砲 を 撃つ と いう 大 胆 な 戦術 で 反乱 を 鎮圧 、 これ に よっ て 師団 陸 将 (中 将 相当 ) に 昇進 し た の みな ら ず 、 
内 軍 副 司令 官 、 国 内 軍司 令 官 を 歴任 し 、 改 め て 「 ヴ ァ ン デミ エー ル 将 軍 ] と し て 英雄 に まつ りあ げ ら れ た の だ っ た 。 
地位 と 名 誉 を 手 に 入れ た ナポレオン は 、 イ タリ ア 方 面 軍 の 司令 官 と し て 戦争 に 赴き 、 連 戦 連 勝 を 重ね て いく 。1797 年 
未 、 オ ー ス トリ ア を 散々 に 打ち 破り 、 名 放し た ナポレオン は 市 民 の 歓 呼 を も っ て 迎え られ た 。 


帰国 し た ナポレオン は 、 オ スマ ン 帝 国 の 支配 下 に あっ た エジプト 侵攻 を 総裁 政府 に 進言 する 。 ここ まで の 時 点 で 有効 な 
打撃 を 与え られ な か っ た イギリス へ の 牽制 と いう 軍事 的 目的 が あっ た が 、 総 封 政府 が 彼 を 危険 視 し 始め て いた 事 、 そ し 
て アレ キサ ンダ ー 大 王 (イス カン ダル ) に 憧れ る ナポレオン が エジプト に 関心 を 抱い て いた と いう 事情 が あっ た 。 
ナポレオン は エジプト で 戦果 を あげ て いた が 、 イ ギリ ス の 呼び か け で 結成 され た 対 仏 大 同盟 の 前 に フラ ンス が 危機 に 陥 
り 、 孤 立 状態 と な っ た 。 オー スト リア が イタ リア に 奪い 返さ れる に 至り 、 総 哉 政府 を 紅 弾 する 声 が 高まる と 、 ナ ポレ オ 
ン は 側近 の み を 連れ て フラ ンス に 舞い 戻り 、1799 年 11 月 プリ ュ メ ー ル の クー デ タ ー を 起こ し て 統領 政府 を 樹立 。 自ら 
(SAE (第 一 統領 ) の 地位 に 就き 、 フ ラン ス の 独裁 者 と な る 。 

以後 の 流れ は 下記 の 通り 。 


1800 年 マレ ン ゴ の 戦い で オー スト リア 軍 に 劇 的 勝利 、 フ ラン ス 銀 行 設立 
1801 年 オー スト リア と の 和 約 (リュ ネヴィル の 和 約 ) で 第 二 次 対 仏 大 同盟 が 月 壊 
政教 条約 締結 
1802 年 アミ アン の 和 約 、 レ ジオ ンド ー ル 勲章 を 創設 
憲法 改定 で 自ら を 終身 統領 (終身 執政 ) と 規定 し た 
1804 年 王族 の ルイ ・ ア ント ワー ヌ を 処刑 
ロー マ 法 を 参考 に 、 フ ラン ス 民 法典 (ナポレオン 法典 ) を 公布 
会 の 議決 と 国民 投票 を 経て 、 フ ラン ス 人 民 の 皇帝 に 即位 


即位 の 際 、 ナ ポレ オン は 教皇 か ら 王 冠 を 戴 か ず 、 教 皇 ピ ウス 七 世 の 立ち 合い の も と 自ら 王冠 を 戴 い た 。 こ れ は [自力 で 
皇帝 に な っ た |」 自負 の 頭 れ で ある 。 


ナポレオン は 乱世 の 果 雄 で は あっ た が 、 治 世 の 能 更 で も あっ た 。 SHIMRLAY HOSEL, BRCMRLEISYA 
は ゆる や か に 復興 し て いく 。 
な お 、 ナ ポレ オン の 転落 の 象徴 の よう に 言わ れ て いる トラ ファ ル ガ ー 海 戦 の 敗北 (ネル ソン 提 羅 率い る 英 海軍 相手 ) は こ 


の 時 期 (1805 年 10 月 ) の 事 だ っ た 。 ナポレオン は フラ ンス 国内 で は 敗戦 の ニュ ー ス を 握り 潰し 、 敵国 の 間 で も 重要 視 さ 
れ て いな か っ た 。「 三 帝 会 戦 ] と も 呼ば れる アウ ステ ルリ ッ ツ の 戦い (1805 年 12 月 2 日 ) で は 、 ナ ポレ オン は 圧勝 し て い 
る 。 こ の 戦い を 記念 し て 建設 され た の が 、 パ リ の 件 旋 門 で ある 。 

その 後 の 権 力 の 綱引き の 中 で 、 神聖 ロー マ 皇 帝 フ ラン ツ 二 世 の 退 位 (オー スト リア 皇帝 の 地位 は 残し た ) に よっ て 神聖 
ー マ で 帝国 が 月 壊し た 事 は 大 きい 。 ナポレオン は 、 連合 国家 に な っ て いた と は いえ 「 ロ ー マ 帝 国 | を 滅ぼし た 男 と な っ た の 
で ある 。 


ナポレオン は 自ら の 栄光 に 酔い し れ た 。 
1808 年 5 月 、 ナ ポレ オン は 既に ナポリ 王 に な っ て いた 兄 ジ ョ ゼ フ を 、 ス ペイ ン ・ ブ ル ボ ン 朝 の 内 紛 に つけ こん で スペ イ 
ン 王 に 押し 込ん だ 。 だ が 現地 の 反発 は 大 きく 、 民衆 の パル チ ザ ン と フラ ンス 軍 と の 間 に 泥 沼 の 戦い が 繰り 広げ られ る 。 こ 
うし た ひと つ ひ と つの 内 紛 が 、 絶 頂 期 の ナポレオン の 上 に 積み 重なっ て いっ た 。 

一 方 、 各国 は 静か に 復讐 の 準備 を 進め て いた 。 そ の 第 一 波 が ロシア で ある 。 1812 年 、 ナ ポレ オン は 荒涼 た る ロシア 
に 60 万 の 大 軍 を 送り こ お が (ロシア 遠征 ) 、 隻 眼 の 老 持 ミハイル ・ ク トゥ ー ゾ フ は 焦 圭 戦術 さ で ナ ポレ オン 軍 を 疲弊 させ 
た 。 ナポレオン は モス クワ を 落と す と ころ まで いく も の の 、 兵 癌 を ベタ ズ タ に され 、 そ れ 以 上 の 進軍 は 望め な か っ た 。 


彼 の 栄光 を 支え て きた 大 陸軍 の 精鋭 た ち を 喪っ た ナポレオン を 瑞 た ち は 見 逃さ ず 、 大 包囲 網 の 前 に 1814 年 3 月 31 日 、 パ 
リ が 陥落 。 ナ ポレ オン は 将軍 た ちの 反乱 に よっ て 強制 的 に 退位 させ られ 、 コ ル シ カ 島 と イタ リア 本 土 の 間 に ある エル バ 
島 の 小 領主 と いう 申し 訳 程度 の 身分 を 与え られ 、 フ ラン ス か ら 追 放さ れる 。 人 生 二 度目 の 追放 で ある 。 


フォ ン テ ー ヌ ブロ ー 条 約 が 締結 され た 後 、1814 年 に ウィ ー ン 会 議 が 開催 され 、 フ ラン ス を どの よう に すべ きか の 話し 
合い が も た れ た 。 し か し 、 名 国 の 利害 が 絡み 合い 過ぎ て 会 議 は 遅 々 と し て 進ま ず 、 ベ ルギー 出身 の シャ ルル ・ ジ ョ ゼ フ 
・ ド ・ リ ー ニ ュ 侯 に よる 「 会 議 は 踊る 、 さ れ ど 進ま ず ] の 言葉 に 象徴 され る 泥沼 で あっ た と いう 。 

新 王 と し て 選ば れ た ルイ 18 世 は 民衆 の 人 気 が な く 、 仏 国内 で は 困 感 が 続い て いた 。 

そう し た 中 、 ナ ポレ オン が エル バ か ら 脱 出し 、 フ ラン ス に 向かう と いう 事件 が 起き る 。 

「 フ ラン ス 国 民 よ 、 私 は 流 府 の 地 で 諸 子 の 嘆き と 願い を 聞い た 。 諸 子 が 要求 する の は 自ら 選ぶ 政府 で あり 、 それ だ けが 正 
統 的 な も の で ある 。 私 は 海 を 渡り 、 諸 子 の 権利 で も ある 私 の 権利 を 取り 戻し に や っ て きた | 「 勝 利 は 突撃 の 歩調 で 前 進 す 
る で あろ う 。 鷺 は 国旗 と 共に 、 鐘 楼 か ら 鐘 楼 へ と ノー トル ・ ダ ム 寺 院 に まで 飛ん で ゆく で あろ う ] 

3 月 1 日 、 カ ン ヌ に 近い サン ・ ジ ュ ア ン 湾 に 上 陸 し た ナポレオン は 概 を 飛ば し 、 そ の まま 進撃 を 開始 する 。 

3 月 7 日 、 ラ ・ ミ ュー ル に て 第 7 師団 の 師団 長 マ ル シ ャ ン 将 軍 率 いる 王 党 派 部 隊 が ナポレオン の 前 に 立ち は だ か っ た 。 し 
か し 、「 兵 士 諸君 、 余 だ ! 諸君 の 中 に 、 皇 帝 を 殺し た いと 思う 者 が いれ ば 、 殺 せる ぞ 、 余 は ここ に いる | と ナポレオン 
が 叫ぶ ぷと 、 兵 士 た ち は [皇帝 万 歳 !| と 叫ん で 配下 に 加わ っ た 。 続く ブル ノー ブル 市 で も 同じ 事 が 起き た 。 

この よう に し て 、 ナ ポレ オン は 一 度 も 戦う 事 な く パリ へ と 迫っ た 。 

3 月 19 日 夜 は 、 豪雨 だ っ た 。 パリ 中 が 宇 帝 帰 選 へ の 期待 に 沸き か える 中 、 ル イ 18 世 は 馬車 で パリ を 脱出 し た 。 ナ ポ レ オ 
ン が パリ に 入城 し た の は 、 翌 日 21 時 の 事 で ある 。 


ナポレオン は 自由 主義 的 な 新 悪法 を 発布 し 、 反 発する 国内 勢力 この 妥協 を 試み た 。 

し か し 連合 国 は 講和 を 拒絶 。 ナポレオン は 彼 の 帝国 を 支え た 将 帥 た ちの 大 部 分 を 欠き 、 数 だ け は か き 集 め た 60 万 の 軍 と 
共に 戦争 へ と 突き 進ん で いく 。 

緒戦 で は 勝利 し た も の の 、1815 年 6 月 18 日 、 ベル ギー の ワー テル ロー 近郊 の 戦い で イギリス 、 オ ラン ダ 、 プ ロイ セン 
な どの 連合 軍 の 前 に 完敗 し 、 ナポレオン の 95 日 間 ( 百 日 天 下 ) は 幕 を 閉じ る 。 

再び 退位 に 追い 込ま れ た ナポレオン は 、 南 大 西洋 の 孤島 セン ト ヘ レナ 島 に 幽閉 され 、 人 生 の 最後 を 迎え る の だ っ た 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
可能 性 の 男 。 
或いは 、 人 々 の 期待 に よっ て 生み 出さ れ た 英雄 の 偶像 。 


初代 フラ ンス 皇帝 。 一 時 期 は ヨー ロッ パ の 大 部 分 を 支配 する まで に 至っ た が 、 最 終 的 に は 油 落 し た 。 
その 波 潤 万 丈 な 生涯 は 、 ナ ポレ オン ・ ボ ナパ ルト 個人 の 願望 と 能力 に の み 依っ た も の で は な く 、 人 々 の 想い に よっ て こ 
そ 導 か れ た の だ 一 一 一 少な く と も 、“ 英 霊 の 座 " は その よう な 存在 と し て 英霊 ナポレオン を 定義 し た 。 


生前 の 彼 は 「 期 待 と 願い に 応え る ] 存在 だ っ た 。 

多く の 支持 を 受け て 皇帝 と し て 立ち 、 一 度 は エル バ に 籠 も っ た も の の 皇帝 を 待望 する 声 が 高 ま れ ば 舞い 戻り 、 し か し 人 
々 が 皇帝 を 否定 すれ ば 敗北 し た 。 

ゆえ に 、 英 霊 ナ ポレ オン は 誰か の 期待 と 願い に 応え て みせ る 。 あら ゆる ナポレオン 伝説 を 育 定 し 、 人 (霊長 ) の 可能 性 を 
体現 し た サー ヴァ ント と し て 彼 は 現 界 する 。 


+ 


日 く 、 彼 の 辞書 に 不可 能 の 文字 は な い 。 

日 く 、 ピラ ミッ ド の 中 で イス カン ダル と 出逢っ た 。 

日 く 、 ギザ の スフィンクス を 砲撃 で 破壊 し た 。 

日 く 、 フ ラン ス 革 命 は 秘密 結社 の 陰謀 で あり 、 そ れ に 深く 関わ っ た 。 

多く に 応え 続け た 人 生 を 過ごし た 男 は 、「 ナ ポレ オン な ら そ の くら いや る だ ろう 」 と し て 語ら れ た 伝説 の まま に 、 多 く の 
不可 能 を 可能 と する 。 そ の 在り 方 は 最早 、 あ る 種 の 超人 と さえ 呼べ る 。 

「 まあ 、 そ いつ も オレ が 言っ た 事 に な っ て る らし い ] 

可能 性 の 光 、 虹 の 如く 。 

彼 と 出会っ た 敵対 者 は 、 い ずれ ソラ 駆け る 虹 を 見 る 事 に な る だ ろう 。 


+ 


北欧 異聞 帯 で は 人 理 の サー ヴァ ント と し て 現 界 。 

カル デア ー 行 と 共に 、 女 王 スカ サハ ニス カ デ ィ お よび 淡 の 巨人 王 ス ルト と 戦っ た 。 

その 一 方 で 、 敵 対す る は ず の クリ プター の 一 人 、 オ フェ リア ・ フ ァ ム ル ソ ロ ー ネ を 運命 の 相手 と 定め 、 彼 女 の 魂 と 世界 
を 救う べく 命 を 懸け 、 ソ ラ に 虹 を 架け て 散っ た 。 


カル デア に 現 界 し た 英霊 ナポレオン は 、 こ の と き の 記 憶 ・ 記 録 を 一 切 持た な い が 、 同 じ く サー ヴァ ント と し て 現 界 し た 
スカ サハ ニス カ デ ィ の 言動 を 観察 し て お り …… 
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〇 通常 武器 
格闘 に よる 近接 攻撃 。 


宝 具 で ある 片手 持ち の 変形 型 大 砲 に つい て は 、 必 殺 の 砲撃 を 行う 場面 で な けれ ば 、 普 段 は 持ち 運び や すい 形態 へ と フォ 
ー ム チェ ンジ させ て 所 持 し て いる 。 格闘 攻撃 用 の 武装 と し て 使用 する 事 も ある 。 


〇 その 他 
「 生 前 より も 背 が 高い っ て ? ヘ ェ エー そうかい? 


ッ ド へ 入っ た 際 に 大 王 の 幻影 と 週 遇 し て いる らし い 。 a. 
マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト ¡ 
彼女 と ルイ 16 世 、 そ し て その 子 ら を 隈 っ た 暴力 と 悲劇 に 対し て 思う と ころ が ある 。 

し か し 、 当 時 の フラ ンス 中 枢 に 関与 し て いな か っ た 目 分 が 何 を 言え る も の で も な い …… と いう 想い も ある た め 、 言 葉 の 
歯切れ が 悪く な っ て し まう 。 

サン ソン 

ROBIE. = 
RE | 
彼 が か つて 投 衝 さ れ た 理由 は 自分 に ある 。 
そし て 自分 は 彼 を 救 わ な か っ た 。 な ら ば 自分 は 、 彼 に と っ て まず 間違い な く 憎 悪 の 対象 で あろ う 、 と 踏ん で いた の だ が pa 


アキ レウス / ヘ クト ー ル / パ リス / ペ ン テ シ レイ ア 


[イリ アス 」 を 好 ん だ ナポレオン に と っ て 、 彼ら は 伝説 の 英雄 で あり 、 憧 れ の 対象 で わる 。 サイ ン が 欲し い 。 AS 
新宿 の アー チャ ー 

[2 罪 界 の …… な ん だ っ て 2 

スカ サハ = スカ ディ fps 


彼女 の 語る 「 茸 話 ] に 、 現 界 し た ナポレオン は 静か に 耳 を 傾け る 。 
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| 第 一 段階 ・ 前 面 


CHARACTER Profile 


第 一 段階 側面 


第 一 段階 ・ 背 面 
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| 第 二 段 障 : 侧面 | | | 
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第 三 段 階 ・ 背 面 | 
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| 第 三 段 障 . 侧面 
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Comment from Illustrator 


ダン ディ & ク ー ル な ヒー ロー 的 ナポレオン と の 


事 で 連絡 いた だ きま し た 。 最初 は 大 砲 は サイ ズ が 半分 以下 だ っ た の で す 
が 「 も っ と シル エッ ト 強 調 し て 大 砲 も 変形 ベ せ まし ょ う ! | と いう 事 で 今 の 大 砲 に 。 ちな み に 第 一 段階 で 胸 の ボタ ン を 外 
し た の も 武内 さん で す が 皆 さん の 反応 を 観 て る と や は り 素晴らし い 判断 だ っ た と 思い ます 。 筋肉 は 見 せな いと 勿体 な い 
で すね ! (Ryota-H) 
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EUA: Fate/Grand Order 


クラ スズ キル 
eR: A 
幻 獣 ・ 宰 獣 ラン ク を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操れる 。 
ー 一 一 一 = 。 ーーーーーーーーー 
he O 
EN A ラ ンク 以下 の 魔術 は すべ て キャ ン セ ル 。 
‘i 事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は シグ ルド に 傷 を つけ られ な い 。 
y ーー 
121 \ 
> 神 性 :B 
{ 大 神 オ ー デ ィ ン を 祖 と する 。 
de 


N ge 


保有 区 キル 
原初 の ルー ン (戦士 ) :B 


北欧 の 魔術 刻印 で ある ルー ン を 有 し て いる 。 
ブリ ュ ン ヒル デ に 教え を 受け て お り 、 キ ャ スタ ー と し て も 召喚 可能 な 腕前 。 


竜 の 心臓 を 呑み 込ん だ こと に よる 、 究 極 の 自己 改造 。 
意 種 と し て の 魔力 訪 心 が 形成 され 、 サ ー ヴ ァ ン ト で あり な が ら ほ ば ぼ 独 立 し た 行動 が 可能 。 


本 来 、 神 話 に な い は ず の 魔 導 具 。 
英雄 と し て の 祝 智 が 結晶 化し た も の 。 
他 者 が か け て も 効果 を 発揮 する が 、 そ の 慕 大 な 情報 量 の せい か 、 酷 い 頭 痛 が 起こ る 。 


グラ ム 。 

太陽 の 属性 を 持ち な が ら 、 魔 合 と し て 成立 し た 稀有 な 宝 具 。 

祖 オー ディ ン に よっ て 授け られ た この 剣 は 王 を 選定 する と 同時 に 栄光 、 知 、 破 滅 、 宿 命 を も た ら す 稀代 の 武器 だ どっ た 
と いう 。 

(『FateGO」 に お いて は 、 通 常 武装 と し て 選択 され て いる ) 


ペル ヴェ ルク ・ ク ラム 


BOK 


ベル ヴェ ルク ・ グ ブラ ム 。 

本 来 対人 宝 具 で ある ブラ ム の 全 才 解放 。 

シグ ルド は 剣 か ら エ ネル ギー を 放出 する の で は な く 、 剣 の 力 を 引き 摺り 出し た 上 で 投 郷 する こと で 「 対 城 ] 宝 具 と する 。 
「 投 折 す る 方 が 効果 的 だ と 思っ た 」 と は 本 人 の 弁 。 

投 御 し た 剣 は 始 を 撤 き 散ら し な が ら 対 象 に 直撃 、 然 後に シブ ルド は グラム に 全力 の 拳 を き 込み 、 突 き 刺し た 刃 を 更 
に 深く 浸透 させ る 。 


ベル ヴェ ルク と は 「 褐 を 引き 起こ す 者 ] と いう 意味 で あり 、 即 ち 彼 の 祖 で ある オー ディ ン の 別名 で ある 。 


% 


四角 四面 の 超 堅 物 。 生前 に は 存在 し な い は ず の 眼鏡 を 掛け て いる 。 

基本 的 に 合理 的 な 人 間 で あり 、 父 の 復讐 を 果たし た の も 愛情 か ら で は な く 、 途 方 も な い 義 務 感 か ら で あ る 。 
誰 に 対し て も つっ けん どん で 、 少 な く と も 外側 の 部 分 で 「 デ レ ] る と いう こと は な い 。 

し か し 、 も し 彼 が 己 の 身 を 顧み ず に 誰か を 底 っ た の だ と すれ ば 、 そ れ は その 「 誰 か ] を 彼 が 信頼 し た 証 で ある 。 


英雄 で ある が 、 同 時 に 一 介 の 武人 と し て の 己 を 強く 打ち 出し て いる 。 
態度 も 四角 四面 で ある が 、 他 者 に 真面目 さ を 強要 する こと も な く 、 大体 に お いて 「 ふ む 。 それ も 有り か ] CHET SM 
さ が あ る 。 


難 敵 に 対す る 手加減 は な い が 、 弱 者 に 対す る 加減 を わき まえ て お り 、 た と え そ れ が 自分 へ の 応報 と し て 跳ね 返っ て も 苦 
に は し な い 。 

挿 居 な 手段 を 相手 が 使っ て も 構わ な い が 、 自 分 は 決し て 使わ な い 。 

こう いう 主義 は 強 さ に 裏打ち され な けれ ば 、 た だ の 戯れ 言 で ちる が 、 い か ん せん 数 多 の サー ヴァ ント で も トッ プ に 並び 


だ け の 実力 と 神秘 を 秘め て お り 、 決 し て 戯れ 言 に は な ら な い 。 


〇 マス ター へ の 態度 

終始 淡々 と し て いる が 、 そ の 生 真 面目 か つ 穏やか な 態度 は 、 

聖杯 戦争 に 臨む マス ター に 力 強 さ を 感じ させ る 。 

召喚 され た ば か り の 彼 に と っ て は 「 愛 ] も 「 情 ] も 世界 で 唯一 プリ ュ ン ヒル デ に の み 捧 げ る も の で あり 、 グ ズル ー ン (魔術 
に よっ て 記憶 を 忘却 され た 後に 、 宛 が われ た 妻 ) に 対し て も 信頼 は し て いた が 、 愛 を 捧げ た 記憶 は な い 。 


一 方 、 可 能 性 は 低い が 通常 の 聖杯 戦争 で 悪質 な マス ター に 召喚 され た 場合 、 あ る 程度 の リミット を 自身 に 設け る 。 
殊 喰 らい や 無 牽 の 人 間 の 殺害 な ど は 、 そ の 一 切 を 拒絶 し 、 令 呪 の 使用 を 迫る 。 
な お 、 こ の 場合 は 自害 を 迫 ら れる こと も 想定 の 内 で ある 。 


クー・ フ ー リ ン な ど と 同じ く 「 二 度目 の 生 に 執着 の な い ] 英雄 。 

彼 が 聖杯 を 求め る の は 、 恐らく 叶う こと の な い 「 再 会 ] を 求め て の こと で あり 、 プ リュ ン ヒ ル デ が 召喚 され て いな い 限 り 
ーー 一 と いう より 、 た と え 召 喚 さ れ て いた と し て も 、 令 呪 を 以 て の 命令 強制 は 極め て 困難 。 

だ し 、 マ スタ ー が 誠意 を も っ て 彼 と 付き 合う な ら ば 、 き っ と 自ら の 命 を 投げ 出し て で も 助力 し て くれ る だ ろう 。 


〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 セ イ バ ー。 我 が 真名 を シグ ルド 。 
買 典 が マス ター か ? どう か 指示 を 。 
速やか な る 遂行 を 約束 し よう ] 

[RRET. BRO RECTAS. 
THNGSISBAOLIAA—AILIDIVI - TS!) 
「 お まえ の 美 し さ で あれ ば 仕方 な き 事 。 

だ が 、 皇帝 よ 。 買 殿 は 彼女 の 愛 を 獲得 で きま い 。 
既に 、 当 方 が 得 て い る ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
[戦士 の 王 ] と も 称え られ る 「 ヴ ォ ル スン グ ・ サ ガ ] の 大 英雄 。 
悲劇 的 な 最後 は 、 幾 つか の エピ ソー ド が 変形 し た 未 に 「 ニ 一 ベ ルン ゲ ン の 歌 ] と し て 世界 に も 広く 知ら れる こと に な る 。 


中 で も 有名 な 逸話 は ファ ヴ ニ ー ル 衣 治 と プリ ュ ン ヒル デ と の 悲恋 語 。 

父 シブ ムン ド の 折れ た 刻 を 鍛え 直し た 魔 刻 ブラ ム を 手 に 、 邪 意 フ ァ ヴ ニー ル と 凄絶 な 戦い を 繰り 広げ た 。 
そし て ブリュ ン ヒ ル デ と 恋 に 落ち る が 、 記憶 を 失っ た シグ ルド は 異な る 人 間 と 婚 如 を 結ん で し まう 。 
裏切ら れ た こと に 絶望 し た ブリ ュ ン ヒル デ は シグ ルド を 課 殺 し 、 自 ら も 悲嘆 の 中 で 命 を 絶っ た 、 と いう 。 


な お 、 ジ ー ク フリ ー ト と 同一 人 物 か どう か は 定か で は な い 。 
も 通 する 邪 竜 を 打ち 倒し た の か は 不明 で 、 両 者 共に 「 異 な る ] 竜 を 打ち 倒し た 可能 性 も ある 。 


果たし て どちら が 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

偉大 な る 戦士 シグ ムン ド と 後妻 で ある ヒ ョ ル ディ ー ス の 間 に 産ま れ た シグ ルド は 、 赤 子 の 頃 に 父 で ある シグ ムン ド が 戦 
死 し た た め 、 母 と 共に ヒー アル プル ク と いう 国 で 育っ た 。 

そし て 母 の 再婚 の た め 、 シ グル ド は レギ ン と いう 鍛冶 屋 に 育て られ る こと と な っ た 。 

だ が 、 レ ギン は 彼 に 愛情 を 寄せ る こと は な く 一 一 オー ディ ン に 愛さ れ 、 確 実に 英雄 と な る で あろ う 男 を 利用 し て 、 邪 竜 
ファ ヴ ニ ー ル の 財宝 を 得 よう と 画策 し て いた 。 


生ま れつ いて の [BRL] と し て 鍛え 上 げ ら れ た シグ ルド は 、 折れ た 父 の 刻 グ ラム を 鍛え 直し 、 父 の 仙 を 討っ た あと 、 M 
ね て か ら の 約定 通り に ファ ヴ ニ ー ル を 討つ こと に し た 。 


無論 、 邪 竜 で ある ファ ヴ ニ ー ル を 討つ こと に シグ ルド は 何 の 跡 路 い も な い 。 

お し ろ 、 朴 誠 と いう より は 頑 な だ っ た 養父 レギ ン が 唯一 彼 に 望ん だ 行為 を 果たす こと で 、 自 身 に も 家族 と いう も の が で 
きる の で は な いか ……。 

そん な 己 も 知ら な い 願 い が あ っ た こと は 、 否 定 で き な か っ た 。 


けれ ど 、 彼 が ファ ヴ ニ ー ル を 討ち 果たし て 竜 の 血 を 飲ん だ と き 、 残 忍 な 真実 が 明か され た 。 
レギ ン は シグ ルド を 騙し 討ち 、 黄金 を 手 に 入れ よう と 画策 し て いた の で ある 。 
その 絶望 的 な 真実 、 シ グル ド は 厳 再 に 受け 止め た 。 


ーー そう か 。 俺 は 誰 に も 愛さ れ て いな か っ た の だ な 。 
ーー だ が 、 果たし て それ が 何で あろ う 。 既に 俺 は 生き て 此処 に 居る 。 


母 の 愛 は 知ら ず 、 父 の 愛 も 知ら ず 、 神 の 愛 も 知ら ず 。 
レギ ン を 討ち 果たし た 彼 は 放浪 の 旅 に 出 て 、 そ し て プリ ュ ン ヒル デ と 出会う の だ っ た 。 


シグ ルド は 占い 師 で ある 叔父 ブ グリー ビル に 己 の 将来 に つい て 予言 を 受け た こと が ある 。 
それ に より 、 ブ プリ ュ ン ヒル デ と の 出会い も 既知 で あっ た 彼 は 、 そ の 戦 乙女 が どれ ほど 美しく と も 、 決 し て 愛さ ぬ で あろ 
うと 思っ て いた 。 
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だ が し か し 、 此処 に その 醒め た 予言 は 覆っ た 。 
生ま れ て 初め て 愛 を 知っ た 無機 質 な 青年 は 、 そ の 後に 待ち 受け る 甘 劇 を 忘れ る よう に 、 戦 乙女 と の 愛 に 恥 消 する こと に 
な る 。 


wer や が て 、 彼 は 愛す る 女 の 好 計 に よっ て 自身 の 剣 を 使っ て 討た れる と いう 屈辱 的 な 最期 を 遂げ る 。 
し か し 、 シ グル ド は 愛 を 感じ て いた 。 狂おしい くら い に 熱 く 、 裏 切り を 許さ ぬ 刀 の 愛 を 微か に 憶え て いた 、 と いう 。 


最期 の 一 撃 は 憎悪 か ら で は な く 、 愛情 故に 。 


その こと を 知っ て いた 彼 は 、 た だ 満足 げに 笑っ た 。 NN A 
それ は 、 生 まれ て か とら 両手 の 指 で 数 えら れる ほど に し か 笑っ た こと の な い 男 の 、 快 心 の 笑い だ っ た 。 = 
〇 因縁 キャ ラ 


ブリ ュ ン ヒル デ 

何 も 言 うこ と な し 。 当 方 は た だ た だ 全力 で 彼女 を 愛す る の み 。 

そこ に 殺意 が あっ た と し て も 、 問 題 は な い 。 

ジー ク フ リ ー ト 

同じ 伝説 か ら 分 か た れ た 存在 。 

自分 と の 差異 が 気 に は る が 、 プ リュ ン ヒ ル デ が 別人 と 聞い て 、 ホ ッ と 一 安心 。 

西洋 剣術 で も 流派 が 異な る せい か 、 剣 技 を 教え 合っ て いる 。 

フー・ フ ー リ ン ( キ ャ スタ ー) 

買 殿 が フー・ フ ー リ ン 殿 か 。 
? 


当方 に と つて は 義理 の 妹 の よう な も の 。 

と は いえ 、 先 方 の 複雑 な 感情 も 致し 方 な し 
どう すれ ば よい だ ろう 、 妹 を 持つ 者 に 相談 で も し て みる か 。 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (水着 ) 

当方 、 相 談 相手 を 間違え た 模様 。 
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MED SAPICAARRENT ERA 
深い て いま す 


リ デ ィ ル & フ ロッ ティ 
(通常 は 銀色 、 最 終 再 際 で エメ ラル ド ?) 
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‚Famment trom Illustrator X 
オー ダー を お 受け し た 時 点 で 「 メ ガ ネ で 短髪 で 無骨 な 武人 キャ ラ ] と 指定 が あり 、「 メ ガ ネ 設 定 は どこ か ら …?!] と な り ま 
し た 。 ブ リュ ン ヒ ル デ と 合わ せ て 学 ラ ン と セー ラー 服 を モチ ー フ と し て 神 性 を 感じ る プリ ュ ン ヒル デ の 鎧 と は 対照 的 に 
現代 的 な 軍用 の プロ テク トス ー ツ の 様 な イメ ー ジ で デザ イン し まし た 。 再 了 臣 な どの 差分 で 顔 以 外 の 肌 が 殆ど 露出 し て い 
ませ ん が 、 胸 部 を 中 心 に ブリ ュ ン ヒル デ に 檎 を 打ち 込ま れ た 傷 が あり 、 心臓 部 は 今 で も 青い 炎 が 燃え 続け て いま す 。 つ 
まり 彼 も また ナポレオン と 同じ く 、「 消 え ぬ 災 の 快 男 児 ] で あっ た と いう 事 で すね 。 そ れ ま で の 幾多 の 戦闘 で 受け た 傷 は 
プリ ュ ン ヒル デ か ら 伝授 され た 治癒 の ルー ン で 癒し て いた 為 、 胸 の 傷 以外 は 殆ど 無傷 で の る そう で す 。 サー ヴァ ント は . 
生前 の 全盛 期 の 姿 を 形 造っ て いる と の 事 で す が 、 彼 に と っ て は 彼女 の 槍 を 受け た その 瞬間 が 最も ピー ク で あっ た の だ と に 
思い ます 。 思い 人 の 愛 を 受け た 男 は 無敵 な ん で す 。 ト ゲ の パー ツ が めちゃ くち ゃ 描き に くく て デザ イナ ー を 呪い まし た 。 ¥Y 
ば か じゃ な い の 。 (三輪 士郎) 
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ブリ ュ ン ヒル デ ( 未 使用 素材 ) 


fa te/ Grand) oral 


CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator 


シグ ルド と プリ ュ ン ヒル デ は セッ ト で の オー ダー を 受け て いた の で 共通 イメ ー ジ と し て 学生 服 や セー ラー 服 を モチ ー フ 
と し た 服装 に な り 、 現 代 的 な 直線 的 ライ ン の 兵 装 の シブ ルド と ワル キュ ー レ の 羽根 を 印象 付け る 神秘 的 な 装備 の プリ ュ 
ン ヒ ル デ と いう 組み 合わ せ に デザ イン し まし た 。 再臨 を 重ね る ご と に 暗い 蒼 色 の 鎧 は 白化 し 、 ワ ルキ ュー レ だ っ た 頃 の 
力 を 取り 戻し て いく 様 な 進化 系 を 想定 し て いま す 。 彼女 の 槍 は 本 来 柄 の 部 分 (2 臨 まで は 銀 、3 臨 で は 金 の 部 分 ) の み の 
状態 で あっ た の が 、 シ グル ド へ の 激情 を 得 て ハ ー ト 形 の 紫色 の 巨大 な 刃 ( ? ) を 得 た と いう 想定 で す 。 ゲー ム 中 の 戦い 方 
を 見 る と 巻 槍 の 様 な 使い 方 を し て お り 、 さ ぞ 重 か ろう な と 思い ます … 羽 根 の ティ アラ や 前 髪 の 左 右 非対称 感 で 彼女 の 内 
面 の アン パラ ンス さ を 表 し て いま す 。 ゲ ッ テ ル デメ ルン グ の 配信 を 機 に モー ショ ン や モデ ル が 改修 され る と 伺い まし た 
の で 、 わ が まま を 言っ て 宝 具 使 用 時 の 巨大 化し た 槍 の デザ イン を 新た に 起こ し まし た 。 (StB) 


| 1 ワルキューレ 


ラン サー ワル キュ ー レ (オル トリ ン デ - ヒ ルド - ス ルー ズ ) 
女性 58 北欧 神話 欧州 
| 属性 秩序 = 159cm [EEA 46kg 


EB Gls Gis Eile Ele 


o a > 


設定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : RAR 
CV : 田 中 美海 (オル トリ ン デ )、 小 松 未 可 子 (ヒル ド )、 雨 宮 天 (スルー ズ ) 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


と 


北欧 神話 の 大 神 オ ー デ ィ ン の 娘 で ある ワル キュ ー レ は 半 神 と も 呼べ る 存在 で あり 、 き わ め て 高い 神霊 適性 を 有 し て いる 。 
ちる 、 自 分 の 存在 や 行為 に 疑問 を 抱く 、 等 の 強い 感情 を 得 て し ま うと この スキ ル は 1 ラン ク ず つ 低 下 し 、 E ラ ンク 
に まで 落ち た 時 点 で 在り 方 が 完全 に 変化 (人 間 に 近い 性 質 に ) し て し まう 。 


CHARACTER Profile 


保有 スキ ル 


北欧 の 魔術 刻印 で ある ルー ン を 有 し て いる 。 

現代 の 魔術 師 が 行使 する も の と は 異な る 、 大 神 に よる オリ ジ ナ ル で あり 、 驚 異 的 な 威力 を 秘め て いる 。 

この スキ ル に よっ て 、 ラ ン サ ー の クラ ス で あり な が ら ワ ルキ ュー レ は さま ざま な 戦闘 補助 の 魔術 を 行使 する 。 攻撃 魔術 
の 行使 も 可能 だ が 、 戦 い の 勲 は 魔術 で は な く 肉 体 と 武器 に よる も の と いう 考え か ら 、 あ まり 使用 し な い 。 


大 神 オ ー デ ィ ン か ら 授かっ た 白鳥 の 衣 。 
(本 来 は 宝 具 だ が 、『FateGO] で は スキ ル と し て 表現 され る ) 


彼女 た ち は 戦 場 の 勝敗 を 決め た 。 


グン グ ニ ル 。 

大 神 オ ー デ ィ ン か ら 授 か っ た 武具 。 大 神 宣言 (グングニル ) の 劣化 複製 版 。 
真名 解放 し て 投稿 すれ ば 必中 機能 が 発動 する 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 真名 解放 は 行わ れず 、 通 常 武器 と し て 使用 され る ) 


ラク ナ ロ ク ・ 


終末 幻想 ・ 少 女 降臨 


ラグ ナ ロ ク ・ リ ー ヴ スラ シル 。 

完全 に 同期 し た 自分 た ち ーー 一 

複数 (自身 を 含め て 合計 10 騎 ) の ワリ ルキ ュー レ た ち が 一 堂 に 集い 、 ヴ ァ ル ハラ へ と 至る 勇者 の 魂 を 導く た め の 機能 の す 
べ て を より 合わ せ 、 手 に し た 宝 具 『 偽 ・ 大 神 宣言 を 一 斉 に 投げ 付け る 。 

対象 に 槍 の 投 括 ダ メー ジ を 与え る と 同時 に 、 効 果 範囲 に 一 種 の 結界 を 展開 。 あら ゆる 清浄 な 魂 を 惹 し み 、 同 時 に 、 正 し 
さき 生命 な ら ざ る 存在 を 否定 する 。 

サー ヴァ ント や 使い 魔 と いっ た 存在 や 、 術 式 、 幻 想 種 、 吸 血 種 、 等 々 の 魔術 や 魔力 に 類する 存在 を 退散 させ る 空間 を 作 
り 出す の で ある 。( 抵 抗 判定 に 失敗 し た 個体 を 退散 させ る ) 


ス ヴ ァ ン フ ヴィ ー ト 
y 


ス ヴ ァ ン フ ヴィ ー ト 。 

大 神 オ ー デ ィ ン か ら 授 か っ た 白鳥 の 衣 。 

これ を 纏う こと で ワル キュ ー レ は 飛行 能力 を 有 し 、 高 速 機動 を 可能 と する 。 天馬 が いな い 状 態 で は この 宝 具 に こそ 機動 
性 の 大 半 を 依存 し て いる と 言っ て も 過言 で は な い 。 

し か し 、 こ の 宝 具 の 真価 は 飛行 能力 で は な い 。 

真 の 効果 は 、 北 欧 神話 の 最高 存在 で ある 大 神 オ ー デ ィ ン に よる 加護 で ある 。 こ れ に より 、 ワ ルキ ュー レ の 精神 と 肉体 に 
は 絶対 性 が 保 た れる 。 

精神 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 魔術 や 能力 は 一 切 受け 付け ず 、 肉 体 は B ラ ンク 以下 の 物理 攻撃 を 弾く 上 に カロ リー を 
大 量 に 摂取 し て も 変化 し な い 。 

水浴 び の 折 に 脱い だ り し た も の を 隠さ れる と 「 も うお 嫁 に 行く し か ……] と な っ て し まう こと が 逸話 の 上 で は 多々 ある の 
で 、 要 注意 。 
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人 物 Nee EEE 


国人 称 (オル トリ ンダ) 第 一 再 临 

私 あな た / 〇 〇 / 〇 び 〇 様 (特に 、 マス ター に ) 彼 / 彼 女 /O 〇 さん 
人 称 (ヒル ド ) BB 

あたし きみ / 〇 O (呼び 捨て ) 彼 / 彼 女 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 

国人 称 (又 儿 一 又 ) B= 

私 305/00 (呼び 捨て ) 彼 / 彼 女 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 


( 性 格 

戦い の 何たる か を 熟知 し 、 勇 猛 の 四 さ に 寄り 添い 、 洞 察 に 優れ る 。 

表情 は 凛々 し い が 、 時 折 、 優 れ た 勇者 に は 優し く 微笑 み 掛け る こと も 。 

一 方 で 、 自我 の 認識 が や や 弱い 。 

決し て 無 感情 な 訳 で は な い が 、 地 上 の 人 間 た ちと 比べ る と 少し ずれ て いる 。 知 識 と し て 得 て い る こと は 多く て も 、 自 分 
が 体験 し て いる も の は ご く 少 な いた め 、 戦 闘 や 戦場 に 関わ ら な い 場面 で は きょとん と する こと が 多い (理解 で き な い の 
で は な く 、 ゆ っ くり 理解 し て いる ) 。 


大 神 オ ー デ ィ ン に よっ て 作り 出さ れ た 、 あ る 種 の 自動 的 機械 の よう な 存在 。 

た と えば 、 恋 に 落ち る 、 激 し く 憎 悪 する 、 な どの 強烈 な 感情 を 得る と 、 総体 と し て の 「 ワ ルキ ュー レ 」 か ら 固有 の 存在 へ 
と 変質 ・ 変 化し 、 人 格 お よび 肉体 が 「 ワ ルキ ュー レ と し て の 基準 ] か ら 大 きく 逸脱 。 最終 的 に は 半 神 か ら 零 落し 、 人 間 と 
ほぼ 同じ 生物 へ と 変質 する こと に な る 。 (最初 の 逸脱 者 が 長姉 プリ ュ ン ヒル デ で ある ) 


サー ヴァ ント と し て 現 界 し て いる 身 で あっ て も 根幹 に は 「 ヴ ァ ル ハラ へ 至る 勇士 を 導く 」 と いう 大 神 の 主命 が 根ざし て い 
る た め 、 勇 者 と みな し た 人 物 に 対し て は 半ば 自動 的 に スカ ウト を 試み る 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター が 優れ た 指揮 官 で お る と 認識 すれ ば 「 優 秀 な 勇士 と 認識 し て 接し て くる こと に な る だ ろう 。 

そこ か ら 先 、 交流 の 中 で 彼女 た ち が 感情 を 得 ら れる か どう か ( 神 性 ラン ク が 劇 的 に 下がっ て いく か どう か ) は マス ター 次 
第 。 


聖 本 に か ける 願い は 「 資 格 あ る 勇士 の 魂 を ヴァ ル ハ ラ へ と 導く ] こと 。 
神代 が 終わ ろう と 、 最 終戦 争 が 終わ ろう と 、 大 神 か ら 与 えら れ た 大 命 は 揺るが な い 。 


〇 台詞 例 

は い 。 私 た ち 、 存 在 と し て は ほぼ 同じ も の で す ] 

外見 も 、 口 調 も 性 格 も 一 人 ずつ 違う ? は い 、 そ れ は ……」」 

根本 原理 が 同じ な ん で す 。 私 た ち ワ ルキ ュー レ は 一 一 一 

た と えば 、 人 間 の みな さん は 、 お 互い の 意見 を ぶつけ 合わ せる こと が あり ます …… よ ね 。 私 た ち は 違 いま す ]」 
は い 。 私 た ち ワ ルキ ュー レ は 、 意 見 を 違え る こと が あり ませ ん 」 

テク スチ ャ は 違っ て も 、 同 じ シ ステ ム で 動い て いる ん で す ] 

で も 、 も し も 、 プ リュ ン ヒ ル デ お 姉 さ ま の よう に 、 シ ステ ム ご と …」 

(オル トリ ンダ ヲ ) 


プリ ュ ン ヒル デ お 姉 さ ま が いる な ん て 、 信 じ ら れ な い ! どう いう こと な の ?] 

あたし た ち じ ゃ な いあ た し た ち を 知っ て る ? 会 っ て 戦っ た ? は い ?] (異聞 帯 で の 戦い に つい て ) 
マス ター か あ …… 人 間 に 仕え る っ て いう の は 、 何 だ か 不思議 だ ね ] 

不思議 と 、 君 か ら は 命令 され て る っ て 感じ が し な いん だ 。 一 緒 に 戦っ て くれ る か ら か な 7? 

面白 いね 

(ヒル ド ) 


マス ター。 私 に 、 勇猛 を 示し て 下さ い ] 

[私 た ち は ワ ルキ ュー レ 。 大 神 オ ー デ ィ ン に よっ て 作り 出さ れ た 、 数 多き も の 。 大 神 命令 は 、 既に 我々 の 霊 基 へ と 入力 さ 
れ て いま す 。 変更 は され な い 、 総 対 に ……」 

戦闘 行動 を 開始 し ます 」 

攻撃 対象 を 紙 減 し まし ょ う ] 

お 姉 さ ま ] 

胸 が 、 あ た た か い …… こ れ は 、 何 ……?] 


〇 人 物 像 

鎧 に 身 を 包ん だ 戦 乙女 。 

大 神 の 娘 た ち 。 

北欧 神話 に お ける 最高 存在 で ある 大 神 オ ー デ ィ ン に よっ て 、 数 多く が 製造 され た 。 


数 多 の 戦場 の 空 を 舞い 、 戦 死 し た 勇者 の 中 で も 資格 ある も の を 選定 し 、 大 神 の 宮殿 た る 輝け る 黄金 の ヴァ ル ハ ラ へ と そ 
の 魂 を 連れ て 行く 。 

北欧 神代 の 終末 
神々 の 黄 皆 に て 、 巨 人 た ち を 居る 大 神 の 軍 の 列 へ と 加え る た め に 。 


+ 


大 神 オ ー デ ィ ン の 娘 と し て 存在 する 、 ワ ルキ ュー レ た ちの 個体 に し て 総体 。 

神霊 に 近い 存在 ( 半 神 ) で ある た め 、 高 ラン ク の 神 性 スキ ル を 有 し て いる 。 

神々 の 黄 皆 、 ラ ブナ ロク に 対す る た め に 大 神 オ ー デ ィ ン に よっ て 作り 出さ れ た 数 多き 存在 こそ が ワル キュ ー レ で あり 、 5 
る 種 の 自動 的 機械 と し て 機能 し 作動 する 。 

天馬 を 駆っ て 戦場 の 空 を 舞い 、 死 し た 勇者 た ちの 中 か ら ヴ ァ ル ハラ へ と 連れ て 行く べき 魂 を 選定 し て みせ る 。 し か し 、 英 
雄 シ ブル ド と 出逢っ た 長姉 プリ ュ ン ヒル デ が 強烈 な 感情 と 個性 を 得 て 零落 し た 瞬間 を 転換 点 と し て 、 徐 々 に 個体 数 を 減 
らし て いっ た 。 


神々 と 巨人 の 最終 戦争 さあ る ラブ ナ ロ フ の 開始 時 点 で は 、 既 に 「 当 初 の 半数 ] に まで 落ち 込ん で いた の で は な いか 、 と す 
る レポ ー ト が 1980 年 代 中 頃 に 時 計 塔 呪 衣 学 科 の ロー ド へ と 提出 され 、 一 時 的 な も の で は ある が 魔術 の 世界 に て 話題 と 
な っ た 。 


な ぜ 、 ワ ルキ ュー レ た ちの 半数 は 消え た の か ? 
レポ ー ト に よれ ば 、 プリ ュ ン ヒル デ を は じ め と し て 多く の ワル キュ ー レ た ち は 半 女神 と も いえ る 神霊 の 格 か ら 零 落し 、 個 
性 を 得 て 大 神 の 大 命 を 忘れ 去っ た の だ 、 と され る 。 


+ 


本 作 で 現 界 す る ワル キュ ー レ は 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て は 特殊 な 存在 で ある 。 

具体 的 に は 、 き わ め て 異例 な 霊 基 を 有 し て いる 。 

マス ター と の 同調 率 の 上 昇 に 伴っ て 魔力 が 増大 する こと は あっ て も 、 他 サー ヴァ ント の よう に 「 霊 基 再 際 し て 強力 な 形 
態 に 変化 する ] と いう こと が な い 。 ワル キュ ー レ は それ ぞ れ の 個体 ど と に 力 の 上 限 が ある た め だ 。 

カル デア 召喚 式 の シス テム に 従っ て ワル キュ ー レ に 霊 基 再 上 を 行わ せ た 場合 、 高 確率 で ワル キュ ー レ は 姿 を 消し 、「 再 定 
義 さ れ た 魔力 容量 に 相応 し い 別個 体 の ワル キュ ー レ ] が 代替 召喚 され る 。 


ワル キュ ー レ ・ オ ルト リン デ 
ワル キュ ー レ ・ ヒ ルド 
ワル キュ ー レ ・ ス ルー ズ 


カル デア 式 召喚 お よび 霊 基 再 臨 に 伴う 代替 召喚 で 確認 され る 個体 は 、 上記 の 3 騎 。 マ スタ ー と の 縁 が 結ば れ た (或いは 未 
来 に て 結ば れる で あろ う ) 個体 と 予想 され る 。 

魔力 の 多 究 は あれ ども 存在 の 本 質 は ほぼ 同等 で ある た め 、 彼 女 た ち は いずれ も 真名 「 ワ ルキ ュー レ ] と し て 現 界 する 。 IE 
確 に は スル ー ズ 、 ヒ ルド 、 オル トリ ン デ 、 と いっ た 個体 名 を 有 し て いる は ず だ が 、 彼 女 た ち は 「 そ れ ぞ れ 別個 体 で わる] 
と いう 扱い を 断固 と し て 拒絶 する 。 


「 ワ ルキ ュー レ に 、 本 質 的 な 差異 は あり ませ ん ] (スル ー ズ ) 

「 そ うだ よ 、 あ た し た ち は み ん な 根っこ で は 一 つの よう な も の だ も の ] (ヒル ド ) 
「 は い 。 プリ ュ ン ヒル デ お 姉 さ ま が お か し い の で す ……| (オル トリ ン デ ) 

彼女 (たち) は この よう に 語る 。 


+ 


な ぜ 、 彼 女 た ち は 特殊 な 霊 基 を 伴っ て 召喚 され た の か 。 

それ は 恐らく 、 北 欧 異聞 帯 に お ける 出会い と 別れ が 、 マ スタ ー に 対す る 縁 と し て 結ば れ た と いう 事 な の だ ろう 。 

な お 、 今 回 召喚 され た 彼女 た ち は 汎 人 類 史 の 彼女 た ち が 英霊 、 サ ー ヴ ァ ン ト と な っ た も の で あり 、 北 欧 異 聞 帯 で マス タ 
ー が 出会っ た 彼女 た ちと は 別人 - [完全 な 別人 ] で ある 。 


+ 
彼女 (たち) は 、 生 前 と 同様 に 「 資 格 ある 勇者 の 魂 を ヴァ ル ハ ラ へ と 導く ] こと を 大 命 と し て 認識 し て いる 。 


半 女 神 、 半 神霊 と 呼べ る 存在 で は ある も の の 、 主 た る 目的 は 魂 の 回 収 業務 で ある た め 、 こ と 戦闘 に つい て は さほど 得手 
と は し て いな い 。 と は いえ その 身 に 秘め た 性 能 と 魔力 は 常識 の 範 暑 に 収まる も の で は な く 、 サ ー ヴ ァ ン ト 戦 に あめ っ て も 
他 の 勇猛 の 英霊 た ち に 対し て 引け を 取ら 


〇 その 他 

「 ヴ ォ ル スン ガ ・ サ ガ ] 、 古 エ ッ ダ の 「 プ ズル ー ン の 唄 ]「 シ グル ズ の 短い 歌 ] 等 で は アッ ティ ラ 王 (アト リ 王 ) が プリ ュ ン 
ヒル デ の 兄 だ と され て いる 。 

アッ ティ ラ す な わ ち 破壊 の 王 ア ル テ ラ と 、 か つて ワル キュ ー レ で あっ た プリ ュ ン ヒル デ に どの よう な 関係 が の る の か は 
定か で な い 。 

或いは 、 大 神 オ ー デ ィ ン が ワル キュ ー レ を 形作る 際 に モデ ル と し た 「 端 末 と し て の 自動 機械 」 が 如き 存在 こそ が アル テラ 
な の だ と し た ら …… ツ ? 

無論 、 七 世紀 の 存在 で ある アル テラ が 、 神 代 に 活動 し て いた は ず の ワル キュ ー レ た ちの 原型 で ある は ず も な い 。 

し か し 、 英 霊 アル テラ は 現 界 し た プリ ュ ン ヒル デ を [tk] と 呼び 、 ワ ルキ ュー レ た ち を も 同じ よう に 「 妹 ] と 呼ぶ の で あ 


CHARAC 


> ES Re [PA se, 
〇 因縁 キャ ラ 


多く の サー ヴァ ント ーー 
多く の 英雄 た ち に 対し て 、 エ イン ヘリ ャ ル の 勇者 と し て ヴァ ル ハ ラ へ 赴く に 相応 し い 戦士 で ある と ワル キュ ー レ は 認識 ; 
し て 、 勧 請 モ キー ド に な る 。 

恐らく 、 首 育 する の は 北欧 出身 の エイ リー ク だ け と 思わ れる が …… し か し 実際 に は 、 エ イリ ー ク は 現在 の 自分 の 状態 を | 団 
まさ に 死後 の ヴァ ル ハラ で の 待機 状態 と 理解 し て いる よう で あり 、「 も う ヴ ァ ル ハラ に 行っ て る ]」 と いう 類 の 反応 に な る : 
模様 。 そう な る と 、 ワ ルキ ュー レ た ち は 頭 に 疑問 符 を 浮か ば せる 他 に な い 。 

神 性 持ち サー ヴァ ント 

神 性 を 有 し て いる 相手 は 勧誘 し な い 。 

女性 サー ヴァ ント 

アル トリ ア や 章 皿 な ども 勧誘 対象 で ある 。 

すなわち ワル キュ ー レ は 女性 も 勇士 と し て 認定 し 得る 。 

アス トル フォ > 
勧請 し な い 対象 。 
PEACE! 

ワ x3「(⑳ い っ )」 

ア [ え ー っ 。 WTI] 
プリ ュ ン ヒル デ 

ワル キュ ー レ の 長姉 。 か つて は 同型 で わり [私 た ち 」 の 一 人 で あっ た は ず の 存在 。 W 
な ぜ 、 あ ん な 風 に 背 が 高く な っ て いる の だ ろう 。 ER 
な ぜ 、 あ ん な 風 に 美しい の だ ろう 。 

な ぜ 、 あ ん な 風 に 夏 え た 表情 を 浮か べ て いる の だ ろう 。 

ワル キュ ー レ は 腹 す こと な く プ リュ ン ヒ ル デ に 尋ね る 。 既 に 私 た ちの ひと り で は な く な っ た 貴方 は 、 大 神 の 言っ た よう 
に 不幸 を 得 た の か 、 と 。 幸せ な ど 欠 片 も な く 、 空 を 飛ぶ こと も で きず 、 大 神 の 宮殿 へ 帰る こと も な く 、 た だ 地上 で [ 感 


情 ] と 呼ば れる 情報 の 汚濁 …… す な わ ち 不幸 に 身 を 浸し た だ け に 過ぎ な い の か 、 と 。 | 
それ と も 一 一 一 1 
シグ ルド 


長姉 プリ ュ ン ヒル デ を 惑わ せ た 相手 。 

彼 を 見 る と 、 ワ ルキ ュー レ は 胸 の ざわ つき を 感じ て し まう 。 
それ が 感情 の 曲 芽 と 気付 か ぬ ま ま に 。 

スカ サハ = スカ ディ 

北欧 の スカ ディ 神 ! 

の よう な 、 そ う で な いよ うな ……? 

スカ サハ (ラン サー〕} 

北欧 の スカ ディ 神 …… で は な く 、 別 人 。 ど うし て 見 間違え て し まう の か 。 
アル テラ 

彼女 は 、 長 姉 ブ リュ ン ヒ ル デ の 「 姉 ] で ある と いう 。 

一 体 どう いう こと な の か ? 

巴 御前 

ゲー ム を 教え て くれ る カル デア の 「 友 人 ]。 


第 一 段階 ー 
(オル トリ ン デ ) 


檎 デザ イン : 下越 
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Ran 


ワル キュ ー レ を 表す 「 戦 乙女 ] と いう 表現 が 本 当 に 大 好き で 。 創作 同人 誌 で リル キュ ー レ の 物語 を 描い て いた こと も あり 、 
色々 と 思い 入れ の ある キャ ラク ター で す 。 群体 と し て の ワル キュ ー レ の 象徴 の よう な 、 自 我 と 個性 の 薄い オル トリ ン デ 。 
好奇 心 と 活力 に 溢れ て いる ヒル ド 。 戦 乙 女 と し て の 王道 デザ イン の スル ー ズ 。 群体 と いう 特性 を 、 段 階 変化 ご と に 声優 


さん も 変わ る と いう 豪華 仕様 で 表現 し て 思 え た の が 大 変 = れ し か っ た で す 。( 武 内 崇 ) 


だ nt from_lllustrato 
宝 具 時 に 登場 する ワル キュ ー レ さん 達 。 別 の 企画 で デザ イン し た ワル キュ ー レ な の で す が 、 許 可 を 貰っ て こち ら で も ゲ ho 
ARES CHVELE. (HAR) 
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クラ スス キル 


女王 と し て 、 何役 で あろ うと 己 が 城 を 作り 上 げ る 。 


現代 の 魔術 で 言う と ころ の 神殿 フラ ス に 相当 する 規格 外 の 能力 だ が 、 本 人 と し て は 「 あ まり この 手 の も の は 得意 で は な 
い ] と の こと 。 な ら ば 、 正規 の 北欧 主神 に し て 魔術 の 神 で あっ た 大 神 オ ー デ ィ ン は どれ ほど の 腕 な の だ ろう か ? 


装備 に せよ 霊 藤 に せよ 、 樹 木 の 類 に せよ 、 大 半 は 低温 に な る よう だ 。 触る と 冷た い 。 


SORA ee 

女神 で ある こと を 現す スキ ル 。 

神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 

神 で あり な が ら 巨 人 と し て の 性 質 も 同時 に 併せ 持つ スカ サハ ニス カ デ ィ は 、E X ラ ンク で は な く A ラ ンク に 分 類 さ れ て 
いる 。 
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現代 の 魔術 師 た ち が 使用 する も の と は 異な り 、 大 神 オ ー デ ィ ン の 編み 出し た 原初 の ルー ン で ある 。 そ の 威力 は 人 知 を 超 
える 。 


雪山 の 女神 、 北 欧 の 神 ス カ デ ィ の 性 質 を ちら わ す ス キル 。 

万 物 を 凍え させ る 、 極 北 の 風 の 具現 。 

本 来 は 権能 で ある た め 、A ラ ンク 以上 の 威力 を 発揮 すれ ば 、 女 王 ス カサ ハ は 霊 核 ご と 完全 に 消滅 し て し まう 。 その た め 、 
本 スキ ル の 使用 は B ラ ンク まで に 限ら れる 。 


か つて 大 神 オー ディ ン が 片目 を 捧げ て 得 た と いう 大 いな る 舞 釧 を ベー ス と し た 、 ラ ン サ ー・ ス カサ ハ の 魔境 の 智 類 ス キ 
ル に 似 て 非 な る も の 。 


宝 具 


死 溢 る る 魔境 へ の 門 


ゲー ト ・ オ ブ ・ ス カイ 。 
世界 と は 断絶 され た 魔境 に し て 異 境 、 世 界 の 外側 に 在 る [ROB] へ と 通じ る 巨大 な [PI] を 一 時 的 に 召喚 。 女神 スカ デ 


ィ で は な く 、 ケ ルト の スカ サハ と し て の 自己 が 本 来 支配 する は ず の 領域 で ある 「 影 の 国 ] の 一 部 た る 「 影 の 城 ] が 姿 を 見 | > 
せる 。 | 
効果 範囲 の 中 の 存在 の うち 、 彼 女 が 認め た 者 に の み 、「 影 の 城 ] は 多大 な る 幸運 と 祝福 を 与え る 。「 影 の 城 ] に 愛さ れ た 者 
は 、 力 な き 身 で あろ うと も 強大 な 敵 を 打ち 倒す 。 

通常 の 聖杯 戦争 で この 宝 具 を 効果 的 に 用 いれ ば 、 驚 くべ き 番 狂わ せ を も た ら す 可能 性 も ある 。 

スカ サハ ニス カ デ ィ は 、 な せ ぜ 自 分 が この 室 具 を 使用 する の か は っ きり と は 理解 で き て いな い 。 北欧 の 神々 か ら 与 えら れ 
た 加護 が 、 も う ひ と り の 自分 (ケル ト の スカ サハ ) に 由来 する 異 境 の 力 を 行使 させ て いる の で あろ うか 、 そ う で あろ うな 、 
程度 の 認識 で ある 。 


KD 


私 


回 お まえ / 買 様 / 〇 〇 (呼び 捨て ) BEA 奴 / あ れ / 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性 格 
神々 の 花嫁 に し て 、 北 欧 異聞 帯 に 君 欠 し て いた 女王 。 

勇 土 を 育て る 師 と し て の 顔 が 一 切 存在 し て いな い 。 武芸 の 達人 で は 、 な い 。 

ラン サー や アサ シン と し て 召喚 され る 「 汎 人 類 史 の スカ サハ ] と は 完全 な 別人 で ある と 考え る べき だ ろう 。 


超 然 と し つつ も 親しみ 易かっ た ラン サー・ ス カサ ハ と は 異な り 、[ な に か 踏ん で し まっ た か な | 「 お や 小さ きも の (人 間 ) 
办 | 「 愛 そう か 、 殺 そう か ] と 、 ま さ し く 自然 (神々 ) その も の の 超 然 な 気まぐれ を 有 し て いる 。 

ーー 一 息 を 吹く 。 吹 雪 に な る 。 生 物 は お お むね 死ぬ 。 

ほぼ え お 。 常 春 に な る 。 生命 は 華やか に 芽 吹 く 。 

どちら も 、 彼 女 に と っ て は 等 価 。 


異聞 帯 を 統 べ て いた 頃 に は 隠し 続け こき た も の の 、 彼 女 の 心 に は 「 取 り 残 され た 者 ] と し て の 哀切 が ある 。 
神々 に 愛さ れ 、 求婚 され 続け た 女神 で あっ た も の の 、 気付 け ば ラブ ナ ロ ク の 果て に すべ て の 神々 は 姿 を 消し て お り 、「 異 
聞 帯 と し て の 北欧 世界 最後 の 神 ] に な つっ て し まっ て いた ゆえ に 。 


関係 を 深め て いけ ば 、 い ずれ 、 女 王 と し て の 顔 以 外 の …… 彼 女 自身 の 個性 が 見 えて くる だ ろう 。 
神 で も な く 支配 者 で も な く 、「 北 欧 の 母 ] と し て の 仮面 さえ 剥げ 落ち た 、 素 の 彼女 が 。 


異聞 帯出 身 の サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 する 彼女 は ラン サー・ ス カサ ハ を 「 別 人] と 見 な し て いる 。 た と え ラ ン サ ー の 彼女 
と の 交流 を 深め て いた と し て も 、 改 め て 、 一 か ら 絆 を 結ぶ し か な い 。 
女王 スカ サハ は 人 間 に あ ま り 興 味 を 抱い て は いな い が 、 世 界 を 救 お うと 足 揺 く マス ター の 姿 を 見 つめ る うち 、 い ずれ 何 


か を 感じ 取っ て くれ る だ ろう 。 


「 な に か 、 踏 ん で し まっ た か な ?] 

「 お や 、 小 さき も の か 。 死 の 氷雪 に 君臨 する 我が身 を 呼ん だ の は ] 

「 存 分 に 足 拉 く が いい 。 股 え 、 凍 て 付き 、 砕 け 散 る と きま で 、 あ きら め る 事 は 許さ ん ぞ ] 

「 愛 そう か 、 殺 そう か 

「 決 め た よ 。 お まえ は 、 我 が 城 の 影 に 溶け る し か な か ろう 」 

「 や め よ や め よ 、 無 間 や た ら と 近付く で な い 。 人間 の 熱 を 私 は あま り 好 まめ ぬ ] 

「 あ づ ー い …… は っ 、 な 、 な ん じゃ 。 PHA. 今 の は きか な か っ た 事 に せよ 。 死ね 。 凍え て 死ね 。 水 と な っ て 私 を ひん や 
りさ せよ !」 
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N 


Eu 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

スカ ディ (スカ ジ ) の 名 は 上 古 ノ ルド 語 で 「 傷 つく る 者 ] を 意味 する 。 古 エッ ダ の 「 ブ リー ム ニ ル の 歌 ] に よれ ば 「 忌 まわ し 
き 巨 人 スィ ア チ ] の 娘 で あり 、 父 と 共に ど よ めき の 国 ス リュ ユ ム ヘイ ム の 古い 館 に 住ん で いた 。 

後に 北欧 の 神々 の も と へ 嫁い だ た め 、「 神 々 の 柚 し い 花 嫁 ] と 呼ば れる 。 

スカ ディ は ス ア ンド ル グ ( ス キー の 神 ) 、 も し く は ス ア ンド ルディ ー (スキ ー の 女神 ) と も 称 され る 。 山 に お ける 狩り の 
達人 で あり 、 ス キー の 名 手 で ある と 伝え られ た 。 


つ 「FateGO| に お ける 人 物 像 

北欧 異聞 帯 に 由来 する サー ヴァ ント 。 

汎 人 類 史 の スカ サハ と は 「 完 全 な 別人 ] で あり 、 異聞 帯 で の み 成 立 す る 神 、 女 王 と し て の 性 質 に 大 きく 傾い た 存在 で ある 。 
ケル ト の 英雄 スカ サハ と 由来 を 同じ くす る 北欧 の 巨人 、 山 の 女神 一 一 スカ ディ (ANY) の 特徴 が 多く 現 出 し て いる 。 
スカ ディ の 側面 が 濃い スカ サハ 、 と いう より も 「 ス カサ ハ の 人 性質 を 一 部 有する スカ ディ 」 と 表現 すべ きか 。 


本 作 に お ける スカ サハ と スカ ディ は 完全 な イコ ー ル の 存在 で は な い が 、 互い に 影響 を 与え 合い 、「 混 じ り 合っ た ] と いう ‘ 
解釈 を 取る 。 ラン サー と し て の スカ サハ が 大 神 オ ー デ ィ ン の 所 有する 原初 の ルー ン を 譲り 受け て いる の も 、 あ る 意味 、 こ P 
ORG (習合 ) ゆえ で あろ う 。 


ノル ウェ ー 王 統 の 歴史 書 『 ヘ イム スク リン グラ 」 に よれ ば 、 ス カ デ ィ (ANY) は 一 度目 の 夫 で ある 海神 ニョ ルズ と 離婚 
し 、 オー ディ ン と 再婚 し た 事 に な っ て いる 。 
本 作 の 彼女 は 未婚 だ が 、 後 世に そう 記さ れる 程度 に は 目 を 掛け られ て いた …… は ず で ある 。 


「 ス カサ ハニ スカ ディ 」 と し て 異聞 帯 に 存在 し た 彼女 は 特に スカ ディ の 混合 比率 が 高く 、 その た め 、 神 々 の 花嫁 と し て の 
性 質 を 多数 有 し て いる 。 


o 


落ち 着い て いる よう で 、 割 と ウッ カリ し て いる 。 

と て も 計算 高い よう で 、 割 と ぼや ん と し て いる 。 

冷や や か な 氷 の よう で 、 割 と あたたか み が あ る 。 

神々 の 花嫁 と し て 愛 で ら れ 、 大 切 に 扱わ れる モノ と し て 存在 を 得 て い る た め 、 正史 (ラン サー・ ス カサ ハバ) ほど の 厳し さ 
を 持ち 合わ せ て いな い 。 ケ ルト 神話 に 登場 する スカ サハ と し て の 成分 は 薄く 、「 影 の 国 ] に まつ わる 知識 も ほぼ 持た な い 
が 、 一 方 で 宝 具 は 「 影 の 国 ] の も の で ある 。 こ こ に 本 人 は 不 自然 さ を 感じ て いな い 。 


北欧 異聞 帯 を 生き た 存在 で あり 、 

ある 意味 、 異 聞 帯 を 象徴 する 存在 こそ が 彼女 で ある 。 

本 来 、 異 聞 帯 で し か スカ サハ ニス カ デ ィ は 存在 し な い 。 も し も 似 た 存在 を 汎 人 類 史 か ら 召 喚 す る と し た ら 、 完全 な 神霊 
スカ ディ の 分 霊 あ た り が いい と ころ だ ろう 。 


ちな み に 「 神 々 の 花嫁 ] で は ある も の の 、 北 欧 の 神々 は みん な 恋 の さや 当て 止ま り で 、 結 局 誰 に も も ら わ れ な いう ち に ラ 
グ ナ ロ グフ で 皆 死ん で いっ て し まっ た (スカ ディ を 守り な が ら ) 。 彼女 に と っ て の 本 命 は お そら く オ ー デ ィ ン だ っ た と 思わ 
れる が 、 絶 対 に は っ きり 口 に し な い 。 神代 、 特 に ラブ ナ ロ ノ 初期 の 詳細 に つい て は 寂し く 微 笑 お の み 。 


カル デア 召喚 式 に よっ て 現 界 する の も 、 や は り 異 間 帯 サー ヴァ ント と し て の スカ サハ ニス カ デ ィ に な る 。 汎 人 類 史 の ス 
カサ ハ を 見 る と 、 目 が 点 に な る 。 あっ ちの ほう が ちょ っ と 大 人 びている …… し か も な ん だ か 自分 より し っ か り し て いる 


〇 その 他 
属性 の [混沌 | は 自己 申告 に よる も の 。 北欧 異聞 帯 を 支配 し た 頃 に は 自分 自身 の 意向 こそ が 社会 秩序 で あっ た も の の 、 死 
し て 英霊 と し て 再現 され た 今 で は 異な る が ゆえ 、 と の こと 。 


4 
PRA SES し た [女王 スカ サハ = スカ ディ 」 と いう 霊 基 も 、 他 に 存在 し て いる らし い 。 


aa 

氷雪 を 用 いた 魔術 。 

時 折 、 ゲ イ ・ ボ ルク を 思わ せる 槍 を 複数 本 、 影 か ら 取 り 出し て 使用 する が 、 な せ ぜ 自 分 が ソレ を 使え る か は よく わか っ て 
いな い 。 
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〇 因縁 キャ ラ 

スカ サハ (ラン サー)〕 

うそ …… お こう の 私 、 凛 々 し すぎ ……? 
スカ サハ (水着 ) 
あわ わ わ 恥ず か し い 
クー・ フ ー リ ン 各 種 
な ん だ か 妙 な 心持ち に な る 。 

面 と 向かっ て 話す こと が で き な い 。 

REITS 

女王 と し て の 在り 方 は 、 さま ざま だ 。 ああ いう も の も 悪く は な いさ 。 
rm と クー ル に 思っ て いた の だ が 、 メ イヴ は し きり に 話し か け て くれ る 。 
ブリ ュ ン ヒル デ 


あわ れ な 娘 よ ーー 一 

と 思っ て いた が 、 最 近 で は 考え 方 を 変え つつ ある 。 
ワル キュ ー レ 

長姉 の 辿っ た 道 を 、 あ れ ら も 辿る の だ ろう か 。 

と 思っ て いた が 


シグ ルド 
現 界 し て し ば らく 経っ て 、 や っ と 慣れ て きた 。 
は じ め の うち は 顔 を 見 る た びに 「 ス ルト | と な っ て いた 。 
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El 

ラン サー スカ サハ に 比べ 

や や 縦 幅 が 広い 。 若干 つり 目 が ちな の が 
強調 され て 見 える か も 。 


両端 の み 留 まっ て いて 
間 は 全て 浮い て いま す 
(立ち 絵 参 照 ) 


SAN: 
立ち 絵 イ ラス ト で は 不透明 度 30% で す が 、 
見 栄え の いい よう に 変更 可 で す 。 
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肌 、 目 の 色 は ラン サー スカ サハ と 同じ で す 。 
髪 の 色 は 若干 青 寄り で す 。 

ラン サー スカ サハ の 身長 が 168cm に 対し 、 
キャ スタ ー ス カサ ハ の 身長 は 162cm と 少し 低い で す 。 
頭 身 も や や 低め 。 


ゲイ ボル クオ ル タ ナ ティ ブ と 
同じ く 細か いう ね う ね が 
あり ます 。 う ね う ね は 銀色 。 
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¿=== 


形状 、 サ イズ と も ラン サー スカ サハ の ゲイ ボル ク ・ オ ル タ ナ ティ ブ と 同じ で す 。 


N 


* 柄 の う ね う ね を 
省略 し て ます 


Fr Sy 


BILADT 1 OKLA. HELBERENFARND -ANSHT4 IO 
赤 が グラ デー ショ ン で 入っ て いま す ( 攻 撃 の 残像 な ど に 反映 可 ) 


| 袖口 


色 違 いで す が 、 
第 二 再臨 と 共通 


* 袖 口 の 刺繍 は 第 二 と 第 三 で 
異な り ます 。 


スト ッ キ ング 
mM 
Le 
ライ ン 部 分 断面 AT 白 の シー スル ー 
き ラ イン oo | 
濃 筐 ライ ン 
WM In ここ は 透け ませ ん 
MBAS ASS LAT. 


中 央 に 細く 浅い 溝 が あり 、 そ れ が 
金 の ライ ン に な っ て いま す 。 


髪 を 縛っ て る 布 
イメ ー ジ 的 に は こん な で す 


の 
6 枚 花弁 が 1 枚 欠け た も の 。 
濃紺 と 白 は 布 の 重ね で は な く 1 枚 。 


硬め の 布 で ひら ひら 
し た り は し ませ ん 。 
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マン ト と スカ ー ト は 布 の 多重 構造 
で す が 、 裾 部 分 だ け は 別れ て いて 
大 部 分 は 一 体 化し て いま す 。 

・・・ な の で 別々 に 
は た めい た り は し ませ ん 。 

(バト ルキ ャ ラ で は 単 一 の 
パー ツ で OK で す ) 


マン ト な し 


金 の 極細 鎖 と 
幅 の 細い 金 の ブ プレー ト が 
ぶら 下がっ て ます 。 


Comment from Illustrator 


最初 に 女王 スカ サハ と 聞い て 、 影 の 国 の 女王 か な ? と 思っ た ら 全 然 違っ て て 、 氷 の 国 の ちょ っ と ふわ ふわ し た 女王 様 で 
し た 。 第 一 は 水 の 城 に 居 そ うな 女王 、 第 二 は スカ サハ を イメ ー ジ させ る 武闘 派 寄 り に 、 第 三 は パト ルド レス と いう 感じ 
で デザ イン し て み ま し た 。 第 三 は 神々 の 花嫁 と いう 北欧 神話 の 故事 に な ぞ ら えて 使っ て も ら え た よう で すね 。 容姿 は ス 
カサ ハ よ り 若 い イ メー ジ で 、 体 格 も や や 小柄 で す 。 姿 こ そ 似 て ます が 「 別 キャ ヤラ] と いう つも り で 描い て いま す 。( こ や 
まひ ろか ず ) 


ジャ ン ヌ * ダ ルク [アー チャ ー 


クラ ス アー チャ ー | ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 
Ext: 国史 実 、「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス ティ バル !| EEE フ ラン ス 
Er.» EX 159cm EE 44ke 


nc Gags Edo: EC Ed) Eda 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン : RAR 


CV: 坂 本 真綾 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


DORE Oe e 


の ca Oo. 効 化す る 。 
| 大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


イル カ も 遊ぶ 。 海 の 近く に いる 限り 、 彼 女 の 魔力 は な ぜ か 供給 され 続け る 。 


£ 

& マス ター 不在 で も 行動 で きる 。 
1 
p 


略し て EES。 
終わ ら な い 夏 を 全力 で 楽し むべ し 、 と いう 心意気 。 


一 


水辺 の 聖女 (ドル フィ ン ) : A+ 


サー ヴァ ント ・ チ ア !:B N 
ルー ラー クラ ス で な く な っ て も 、 そ の 応援 精神 は 変わ ら な い 。 

一 緒 に が ん ば り ま し ょ う 、 と 言い つつ ぎゅ っ と 手 を 握り 締め 、 他 人 を 勘違い させ る 。 
本 人 的 に は 応援 の つも り 。 


H 
ja 


豊和 柄 た る 大 海 よ 、 歓 喜 と 共に 


デ ・ オ セア ン ・ ダ レグ レス 。 

海 に 祈り を 捧げ た こと に よる 、 幻 獣 召 喚 。 

幻 獣 に 縁 が あめ る の か 、 海 に 纏わる も の な ら 大 抵 呼 び 出 し 、 
力 を 行使 する こと が で きる 。 

圧巻 は シロ ナガ スク ジラ 。 な ん か 押し 潰さ れ て 死ぬ 。 

な お 、 ジ ャ ン ヌ は 律儀 に 一 頭 一 頭 に 名 前 を つけ て いる 。 


今回 、 水 着 に な っ た も の の 本 人 と し て は さして 違っ て いる も の は な い 、 と 思っ て いる 。 

も ちろ ん 、 減 茶 苦 茶 違う 。 

普 性 で は な く 夏 を 尊 び 、 終 始 ふ わっ ふわ し た 能 天 気 さ ご は 、 明 ら か に 夏 に 浮か れ て いる 感 全 開 で ある 。 
な お 、 水着 は 自分 を 装う と いう より 、 あ くま で 夏 を 楽し む お むための も の 、 と いう 考え が 強い 。 


し か し 、 そ の 霊 基 も 最終 段階 に 入る と 『 浜 辺 の イル カ の お 姉さん 」 か ら 「 常 夏 に 舞い 降り た 聖女 ] へ と クラ スチ ェ ン ジ 。 
主 の 加護 を 光 の 輪 (ハイ ロウ) に 変え 、 や り た い 放題 の 高 機動 射撃 聖女 と 化す 。 


「 本 当 な ん な の アン タ 、 な ん な の よ ア ンタ ] 
と は 妹 (オル タ ) の コメ ント 。 


〇 マス ター へ の 態度 
元々 、 保 護 者 然 と し た ムー プ を こなし て いた が 、 ル ー ラ ー で ある 少女 は 規律 正 し さ を モッ トー に 、 一 線 を 引い た 付き 合 
い に 終始 し て いた 。 


が 、 ア ー チ ャ ー ク ラス に な っ た こと で ルー ラー と し て の 理性 が 壊滅 。 

晴れ て 自分 を 姉 だ と 思い 込む 悲し み の モ ンス ター に 転職 。 

当初 こそ 「 自 分 を 姉 だ と 思っ て いい ] と いう 程度 の 認識 だ っ た が 、 水 着 侯 豪 に な っ た 際 に は テン ショ ン が 最高 に ハイ に な 
っ た の か 、 洗 脳 ビ ー ム も 放つ た 。 


「 い や マジ で な ん な の アン タ 。 ど うい う 頭 の 構造 し て ん の アン タ ] 
と は 妹 (オル タ ) の コメ ント 。 


「 主 よ 、 こ の パカ ンス を 捧げ ます …… 

「 さ あ 、 行っ きま す よ ^! 

聖女 より 、 大 いな る 海 の 恵み を お 届け で す ! 

ホッ プ ・ ス テッ プ ・ グ レイ ト オ ー シ ャ ン ! 

デ ・ オ セア ン ・ ダ レグ レス 

「 召 喚 に 応じ 、 参 上 し まし た 。 ジ ャ ン ヌ で す ! 

今回 は パカ ンス アー チャ ー な の で 、 堅 苦し いこ と は 言い ませ ん 。 
夏休み 、 楽しみ まし ょ う ね !」 


we 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
BORIC, BREEDS BEE? させ て し まっ た の で ある 。 
ルー ラー か ら ア ー チ ャ ー に クラ ス を 変化 させ た こと で 、 元々 素養 の あっ た 破天荒 さ が 更 に 強化 され た 。 


本 人 的 に は ちょ っ と テン ショ ン が 高い だ け で 、 ル ー ラ ー ク ラス と 然 程 変 わり は な いと 思っ て いる 。 


「 い や 全然 変わ っ て る か ら 。 全 然 何 も か も 変わ っ て る か ら 。 
ルー ラー クラ ス よ り 逢 か に タチ 悪く な っ て る か ら ]」 
と は 妹 (オル タ ) の コメ ント 。 


また 、 着 替え た せい か 新た な 趣味 と し て 漫画 の サー クル 活動 も 開始 。 
マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト と 共に サー クル 『st. オ ルレ アン ] を 結成 。 
本 人 た ちと し て は ラブ コメ 漫画 を 描い て いる つも り だ が 

「 ど こ を 読ん で も 爆破 シー ン が ある ] 

「 甘 酸っぱ いと いう より 飽和 し た 砂糖 水 み た い ] 

[連絡 先 を 聞き 出す た め に 大 砲 で スマ ホホ を 撃ち 込む 理由 が わか ら な い ] 
Es 別 の 意味 で 評判 だ っ た 模様 。 


[何で 売れ て る の か 本 当 に 訳 わ か ん な いん だ けど ] 
と は 妹 (オル タ ) の コメ ント 。 

〇 通常 武器 

イル カ 、 リ ング 、 ボ ー ル な ど 


〇 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ オ ル タ ( 水 着 ) 

漫画 を 創る の で すね 、 私 も 創り ます 。 

一 緒 に が ん ば り ま し ょ う ! 

と ころ で ドイ ツ 語 辞典 が 必要 な ん で すか ? な ぜ に ? 

あと 、 そ の 日 本 刀 は どこ か ら ? 

に リー 

二 人 が 揃う と 、 最 早 砂浜 は ゴー ジャ ス ・ セ レブ の 海 と 化す 。 

元々 うま が 合う の も あっ て か 、 基 本 的 に は 二 人 行 動 を する こと が 多い と か 。 
他 水着 サー ヴァ ント 

華やか な の は 良い こと で すね ! 

地味 な 私 な ど が 加わ っ て いい か どう か は 分 か り ま せん が 、 名 も 無き 花 の 代表 と し て 、 頑 張り まし ょ う ! 


a と も っ と も 華やか な の に そん な こと を 考え て いる 。 

基本 、 水 着 は あく まで 仲間 に 加わ っ て 楽し むり た め の も の で 、 自 分 自身 を 着飾っ て いる 、 と は あま り 考 えて いな い 。 
アス トル フォ ・ セ イ パ ー 

可愛 い ラ ビッ ト ? 

WHY な ぜ に ? 


TE 


イル カ ( リ ー ス ) 


mment from illustrator 


水着 ジャ ン ヌ は 、 攻 撃 方 法 で ちょ っ と 悩ん だ キャ ラ で し た 。 アーチャー と いう こと で 、 は じ め は 巨大 な 水鉄砲 と いう の 1 
も 考え た の で す が 、 聖女 に 銃 は どう し て も な じ ま ず 。 紅 余 曲折 の 果て に 「 こ こ は も う 、 イ ルカ し か な い ] と な り 、 現在 の 

イル カ 聖 女 に な り ま し た 。 第 一 段階 の 水着 は 、Fate/ エ クス テラ で の ジャ ン ヌ の 水着 姿 を アレ ンジ する 形 で デザ イン し 

て いま す 。 (HAR) 


EN E 「 御 伽 草子 」 な ど /「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー- 
Ea EN 1470m:50k8 
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用 スミ ルル 
j Wy 
/ 対 魔力 :C 


| : 
| | 知力 と 耐力 の パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 を 春 わ れる 。 


霊 基 が 変わ っ て も 残っ て し まっ た パー サー カー 時 の クラ ス 別 スキ ル だ が 、 鬼 と し て の 種族 特性 と も 合わ さっ た モノ で あ 
る た め 、 例 外 的 に 制御 が 可能 。 制御 中 は 理性 が 存在 し 、 落 ち 着い て 会 話 も で きる 。 \ 


NO roo ll E TU 

それ は も う 河 童 な の で は ? 茨木 は 許し ん だ 。 

吉 基 が 変わ っ た せい だ ろう か ? 

いや 待て 。 そ うい えば 夏 の 少し 前 、 洒 章子 に 骨 か 何 か を ゴキ リ メ キ メキ と 弄 ら れ た よう な 気 が し な いで も な く 、 あ れ 
以降 な ん だ か 体 の 調子 が 変わ っ た よう な 気 が … 

な ん で あれ 、 酒 知 の くれ た モノ で あれ ば 悪く は な か ろう ! 

と に っ こり 笑っ て 思う 次 木 で ある 。 よかっ た ね 。 


吾 は まだ 帰ら ぬ !: B+ 


仕切 り 直 し スキ ル が まさ か の 進 1 

タ 暮 れ に な っ て し まっ た けれ ど 、 ま だ 宿 に は 戻り た く な いし 、 も っ と 浜辺 で 遊ん で いた い 。 
暗く な っ て も 遊び た い 。 

で も 、 皆 が 帰る な ら 帰 る より 他 に な い 。 ひと り で 遊ぶ の は あま り 楽 し く な い ……。 

そん な や る せな い 茨 木 の 気 持ち が 顎 れ て いる 。 


サマ ー タ イム トラ ブル ガー ル : A 
HOR APLI. 
知ら ず 知ら ず の うち に 褐 福 を 招き 寄せ る スキ ル 。 


さあ 、 鬼 が 出る か 蛇 が 出る か ! 


SOA? EUT, 
み で あれ ば 「 ぐ し ん らい さん ・ い ち じ ょ う も どり ば し ]。 

また 、 本 来 の 宝 具 名 は 「 物 忌 破り ・ 一 条 戻 橋 ] 

対象 の 防御 効果 や 結界 の 類 を 無視 し て 叩き 込ま れる 、 ラ ン サ ー 茨 木 曹 子 の 全力 攻撃 。 

細 生 門 で の 出来 事 …… で は な く 、 一条 戻 橋 で の 出来 事 を 思い 出し な が ら 怒 り 心 頭 に な る こと で 血脈 を 励起 させ 、 対象 の 

魔術 的 防御 を た ち ま ち 砕 く 。 生 前 は この 力 に よっ て 憎き 網 の 物忌 を 破り 、 切 り 落と され た 自身 の 腕 を 取り 戻し た と いう 。 


な お 、 本 作 に 於 ける 茨木 間 子 は 羅生門 で 渡辺 網 に 負け 、 一 条 戻 橋 で も 負け て いる 。 二 度 連 続 で 渡辺 網 に 負け て いる 。 


真名 解放 時 、 本 人 と し て は バー サー カー 時 の よう に 全力 の 平安 ロケ ッ ト パ ンチ 、 す な わ ち 叢 原 火 (そう げん び ) SRSA 
ん で いる つも りな の だ が 、 な ぜ だ か 五 檎 が 同時 展開 し て 「 ま る で 巨大 な 五 指 の よう に ] な っ て 巨 拳 を 握り 、 ア ッ パ ー カ ッ 
ト が 放 た れる 。 喰 ら っ た 敵 は 遥か 上 空 に 打ち 上 げ ら れ 、 夏 の 夜空 に 輝く 花火 が ご と く 華 や か に 輝き を 散ら す 。 

巨大 な 五 指 が 如き 、 五 檎 が 
も し か し て この 五 槍 、 吾 (われ ) の 五 指 その も の な の で は ?] 


真名 「 愚 神 礼 議 ・ 一 条 戻 橋 ] と その 読み 方 は ダヴ ャ ン ヌ ダル ク ・ オ ル タ に 依頼 し て 考え て も ら っ た も の と の こと 。 

真名 っ て そう いう 感じ で いい わけ ? TENER TODD OA?) 

わ 、 わ か ら ぬ ……」 

また 、 新 し い 宝 具 が も し 生え て きた ら 真 名 は どう する か 、 と 事前 に 酒 呑 草子 へ 相談 し た こと が あっ た よう で 、 そ の と き 
に は 「 ま あ 、 大 江山 大 花火 で ええ ん ちゃ う ?] と の 返答 が あめ つ た 。 ゆ え に 、 宝 具 使 用 時 に は 真名 解放 と は 別に 「 大 江山 大 
花火 ] と メ に 宣 う 茨 木 の 姿 が 見 られ る 。 


人 物 TEEN 


比較 的 いつ も 通り の 茨木 童子 に 見 える 。 

本 人 的 に も それ ほど 変わ っ た つも り は な い 模 様 。 

傍 か ら 見 れ ば [多少 機嫌 が よく な っ て いる 」 か どう か が 程度 の も の で あり 、 そ れ を 指摘 し よう も の な ら ま ず 間 違い な く 噛 み 
付か れる の だ ろう が 、 こ れ が 不思議 と 酒 呑 草子 に か か れ ば 、 

「 ず い ぷ ん うき うき し て 、 も じ も じ し て 、 ま あ 、 和 童 (わら べ ) みた いで 可愛 らし いな ぁ 。 そ な い に 海 好 き や っ た ん ?] 


と な 


茨木 も 噛み 付か な い 。 


GC 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
いつ も 通り 。 


聖杯 へ か ける 願い は 「 酒 呑 の 笑顔 を 見 る ] こと で あり 、 何 一 つ 変 わら な い 。 


CHARACTE! 


OME 
夏 が きた 。 
夏 と いえ ば 夏 祭 り 。 = 
祭り と いえ ば 、 華 や か で 、 愉 し み に 満 ち て 、 夜 店 に は お いし いも の が いっ ぱい 。 \ 
な る ほど ソレ も た ま に は 悪く な い 。 


Be 気付 け ば 夏 の 装い に フク ラス チェ ンジ し て いた 。 
色々 あっ て 宝 具 も 変わ っ た 。 た ぷん 変わ っ た 。 た ぷん 。 


理屈 は よく 分 か ら な い が 、 と も か く 今 の この 霊 基 を 存 分 に 味わお う で は な いか ! 
茨木 童子 は 夏 の 日 々 を 全身 で 愉し お む の で ある 。 4 
具体 的 に は 、 と りあ え ず 美味 な る モノ を た くさ ん 食べ る の だ 。 


〇 因縁 キャ ラ 
酒 知 童 子 


見 て くれ 酒 知 一 ! 

吾 の 姿 が この よう に ! 
ウキ ウキ 。 ワ クワ ク 。 N \ 
護法 少女 ( 酒 知 童子 (キャ スタ ー)) x 
DP. DoH, RUE! 

HER 

FEN (水 着 ) 

さて 和牛 若 、 次 は どこ で 何 を し て 遊ぶ ? 

いや 別に 吾 は どう で も いい の だ が 、 貴様 が そこ まで 遊び た いと いう の で あれ ば 吾 が 付き 合っ て や っ て も よい 。 う ん 。 
源 頼光 (水 着 ) 


= デー 


どう だ ! 

どう だ ぁ ! 

吾 は 霊 基 ひ と つ な ぞ に 収まり きる 器 で は な いと 知る が いい 。 

長 れ 、 お の の け 。 く くく …… か っ は っ は っ は っ は ! 

ロビ ン ・ フ ッ ド / 坂 田 金 時 

施し な ぞ 受 け ぬ わ 英 迎 者 め ! 

だ が 、 思 れ ゆ え の 捧げ 物 で あれ ば や ぶさ か で は な い ぞ 。 

女神 ペレ 

再 の 霊 基 を いじ っ て 水着 の 英霊 に し て くれ た 相手 、 だ っ た か ? 

いや 、 宝 具 な り を ご り ご り 弄 っ て くれ た の は 酒 呑 で 間違い な い の だ が 、 こ の 衣 を くれ た の は か の ペレ だ っ た よう な …… 
うう お む お 、 よ く 憶 えて いな いな 。 ま あ よ し と し よう 、 そ れ よ り も 今 は 和牛 若 と エビ を 喰らわ ね ば 。 ……・ エビ を な ぁ 。 
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CHARACTER Profile 


| 室 具 カッ トイ ン 
第 三 段 階 


Comment from Illustrator 


元々 手足 は 露出 し て いた キャ ラク ター で す が そ れ で も 水着 に な る 事 で 腕 の 部 分 が 以前 より も 露出 アッ プ し 刺青 の 設定 を 
考え て な い 事 に 気付 きま し た 。 結局 刺青 は 肩 と 腕 繋が っ て な い 事 に 。 あ と は 三 段 階 目 で お 腹 も 露出 し まし た が そこ も 刺 
青 は な し に し まし た 。 と は 言っ て も 刺青 を 描く 際 、 正 確 に 描い て いる つも り で も 毎度 少し ずつ ズレ て し まう の が 問題 で 
す が …。( 左 ) 
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設定 作成 : 水瀬 葉月 / キャ ラフ ター デザ イン : 坂本 みね ぢ 
CV: 早 見 沙織 


BS 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
o RN A 0 
USO (修行) OMRELT. SROPIBORESBLTNS. DA) 


街中 で は あま り 効 果 が 発揮 で き な い 。 


報 馬 の 御山 に は 友達 の 動物 が た くさ ん いま し た 。 な の で 一 人 で も けっ こう 平気 な の で す ! 
= 


の 
馬 生 の 能 。 あら ゆる 乗り 物 を 乗り こなせる が 、 意 竹 は 系 リ りこ な せな い 。 
心 を 通わ せ た 友達 、 山 の 動物 に 乗る 場合 に は プラ ス 補 正 。 


N 
Y 
> 


更 SS i Set ¢ 


CHARACTER Profile 


御山 を 駆け 回 っ て いた と き の 若 い 感 性 に よる も の な の で 、 山 を 下り て か ら (ライ ダー 時 ) は 失わ れ て いる 。 
ちゃ ん と し た 動物 語 を 喋っ て いる わけ で は な く 、 あ くま で フィ ー リ ング 。 
普段 、 たまに タヌキ っ ぽい 言葉 を 漏らす の は 昔 の 修業 時 代 の 名 残 な の か も し れ な い 。 


また 、 な ぜ ア サシ ンク ラス な の か と 質問 する と 、 

[ 寝 て いる お 師 さ ま か ら 木刀 で 一 本 取る た め 、 森 の 動物 た ち を 練習 台 に し て ひたすら 隠 形 の 修行 を し た 事 が あり ます の で 、 
それ で ] 

「 う そ 、 そ れ だ け で アサ シン に ?] 

「 は あ 。 だ っ て 天才 で すか ら 」 


だ が 牛 若 丸 に と っ て は それ も 修行 と 同義 で ある 。 

御山 で の 生き 方 、 遊び 方 すべ て が 修行 な の だ ぞ と 師 に 教え られ た こと に よる 。 
木々 の 間 を 猿 の よう に 飛び 回 り 、 岩 を 鹿 の よ うに 踏み 渡り 、 川 を 岩魚 の よう に 泳ぐ 。 
超 高 速 ・ 山 スタ イル パル クー ル …… の よう な も の 。 

も ちろ ん 海 に 行っ て も その 身体 の 使い 方 は お お い に 役 に 立つ 。( 応 用 で きる ) 

八 豚 飛び に も 役立っ て いた に 違い な い 。 


鞍馬 の 申し 子 : A+ 


て ん ぐ の は うち わ ・ あ か らし ま か ぜ 。 


幸 馬 山 で 開発 し た 数 々 の お 遊び 技 の 奥義 、 遮 那 王 遊戯 議 の 一 つ 。 
修業 時 代 に 庶 那 王 が 行っ て いた 遊び の 記憶 の 再現 で あり 、 譜 那 王 流 離 護 の よう に 他 に も いく つか が 技 が ある 。 


これ は 師匠 が 持っ て いた 羽 団扇 を コッ ソリ 使っ て いた 遊び の 再現 。 
効果 は 勿論 の こと 暴風 (あか らし ま か ぜ ) を 巻き 起こ す の が メイ ン だ が 、 他 に も 天狗 の 羽 団扇 は 分 身 、 飛 行 、 縮 地 法 、 
火 燈 操作 、 魔 の 調伏 …… と 多岐 に わた る 能力 を 持っ て いる と され る 。 


人 物 


[115 EN 

EI 35/8151. /0OR/OOED マス ター は 主 殿 / あ る じ ど の その と き の 浮か れ っ ぷ り に よっ て は ひら が な に 
な る 

BS 彼 / 彼 女 


〇 性 格 

ライ ダー 時 の 和牛 若 丸 と 同一 人 物 で は ある が 、 精 神 的 に は や や 若い 、 悪 戯 っ 子 の 面 を 持つ 。 

だ が 牛 若 丸 と いう 存在 の 根底 に ある 、 と も すれ ば 人 間 味 を 感じ な い 割り 切り の 良さ 」 は 失わ れ て いな い 。 

お し ろ 天 狗 に 近しい 存在 に な っ て いる が ゆえ に 、 と き に は 「 天 狗 な の で 人 間 よ り 強 い ] と いう 特権 意識 が (嫌味 な く 、 ご 
く 自 然 に ) 出 て し まう こと も 。 

上 記 の 悪戯 っ 子 と し て の 和牛 若 丸 な の も [自分 で 自分 を 愚か だ と 気付 いて いな い 人 間 に 軍 (教訓) を 与え て 高笑い ] と いう 
パタ ー ン が 多い 。 若干 な が ら 人 外 寄り の 立ち 位置 な の で ある 。 


「 あ の 人 間 は ほん と に し ょ う が な いや つ だ な あ 。 よ し 、 か ら か っ て こら し め て や ろう 日 


ご し 殺人 な ど を 為 し た 本 当 の 悪 に 対し て は 「 罰 な ど 必 要 あ り ま せん 。W 斬 り 殺 す だ け で 済み ます ] と な る 。 


OO マス ター へ の 態度 
マス ター と し て の 主従 関係 は 勿論 意識 し て いる も の の 、 普段 より は 薄い 。 

代わ り に 「 遊 び 相手 ・ 修 行 仲間 ] と し て の 認識 が 加わ っ て いる 。 

全力 で 遊ぶ ニ 全力 で 修行 、 と いう 価値 観 の た め 、 マ スタ ー を 遊び に 誘う こと に 蹴 嗜 い が な い 。 

一 緒 に 遊び た く て 足元 に まこと わり つ いて くる 犬 の よう な も の 。 

忙し いか ら と 言っ て 放置 し 続け て いる と 失 ね て し まう 。 

だ が 自分 に 絶対 の 自信 を 持っ て いる 性 格 な の で 「 自 分 が 悪い ] と は 考え られ な い 。 

「 こ うな れ ば も っ と 面白 い 遊 びに 誘っ て や る 」 と は 思っ て も 、「 遊 びに 誘い すぎ て ウザ が られ た の か な 」 と いう 反省 は まっ 
た くし な い 。 


その ぷん 、「 こ っ ちの 用 事 は 終わ っ た よ ! 遊ぼ う ! り と 手 を 広げ た と き に は 干 切れ る くら い 尻 尾 を 振り な が ら 飛 び 込ん で 
くる だ ろう 。 
マイ ナス 面 も プラ ス 面 も 、 感 情 表現 が 普段 より スト レー ト で 加減 が な い の で ある 。 


「 海 で の 修行 は 初め て で す ! ある じ ど の 、 一 緒 に 全力 で 遊び まし ょ うっ 

「 寺 馬 の 天狗 、 こ こ に 見 参 ! …… な ん ちゃ っ つっ て] 

「 ぽ ん ぽこ りん ? 点 う お な る ほど 、 ぽ ん ぽこ ぼ こ り …… あ あす み ま せ ん 、 ち ょ っ と この 犬 と 話し て いま し た 。 フ ィ 
ー リ ング で す が 、 意外 と な ん と か な る も の で す よ ?] 


』 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
水着 で ハワイ の 大 自然 に 触れ た こと に より 、 自 然 の 中 を 思う まま 駆け 回 っ て いた 鞍馬 山 の 修行 時 代 に な ぜ か 近付い て し 
まっ た 和牛 若 丸 。 


その 頭 に 強く 刻ま れ て いる の は 、「 遊 び こ そ が 修行 で ある 」 と いう 山 で の 師匠 の 教え 。 な の で サー ヴァ ント と し て の 自分 
の 役目 は きっ ちり 果たし つつ も 、 隙 あら ば 主 と 一 緒 に 遊ぼ う (修行 し よう ) と チャ ンス を 鶏 っ て いる 。 

いつ 遊ん で くれ る の か な 一 、 と 尻尾 を ぷん ぷん 振り な が ら も 我慢 し て 大 人 し く 待っ て いる 夏 の ハッ スル 忠 犬 。 

暇 が で きた ら 遊 ん で あげ よ 


〇 ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

2018 年 水着 イベ ント 「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス ティ バル に て 登場 。 

主 に マス ター で ある 主人 公 の 護衛 の 役目 を 果たし つつ 、 マ スタ ー た ちの サー クル 「 ゲ シュ ペン スト ・ ケ ッ ツ ァ ー] の 一 員 
と し て 同人 誌 制 作 や 売り 子 な どの お 手伝い も 行っ た 。 


困っ て いる か つて の 家 来 を 全力 で か ら か っ て 遊ぶ 。 

RAT (Ki) 

(25, BICKRELNSOTIR. CUMPLE (修行 し 甲斐 ) が ある …… (ちゃ き ) 
女王 メイ ヴ ( 水 着 ) 

あの 女 の 好む 遊び ば は よく わか り ま せん 。 遊 びと は も っ と 健康 的 で ある べき で は ? 
エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

何やら 興味 深 げ な 目 で 見 て くる こと 多 し 。 

ええ 、 本 当 に 「 ま は と ま ] と は いっ た い 何 な の で し ょ う ね ?. 

動物 系 ・ 自 然 児 系 サー ヴァ ント 

自然 児 に 近付い て いる の で 一 緒 に 自然 の 中 を (海辺 含む お) 駆け 回 り た く な る 。 
金 時 どの 、 ど う で し ょ う 相 撲 で も セ も ー つ ! …… どう し て 目 を 逸らす の で す 、 金 時 どの 一 !? 
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| 拳銃 を 持た せよ うか と 思い まし た が や め ま し た 。( 坂 本 みね ぢ ) | 
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設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン : RAR 
CV: 坂 本 真綾 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 
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[漫画 ? 私 が ? 何 を 馬鹿 な こと を 言っ て いる の か し ら ? ーー 
SA 脳 に 虫 で も 湧い た の ?] 
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[全然 ダ ヴ メ よ 、 こ ん な の で は あの 同人 に 勝て な い …… 1 関 
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CHARACTER Profile 


ドイ ツ 語 。 READ 
「 な ん か カッ コイ イ か ら 」 つけ た 模様 。 
不思議 パワ ー。 


行く べき 場所 まで 行っ て 、 死 ぬ べ き 場 所 で 死ぬ …… と いう フラ ンス 語 の 謗 。 
何だ か ん だ で 、 ア ヴェ ンジ ャ ー で ある 彼女 は 死ぬ べき 場所 を 求め て いる の で ある 。 
心地 良い 、 穏 や か な 死 で は な く 。 

た と えど れ ほ ど 烈 し く 、 絶 望 的 で も 。 

それ が 納得 の いく も の で ある こと を 望み 、 

彼女 は 日 々 戦い 続け る 。 


+32 


フェ ルカ ー モ ルト ・ フ ォ イ アド ラッ ペ 


焼却 天理 ・ 霊 殺意 


フェ ルカ ー モ ルト ・ フ ォ イ アド ラッ へ 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク に 対抗 する た め 、 海 と いえ ば 山 。 

水 と いえ ば 火 と いう 発想 で 生み 出さ れ た も の 。 

か つて の 竜 の 魔女 と し て の 力 で 黒 意 ら し きも の を 召喚 し て 、 災 厄 を 撤 き 散ら す 。 
ドイ ツ 語 で ある 理由 は も は や 語る まで も な い 。 

カッ コイ イ か ら で あ る 。 


アン タ BEA 彼 / 彼 女 


アヴェ ンジ ャ ー か ら パ ー サ ー カ ー に な っ た が 、 霊 基 が 変質 し や すい せい か 、 お むしろ 大 し た 違い は な い 。 
強い て 言う な ら 、 シ リア ス 要 素 が 消え 失せ た 程度 で ある 。 
水着 に な っ て ハワイ を 楽し む 気 満々 だ っ た が 、 と ある 同人 誌 を 手 に 入れ た せい で 、 世 界 が 変わ る 。 


〇 マス ター へ の 態度 
相変わらず 気 安い 友人 態度 。 
彼 / 彼 女 を 巻き 込む こと を 当然 の よう に 考え て いる し 、 当 然 自分 に つい て くる と 思っ て いる 。 


離別 が 約束 され て いた と し て も 、 夢 は いつ か 覚め る も の だ と し て も 。 
この 記憶 は 永遠 に 自分 の も の な の だ 。 


その 事実 が ある 限り 、 彼 女 は いつ だ っ て 戦い に 赴 ける 。 


台詞 例 

「 刻 限 ね 。 サ バト の 始ま り よ ! 

カラ ス が 歌い 、 歌 い ……、 黒 猫 が ニャ ン と 鳴く わ ] 
「 三 つ 首 の 黒 意 (こく りゅう ) よ 
世界 を 喰らい 尽く せ ! 

フェ ルカ ー モ ルト ・ フ ォ イ アド ラッ へ 日 
飽き も せ ず 、 一 か ら 育 て 直す と か 。 

アン タ 、 そ ん な に 私 の こと 好き な の ? 

ぶーん 、 ま あ 私 は サー ヴァ ント だ か ら 

その 想い に 応え る こと は で き な い けど ? 

私 の 傍 に 居る こと くら い は 、 許 可 し て あげ る わ 。 
4 何 よ その 目 は ] 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

夏 の イベ ント 「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス ティ バル 中 に お ける 中 心 人 物 。 

サー クル 「 ゲ シュ ペン スト ・ ケ ッ ツ ァ ー] を 起ち 上 げ 、 主人 公 と 共に 漫画 を 描き 続け る 。 
すべ て は ジャ ン ヌ ・ ダ ルク へ の ライ バル 心 に よる も の だ っ た が 、 そ の 根底 に は 『 あ りえ な か っ た 展開 」「 果 た され る べき 
だ っ た 物語 ] へ の 、 憎 し み と も 憧 慢 と も と れ な いも の が あっ た よう だ 。 


夏 の イベ ント が 終わ っ た 後 は 「 な ん で あん な に 必死 に な か っ て いた の か し ら 、 私 ] と 自分 に 呆れ な が ら も 、 以 前 より 文系 サ 
ー ヴ ァ ン ト た ち へ の 距離 感 が 近く な っ た と いう 話 。 


また 、 余 譜 で ある が 彼女 の テン ショ ン の 高 さ に は ルル ハ ワ の 空気 が めった こと も 見 逃 せ な い 。 
飛行 機 の 中 で ガイ ドブ ッ ク を 付箋 を 貼る ほど 読み 込 お 程 度 に は 、 楽 し み に し て いた の で ある 。 


漫画 で 忙し い 日 々 を 送っ た と は いえ 、 ル ー プ する こと で ルル ハ ワ を 満喫 で きた こと は 、 一 生涯 忘れ られ な い 思 い 出 に な 
つた 。 


・ 荒 一 叶 七 十 二 関 (あら は ば き な な じゅ うに せん ) 
' 大 黑 毒 童 万 破 (プラッ クマ ン パ ) 

・ 無 銘 

三 本 目 は わざ と 名 前 を 無し に し て いる 。 

「 英 語 な ら Nameless 


因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (水着 ) 

ハッ 、 あ ん な 本 に 感動 し た 自分 が 情け な い ! 

私 が その 因果 を 断ち 切り 、 上 回 っ て みせ る ……! 

(※ あ な た の 描い た 漫画 で す ) 

他 の 水着 キャ ラ 

どい つも こい つも 浮か れ 放題 ね …… 

ルル ハ ワ を 何だ と 思っ て いる の か し ら ……。 

(※ 浮 か れ て いる の は あな た で す ) 

刑部 姫 

同人 の ノウ ハウ を 非常 に よく 学ば せ て も ら っ た 。 

生前 の 因縁 も な いせ いか 、 ち ょ くち ょ く 部 屋 に 遊び に 行っ て 本 を 読ま せ て も ら っ て いる 。 
BEE 

最近 この 男 の テ ンション 高い 台詞 回 し が フ セ に な っ て きた 気 が す る 。 

うっ か りす る と キャ ラ の 台詞 回 し が 似 て くる 。 

シェ イク スピ ア 

この 話 も この ジャ ン ル も この ネタ も や っ て ん の 、 ア ンタ !? 

も うち ょ っ と こう 、 後 世 の 人 間 に ネ タ を 貯蔵 し て お くっ て 気 に は な ら な か っ た の !? 
v=? 

ファ ヴ ニ ー ル に 変身 する 、 と いう こと は 実質 コイ ツ は 手下 な の で は ? 


へ cv て の ーー 45% 
Tacs Fam 


CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator 


ジャ ン ヌ オル タ の 水着 は 、 彼 女 に と っ て カッ コ い いり い 水着 姿 に し よう ! と 思っ て デザ イン し まし た 。 わ り と 迷い な く 、 こ 
の ライ ン に 纏まっ て くれ た よう に 思い ます 。 宝 具 演 出 も 素晴らし い の で す が 、 個 人 的 に は エク スト ラ 攻 撃 が 一 番 の お 気 
に 入り で す 。 あん た の 全て を 壊し て 、 俺 が 勝つ 。( 武 内 崇 ) 


ムー ン キ ャ ン サ ー BB 
| 性 史 女性 [Fate/EXTRA CCC] ムー ン セ ル 、 SERAPH 
| mitt 混 池 ・ 悪 ( 混 池 ・ 善 か ら 変 化し て いる ) 156cm~?2?.46kg~?? 


Enc Ec Ec AH EE FEEX 
er 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コ r 
CV : 下 屋 則 子 


自分 の 工房 を 作る 能力 。 この スキ ル は 封鎖 され て いな いよ うに 見 える が 、 ス キル の 方 向 性 は 通常 BB と は 別物 。 
現実 に 侵 廊 し 、 こ れ を 切り 取っ て [違う 世界 」 と し て 永 速 に 保存 し よう と する 、 お ぞ ま し い 障 地 作 成 ス キル 。 


了 IE て Te 一 


jr = See = = x = = 


PSE ae A A an Yen 
ENE 「 目 が 合っ た 」 と いう 触れ 込み か ら 生ま れ た 疑似 スキ ル 。 


pe x 至 x oon E x SS ーー 


ハワイ 諸島 限定 と は いえ 、 女 神 パ レ は 強力 な 女神 で ある 為 、 そ の ラン ク も 高い 。 


RE = en x — = 


女神 ペレ の 別名 。 MU VIVORMECHSNRLISREAMEHNS ZHHED No 
ペレ アイ ホヌ ア (大 地 を 食べ る も の ) と 呼ば れる 。 や けど 無効 ・ 永 続 、 と いう 、 地味 に 便利 な スキ ル 。 


=> 


TER Profile 


通常 BB が 持つ スキ ル 。 自身 を 改造 する スキ ル 。 

ムー ン セ ル に よっ て 作ら れ た AI に は "機能 を 向上 させ て は な ら な い " と いう 絶対 命令 が 備わっ て いる 。 し か し 、 故障 に よ 
り そ の く び き か ら 逃 れ た BB は 自己 機能 の 拡張 を 始め て し まっ た 。 

計算 能力 を 高め る た め NPC、Al、 は て は サー ヴァ ント まで 黒い ノイ ズ で 捕食 ・ 分 解 し 、 自 ら の メモ リ と し て 使用 。 E 
己 崩 壊 を いと わな い 後 付け 増築 だ が 、 結 果 、BB は 膨大 な 容量 を 持つ 超級 Al と 化し た 。 

一 見 し て 何 の 変哲 も な い パ ー フ ェクト 美 少 女 (本 人 談 ) の 外見 だ が 、 そ の 中 身 に は と て つも な い 機 能 ・ 装 置 ・ 施 設 が 圧縮 
され て いる 、 と いう 事 だ 。 

[Fate/EXTRA CCC] で は 、 遠 坂 洒 、 ラ ニーWW と いっ た A 級 ウツ ウィザード た ちか ら す ら 「 超 巨大 構造 物 (ギガ スト ラク チ 
ャ ) OEM と 言わ れ て いた よう に 、 電 脳 世界 に お いて は 一 つの 世界 (ワー ルド ) に 匹敵 する 情報 晶 を 持っ て いる 。 
本 来 で あお れ ば 、 そ の 特性 は 物質 世界 で は カウ ント され な い …… い や 、 発 露 し な い の だ が 、 邪神 エミ ュ に よっ て 「 現 実に 
BRIS) 特性 を も っ て し まっ た が 故 、『 見 える 者 ] が 見 る と 本 来 の 情報 処理 能力 ・…… 虚 数 空間 に 圧縮 され て いる 本 来 の 
姿 …… が 垣間見 えて し まう と いう 。 

被 ダ メー ジ に お いて 、 通 常 BB に は 「 超 巨大 特攻 ] が 入ら ず 、 水 着 BB に の み 入 る の は その 為 で ある 。 


・ ポ ー ク ・ ポ ー ク ア 。 
女神 パレ は 豚 の 半 人 神 で ある カマ プア ア を 野 倒 し な が ら も 深く 愛し た と いう 。 
好き な 相手 を 子 ブタ 扱い する BB と の 親和 性 は ば つぐ ん だ 。 
BB が ちょ ろ ま か し た 黄金 の 杯 の ハワイ 版 。 通常 の も の と は 違い 自分 に 対し て 使わ むれ る も の 。 こ いつ を 飲む と BB ちゃ ん 
の 5S ス イッチ が オン に な る ゾ 。 
NP 獲得 +HP 回 復 + 無敵 宝 具 成 力 ア ッ プ 、 と いう 聖杯 の 名 に 恥じ な い 超 スキ ル 。 な に それ すご い 。 た だ し リ チ ャ ー ジ 
に 要する 時 間 も 慕 大 で ある 。 


人 間 を 試す よう に 滅び に 追い 込む 、 あ る 邪神 の 残り 香 。 サ ー ド アイ と も 。 

虚数 空間 の 境界 面 を より 確か な も の と し 、 周 囲 を 「 月 の 裏側 (シャ ドウ フェ イズ )」 に 落と す 固 有 結 界 。 世界 が 月 の 影 に 覆 
われ た と き 、 す べ て の 時 間 は 凍結 する 。 

3 ター ン に 渡り 同じ カー ド が 配ら れる 時 間 停止 の 権能 だ け で な く 、 戦い を 自分 勝手 ・ 思 うま ま に 進 め る 幸運 (フリ ティ カ 
ルス ター) まで 発生 させ る 。 


EX ERES 


カー ズ ド ・ カ ッ テ ィ ング ・ グ レー ター。 

[Fate/EXTRA CCC] に お いて ムー ン セ ル 同 期 BB が 用 いた 、 世 界 を 挟 る 呪い の 孔 。 

自ら の 影 を 拡大 させ る 事 で 周囲 を 虚数 空間 に 変換 し 、 世 界 と そこ に 存在 する 生命 体 を 低 次 元 の 存在 に ラン クダ ウン させ 、 

支配 者 と し て 弄ぶ 狂気 空間 。 

通常 BB は 「 ナ ー ス 服 で 可愛 く 、 楽 し く 、 残 酷 に 」 敵 を 時 め る オペ (手術 ) だ っ た が 、 こ ちら は BB の 能力 を 全開 に し た 本 

気 の す ペレ ーション と な っ て いる 。 

元祖 ホラ ー 系 ヒロ イン と し て 「 ス ケー ル で か い 、 怖 い 、 マ ジ や ば い ] を モッ トー に し た ラス ボス の 一 撃 。 

巨大 な 高 次 元 の 存在 に な っ た BB は た や すく 大 地 を 挟 り 取る 。 さながら 、 ス プー ン で プリ ン を 拘 う か の よう に 。 
ーー 


Ay 。 === 


わた し /BB ち ゃ ん 買 方 / 〇 OO 〇 さん (EMMA) マス ター さん / ア ナタ / プ タ さ ん 

霊 基 第 3 状態 で は よほど 意図 的 ・ 露 悪 的 な セリ フ で な い 限 り 「 セ ン パイ ] と 呼び は は せ ず 、「 マ スタ ー さ ん 」 で 統一 され る 。 
人 間 に は 名 字 に さん 付け で 、 サ ー ヴ ァ ン ト は 呼び 捨て 。 

彼 / 彼 女 / 皆 さん 


〇 性 格 

月 の 裏側 に 編 爽 と 現れ た 後 募 系 デビ ル ヒ ロイ ン 。 

明る く お し ゃ まな 後輩 と し て セン パイ (マス ター) を 振り 回 す 。 

自ら を 小 悪 魔 な ら ぬ グレ ー ト デビ ル と 称す る が 、 元 々 は よい 子 だ っ た の で 悪魔 に 徹し きれ な い 甘 さ が あ っ た …… の だ が 、 
夏 の BB は ひと 味 違う 。 


霊 基 第 一 の BB は 普段 通り の BB だ が 、 


霊 基 第 二 の プ ラッ ク BB (ペレ を イン スト ー ル ) に な る と 悪魔 度 が 跳ね 上 が る 。 

ハワイ に お いて 「 暴 力 的 で 、 自 分 勝手 で 、 関 わる や も の は た いて い 殺 す 」 女神 ペレ の 神 性 を イン スト ー ル し た 彼女 は 「 愛 す 
る も の を 死ぬ まで 追い 込む ド 5 女 神 ] と 化し た 。 

いわ ば 悪役 ムー プ フ ル スロ ッ ト ル の BB。 

原典 で ある [Fate/stay night] の 黒 桜 に 近い 。( と は いえ BB な の で 、 あ そこ まで 根 暗 で は な い 。 アッ パー な 台詞 回 し の 
まま 、 獲 物 を 容赦 な くい じ め 抜 く ) 


さら に 霊 基 第 三 に な る と 邪神 エミ ュ レ ー ト し た BB に な り 、 外 見 は フォ ー リ ナー た ちの よう に 那 神 化 。 そ の 悪魔 的 な 姿 
に あわ せ て 性 格 も 非 人 間 的 に な る …… と 思い き や 、 基 本 路線 は いつ も 通り の BB の まま 。( ボ ス と し て の シリ アス 度 は 上 
が っ て いる ) 

「 な 、 な ん で ?] と 絶句 する マス ター に 、 

「 な ん で も な に も 、 邪 神 に 取り 江 か れ て も 別に 問題 は あり ませ ん の で ! この 、 胸 に ぐる ぐる と 沸き 立つ 悪戯 心 と か 人 類 
を オモ チャ に し て 遊び た い 欲求 - か 、 お し っ 実家 の よう な 安心 感 で す 唱 


A... 


〇 マス ター へ の 態度 

通常 BB は 

【 那 悪 な 後 募 キャ ラ は 崩さ ず 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 律儀 に 仕え る 。 

そこ に 個人 的 な 恋愛 感情 は 発生 し な い 。 

BB は 「 善 良 な 人 間 そ の も の ] を 愛し て いる か ら だ ] 

と な る が 、 夏 の BB は 

【 那 悪 な 後 募 キャ ラ 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 仕え る つも り は な い 。 

後 募 キャ ラ で いる の は それ が 好き だ か ら 。 (自分 を li] と 定義 する が 、 主 人 公 を [センパイ] と 呼ぶ 事 は 通常 BB より 
少な い ) 

そし て 主人 公 の 側 に いる の は 、 新 し い オ モチ ャ が 気に入っ た か ら 。 (壊し た く て た ま ら な いか ら )」 

と な る 。 

BB が 嫌い な も の は 「 先 輩 以 外す べ て 」 な の で 人 間 も 嫌 い だ が 、BB の 場合 嫌い] と 「 愛 し て いる ] は 両立 する の で 矛盾 
で は な い 。 その あたり 、 と て も 面倒 くさ い 。 


〇 台詞 例 

手玉 に と っ て あげ ます ね ] 

まだ 呑気 に そん な 常識 (こと ) を 考え て いる ん で すか ぁ ? 

そん な 面倒 な 手続 き は 必要 あり ませ ん 。 な ぜ っ て …… 今 か ら この 島 は 来る 者 は 拒 まな い 、 け れ ど 去る 者 は 決し て 逃がさ 


そん な 天国 と 地獄 の フリ ー ア イラ ンド に な っ た か ら で す よ 、 セ ・ ン ・ パ ・ イ 


ここ で は どん な 娯楽 も 思い の まま 。 

絶景 、 絶 望 、 享 楽 、 快 楽 、 酔 夢 に 悪夢 も お 好き な よう に 。 

の みな さん 、 よ うこ そ 特 異 点 ル ル ハ ワ へ 。 こ の 島 の 支配 者 と し て 歓迎 し ちゃ いま すね 7? 

貴方 た ち は こ こ で わた し に 倒さ れ 、 ま た 1 日 目 に 戻る だ け の 憐 れ な 虫 けら 。 

今度 は ルー プ の 記憶 も 初期 化し て あげ まし ょ よう 。 

どう せ 人 類 に 未来 は な い の で す 。 な ら 、 こ の 夏 に 永遠 に 留まっ て いれ ば 誰 も 彼 も 幸せ と いう も の で し ょ う ?] 

と は いえ 、 約 束 は 約束 で す 。 特 異 点 ル ル ハ ワ は これ で 消滅 。 

ハワイ 諸島 は も と の 、 美 し い 島々 に 戻る で し ょ う 。 

お 疲れ 様 で し た 、 カ ル デ ア の マス ター さん 。 わ た し か ら は も う 何 も あり ませ ん 。2018 年 の 夏 の 冒険 は これ で お し まい 。 
楽し ん で いた だ けた の な ら 幸 いで す ] 


〇 設定 (表向き ) 

2018 年 の 夏 を 最高 の も の に する た め 、 再 び 我 々 の 前 に 現れ た 正体 不明 の 電脳 魔 。 

カル デア を 様々 な 特殊 事例 か ら 救う た め 、 

ある と き は 不思議 な スロ ッ ト マ シン を 大 量 出荷 し 、 

ある と き は 厄介 な アル ター エゴ を 提供 する 。 

まさ に 万 能 、 可 憐 、 し か し て 人 後 募 。 

その 正体 は 水着 に 着替え て ハワイ を 満喫 する 、 た だ ひたすら 可愛 い だ け の スイ ー ト イ ビ ル 、 買 方 の BB ちゃ ん な の で し 
た 一! 

( イ ビ ル は 誤字 に あら ず 。 通常 の BB は デビ ル 、 こ ちら は イ ビ ル ) 


ハワイ を 満喫 する 為 、 自ら を ハイ ・ サ ー ヴ ァ ン ト に 改造 し て 寺 型 極まる 水着 市 場 ( レ ッ ド オー シャ ン ) に 参入 。 清純 な 水 
着 か ら 刺 激 的 な 水着 まで 、 幅 広く 着替え て ヒロ イン 力 を アピ ー ル する 。 


[BOL ORDER. 

そし て ロマ ン テ ィ ッ ク な 星空 の 女神 、 こ こ に 誕生 
忘れ られ な い リ ゾー ト を プレ ゼン ト し ます か ら 、 

し っ か り 付 いて き て くだ さい ね 、 い た いけ な マス ター さん 次 」 


2018 年 水着 イベ ント で 登場 。 

ハワイ 州 で 行わ れる 一 大 サマ ー イ ベン ト 『 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス テバ パル !」 の 主催 者 。 

今回 は ハワイ の 女神 ペレ を 取り 込み 、 外 宇宙 の 邪神 の 在り 方 を 自ら に 組み 込ん で いる 。 

クラ ス ・ フ ォ ー リ ナー に な る べき 設定 だ が 、「 そ ん な の BB ちゃ ん に は 関係 あり ませ 一 ん 中 と フォ ー リ ナー の 支配 を あっ 
さり キャ ン セ ル し 、SSR の ムー ン キ ャ ン サ ー と し て 登場 し た 。 


BB が カル デア の マス ター の 為 に ハワイ 諸島 を イベ ント 会 場 に し よう 、 と 企画 し た の は 紛れ も な り い 善意 か ら で あ る 。 
彼女 は 神秘 が 薄れ た 事 で 眠っ て いた 女神 ぺ レ と 交渉 し 、 ハワイ を サー ヴァ ント た ちの お 祭り 会 場 に する 為 に ペレ の 神 性 
を コピ ー し た 。 (この 時 点 で 過重 積載 に よる ダメ ー ジ を 負う の だ が 、BB に と っ て は いつ も の 事 な の で そこ は 問題 視 し な 
か っ た ) 

LDL. その 後 、BB は マウ ナ ケ ア 天文 台 に ある カル デア の 最新 望遠 鏡 に うっ か り 自 身 の 能 力 を 上 乗せ し て 天体 観測 を 行 
っ て し まい 、「 こ の 宇宙 を 覗い て いた 何 か ] と 視線 が 合っ て し まっ た 。 

ソレ は BB の 知覚 に アフ セス し 、 認識 交換 を 開始 。 

結果 、BB は フォ ー リ ナー と な り 、 外 見 も フォ ー リ ナー た ちの よう に 邪神 化 。 

その 悪魔 的 な 次 に あわ せ て 性 格 も 非 人 間 的 に な る …… と 思い き や 、 そ こ は い つも 通り の BB の まま だ っ た 。 

と いう か 、 外 見 の 変化 と 獲得 し た 能力 以外 、BB に た いし た 変化 は 訪れ な か っ た 。 

ソレ は BB と 意気 投合 し た 後 、 彼女 が いる の な ら 自分 は 別に や る 事 は な い 、 と 思っ た の か 「 そ っ ちの 人 類 い じ り は you に 
任せ た 」 と 消え 去っ て し まっ た の で ある 。 

結果 、BB は ハワイ 諸島 を 邪神 の 力 で 「 時 間 の 棋 」 に 閉じ 込め 、 永 遠 に 終わ ら な い リ ゾー ト を 実現 する 事 で 「 未 来 に 待っ 
て いる 絶望 | か ら マ スタ ー を 救 お うと フェ ステ ィ バ ル を 企画 する の だ っ た 。 

その 結末 が どう いう も の だ っ た か は 語る まで も な い 。 結語 と し て 、BB ちゃ ん は どこ まで いっ て も BB ちゃ ん だ っ た 、 と 
いう だ け の お 話 だ っ た 。 ち ゃ ん ちゃ ん 。 


し か し 本 当 に 邪神 と 同期 し た の だ ろう か が ? 


すべ て は BB の 思い 込み 、 プ ラシー ポ ボ 効果 か も し れ な い 。 
+ 


「 深 宇宙 か ら こ ちら を 見 て いた 何 か 。 

地球 に は 存在 し な い 、 本 来 この 宇宙 の も の で は な い 、 あ ら ゆ る 知 的 生命 体 を 誘惑 し 、 弄 び 、 自 減 させ する トリ ックス ター 
と も 言え る 邪神 | 

それ が どの よう な も の な の か 、 そ も そ も 本 当 に あっ た の か は と も か く 、BB は その 視線 を 事実 と し て 観測 し 、 自 ら の 成長 
プロ グラ ム に 組み 込ん だ 。 

邪神 の エミ ュ レ ー ト …… 本 来 な ら [万 能 ラス ボス 系 後 募 ] と し て 積み 上 げ る スキ ルツ リー を 、1 か ら 999 ま で 、『 牙 神 ラ 
スポ ボス 系 後 童 | に つぎ 込ん だ の で ある 。 そ の 結果 、 通 常 BB と は 違う 性 質 (人 類 の 健康 管理 スケ ー ル が 更に 狂っ て し まっ 
た ) に な り 、 機 能 も 違う も の (時 間 操 作 系 ) に な っ て いる 。 


〇 通常 武器 

他 の 水着 キャ ラ の よう に 「 夏 な ら で は !」 の 武器 は 使わ な い 。 

霊 基 第 一 ご 第 二 は 「 な ん ちゃ っ て 可愛 い 格闘 ] を メイ ン に 、 派手 な 技 と し て マグ マ 弾 ダン ク 、 指 パ ッ チ ン か ら 火 山 ゲイ ザ 
ー、 な ど 。 

肘 基 第 三 で は 悪魔 の 翼 を 広げ て 空中 戦 を メイ ン と し 、 触 手 を 自在 に 変形 させ 、 剣 ・ 鎌 ・ 爪 ・ 触 手 と 相手 の 体 を 深く 切り 
刻む 残酷 系 ファ イタ ー に 変貌 する 。 

「 や だ 一 、BB ち ゃ ん っ た ら ざ ぁ ー ん こく 一 

と 可愛 い 子 ぷり な が ら 相 手 を 八 つ 裂き に する 。 まじ 小 悪 魔 


〇 因縁 キャ ラ 

謎 の ヒロ イン XX 

サー ヴァ ント ・ ユ ニ ヴ ァ ー ス の 事 は 考え た く あ り ま せん けど 、 煮詰まっ た 後 の 題材 と し て は アリ で す よ ね ! ん ~~、 わ 
た し も 宇宙 服 と か 着 て みた こい ! 

フォ ー リ ナー た ち 

真面目 な 方 の 宇宙 ネタ で すね 。 わた し も こっ ちの カテ ゴリ ー に 片 定 つっ こん で いる の で 否定 は し ませ ん 。 ええ 。 人 類 が 
ピン チ の うち は 、 使 える も の は 使う 方 向 で ! 

ラム ダリ リス 

偽名 、 そ の 手 が あ っ た か 一 一 ! 

さす が メル 、 い え 謎 の アル ター エゴ ・ ラ ムダ 。 自分 の 格 は 下げ ず 、 それ で いて フッ トワ ー ク を 軽く する と ころ 、BB ち ゃ 
ん も 見 習 お うと 思い ます ! 

で も いい ん で すか ? 人 魚 姫 モチ ー フ っ て 、 メ ルト ちゃ ん が 一 番 嫌い な あの 女 と 根 が ソック リ な 事 、 証 明 し ちゃ っ て ま 
す よ ? 

八 百 比丘 尼 

ーーーー (絶句) 。 


ES) 


BON 
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CHARACTER Profile 


昼 の BB、 夜 の BB、 ニ ャ ル い BB と みん な 程度 の 差 は あれ ど バ パッド ガー ル な イメ ー ジ で す 。 ZERO CREAN 
KAWAII お 星 様 いっ ぱい つけ た い お び キラ キラ 婦 み た いな ノリ で 星 を 配置 し た ら 星 5 鯖 の 主張 が すご い 言 われ て お むち 
ゃ くち ゃ お も ろ い な と 思い まし た 。 日 焼け が 好き で す 。( ワ ダ ア ルコ ) 


ERA tt Eases 
EE tt EEE ケ ルト 神話 / 「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス ティ バル 日 
BE 欧州 E 2 EN 154cm 攻 軸 41kg 


u 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


y 
Eic EZ Es Eo Eo 


設定 作成 : 桜井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : BURKE 


CV: 佐倉 綾音 


QIAAF Ib 


大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 で あっ て も ダメ ー ジ を 殆ど 受け な い 。 
セイ パー 霊 基 へ の 変化 に あたり 、 ス キル が 幾ら か 強化 され て いる 模様 。 


= — zu — ーー 


N 


メイ ヴ が メイ ヴ で ある 以上 、 乗 りこ な せな い 相 手 な ど (ほぼ) 存在 し な い 。 
’ | 
保有 スキ ル 


私 が 水着 に 着替え た ら : A+ 


自分 の 内 体 で どれ だ け 大 軍 、 及 び 目 当て の 典 方 を 悩殺 させ られ る か 。 
A+ と も な れ ば その 威力 は 絶大 。 
(本 来 は 黄金 律 ( 体 ) を 含 お 複合 スキ ル だ が 、 


[FateGO] で は 効果 が 一 部 異な る ) 


= 


オー ド ト ワ レ ・ ホ ワイ ト ハ ニ Kahl 
HELKSEHENDHEHEN. KT TUE 
御手 段 の な い 存 在 (一 般 の 人 間 や 動物 ) で お れ ば 、 た ち ま ち 意 の まま に で きる だ ろう 。 
た と えば 幼い 少年 を 、 熟 達 の 戦士 に も 比肩 する 勇士 へ と 変え る こと も 可能 。 逆 に 、 
し まう こと も で きる 。 

サー ヴァ ント で あっ て も 、 抵抗 手段 が な けれ ば パラ メー ター を 弄 ら れ て し まう 。 
スキ ル 「 果 実 の 酒気 ] と 似 て 非 な る スキ ル 。 

スキ ル 使 用 時 に 香水 を つけ る 仕草 を する の で 、 そ の 動作 を 邪魔 すれ ば 発動 を 止め られ る か も し れ な い 
動 を 月 お こと の で きる 人 物 な どこ の 地上 に どれ 程 い よう か 。 


角 の パラメータ ー を 自在 に 操作 する 。 魔力 的 防 


熟達 の 戦士 を 幼い 少年 の よう に し て 


が 、 彼 女 の 行 


| 


フェ ルク ス ・ マ イ ・ グ ッ ド ルッ キン グ 


ell 
EAB 対人 計上 


フェ ル グ ス ・ マ イ ・ グ ッ ド ルッ キン グ プ レ イプ 。 

生前 に お ける 恋人 の ひと り 、 英 雄 フ ェ ル ブス の 宝 具 で ある 魔 剣 カラ ド ボ ル グ を 武器 と し て 使用 する 。 当然 の 如く 真名 解 
放 も 可能 だ が 、 今 回 は 自重 し て いる よう だ 。 素敵 な リゾ ー ト 地 に 地震 を 起こ す の は 女王 メイ ヴ で あっ て も 、 い や 、 女王 
メイ ヴ だ か ら こ そ や る は ず が な い 。 

ライ ダー 時 と 同じ く 「 英 雄 を 我 が 物 と する ] 逸話 や 伝説 、 そ の 性 質 か ら 宝 具 を 実体 化 さ せ た も の な の か 、 そ れ と も カル デ 
ア の フェ ル グ ス か ら 普 通 に 借り て きた だ け な の か 、 真実 は 誰 に も 分 か ら な い 。 

フェ ル グ ス 本 人 が 使用 する 際 よ り も さす が に 威力 は 落ち る が 、 パ ワー が 落ち る 分 、 そ の 柔軟 さ 、 自 在 さ は 向上 し て いる 。 
「 え いっ 」 と 可愛 らし く 振る えば た ち ま ち 虹 の ヴェ ー ル が 展開 され る 。 


ーー ーー - - ー = ーー ~~ 


ZLEBOREN 


ワン ショ ッ ト ・ マ イ ・ ラ ブ 。 

一 夏 の 恋 、 一 枚 き り の 記念 写真 (ワン ショ ッ ト )。 
本 来 の メイ ヴ は 「 生 前 に 我 が 物 と し た 英雄 た ちの 宝 具 を 操る ] と いう 特徴 を 有する ライ ダー だ っ た が 、 KELRITER 
が 変化 し た メイ ヴ は 新た な 宝 具 を 得る に 至っ た 。 

すなわち 、 女王 メイ ヴ が 有する 強力 な 武器 の ひと つ [EHI を 利用 し た 、 恐る べき 対人 必殺 宝 具 で ある 。 

鼻歌 交じり で 歩く 彼女 か ら 「 あ ら 、 こ ん に ち は ] と 声 を 掛け られ た が 最後 、 対 象 は た ち ま ち 彼 女 に 惹き ぎ 付け られ 、 一 夏 の 
恋 に 落ち る 。 必 ず 落 ちる 。 そ し て 思う 存 分 彼女 に 好き 放題 され た 学 げ 句 、 あ えな く 夏 の 空 に 果て る 他 に な い 


この 宝 具 の 対象 と な っ た 者 は 己 を 誇る べき だ ろう 。 
女王 メイ ヴ が 声 を 掛け る 相手 は 、 そ う 、 選 ば れ し ブ ッ ド ルッ キン グ ・ プ レイ ブ …… 否 、 ブ ッ ド ルッ キン グ ・ ス レイ プ だ 
け で ある は ず な の だ か ら ……! 


この 恐る べき 宝 具 は 彼女 の [魅力 | を 中 心 に 構成 され て いる が 、 な ん と 、 意 外 な こと に 継続 的 な 魅了 効果 は な い 。 
「 一 夏 の 恋 へ つて 、 ほ ら 、 そ うい う も の よね ?] 
と は メイ ヴ 本 人 の 談 で ある 。 


<A — 


Foto Gra ada 


私 BEA Dee /BUNE/ E 彼 / 彼 女 / あ の ひと / 〇 O (呼び 捨て ) 


いつ も 通り 。 
FBI LCR. ZWICLCBROKEXT9. 

世界 の 中 心 で 美しく 咲く 一 輪 の 花 。 或いは 、 世 界 を 覆い 尽く さん ば か り に 今 こそ 咲き 誇る 大 輪 の 花 。 

加え て 、 今 回 は グラ ビア アイ ドル 的 存在 一 一 一 人 を 惹き 付け る 花 と し て の 自覚 が 強い 。 

自分 の 肉体 が びれ だ け の 価値 と 威力 を 有する の か が 正確 に 認識 し て いる 彼女 ゆえ 、 現 代 に 順応 し た 華やか な セレ ブ ・ サ ー 
ヴァ ント と し て 収まる の は 時 間 の 問題 で お っ た と も 言え る 


〇 マス ター へ の 態度 
いつ も 通り 。 

特別 扱い は し て くれ な い 。 自分 を 崇め る ファ ン や カメ コ 、 取り 巻き の 一 人 と し て 扱っ て くだ さる 。 

「 あ な た も な か な か の グッ ドル ッ キ ング ブレ イブ ね 」 と 認め て も ら え れ ば 、 個 人 撮影 会 ちや や ぶさ か で は な いと の 噂 な の で 
頑張 ろう 。 


の 


CHARACTER Profile 


J 一 一 


〇 人 物 像 
ライ ダー 時 と 完全 


〇 その 他 


今 は アル バム 作り に ハマ っ て いる 、 と の こと 


OBR PS x 
クー・ フ ー リ ン x NE 
こん な に 崇め られ 、 愛 され て いる 私 は 別に あな た な ん て 欲し く な いわ よ ?. 

(と 言 お うと する も の の 言え な い 。 や っ ぱり クー ちゃ ん ラブ 。 それ で も 振り 向い て 貰え な いな ら 、 も う 、 洗 脳 や お な し 。 
と 意気 込ん だ は ず な の だ が 、 い ざ 面 と 向かう と そう も いか ず に 「 そ の 霊 基 も 悪く ね え ] ぐら い は 言っ て 欲し い メ イヴ で あ 
っ た ) 

フェ ル グ ス 

あ ・ り ・ が ・ と (は ぁ と ) 

あな た の 立派 で 素敵 な 虹 赴 刻 、 ほ ん の ちょ っ と だ け 私 に 貸し て ね ? 

零 大 を 変え る の な ん て 私 に だ っ て で きる けれ ど 、 ほ ら 、 や っ ぱり セイ パー は 剣 を 持た な いと いけ な いわ 。 

えー いっ ! これ で 私 も セイ パー よ ! 

クー ちゃ ん を ボッ コ ボ コ に し て あげ ら れる わ ! 

スカ サハ 

遂に 水着 に な っ た わ ! 

これ で あの 女 と も 対等 に 夏 の 戦い を 繰り 広げ られ る っ て も の よね 。 ‘ 
do と 思っ た の に あの 女 、 何 も 言わ な いで ニッ コリ 、 っ て 何 な の よ も う ! 
スカ サハ = スカ ディ 

あの 女 と 同じ 顔 の は ず な の に 、 な ん で こう も 違う の か し ら …… 

それ に 、 な ん で こん な に 気 に な る の か し ら 。 

うー ん うー ん 。 

と りあ え ず 、 一 緒 に ビー チ へ 行く わ よ ! 

巴 御前 

あの 未亡人 気質 、 ど うし て も 気 に は る の よね 。 

操 を 立て る っ て の と は 違う 気 が す る ん だ けど 、 あ の 子 の は 、 こ う …… 
Ba や っ ぱり 確か め て みる し か な いわ ね 。 

好み の 男性 サー ヴァ ント い = 
ライ ダー の 時 と 、 セ イ バ ー の 時 じゃ 、 感 触 が 違う と 思う の よね 。 
だ か らき ちん と 確か め て み ま し ょ (は ぁ と ) 

フィ ン ・ マ ッ ク ー ル 

な び か な い 男 は 嫌い 。 

自慢 の 奥方 の 話 を や め よ うと も し な いし 、 ん 一 、 も 一 、 何 な の !? 


ACTER Profile 


A 


A 可能 な ら コ ッ プ に 注 が れ た 炭酸 水 の よ うに A 
O) 柄 か ら 剣先 に 向かっ て 金色 の 泡 が 
移動 し て いる 感じ と か どう で し ょ うか 。 


@ | 
| WEI 
& ! PAOD FIAR YO MITTE, 
金色 の 泡 が 先端 に 集まる 。 

$ 

a 
WR 
外側 の 螺旋 状 パ ー ツ が 
FUBITHIER. 

Comment from Illustrator 


カラ ド ボ ル グ が バ パラ け て 鞭 に 変化 する 宝 具 と いう 指定 を 頂き 、 武 内 さん か ら も メイ ヴ ら し い 過 激 な 案 を も ら っ た の で 更 
に 盛っ た ら 流 石 に 没 に な っ た り し まし た ( 笑 ) 。 メイ ヴ の 水着 で す が ま と も に 泳ぐ 気 が あ る の は 第 一 だ け で 、 第 二 は 浜辺 
撮影 用 、 第 三 は 屋内 スタ ジオ 用 と いっ た と ころ で すね 。 お と も の よちよち ぴっ ぴ は 最 終 段 階 まで 成長 する と シロ クマ に 
負け な い 大 き さ で 抱き 心地 満点 で す よ ! (SUA) 


謎 の ヒロ イン XX 
EEZI フォー リナ ー ヒロ イン XX 

EN: コス モ ガ ー デ ィ アン 三 部 作 より 用 本 サー ヴァ ンド : コ デニ 
Eier ER 154cm BEI 48Kg"( 来 着 時 は 変動 する 


NY 
Eds ER Eds Eder ERE 


元 セ イ パ ー ク ラス と は 思え な い が 、 フ ォ ー リ ナー に な る 前 の フラ ス が 持っ て いた スキ ル を その まま 受け 継い で いる 。 
「 周 酷 な 任務 に お いて は 時 に 冷徹 な 自己 判断 が 求め られ る か ら で し ょ う 」 と 本 人 は ド ヤ 顔 で 納得 し て いる 。 
c の rox ーー テテ ーー 
ソン 
依 域 外 の 生命 :D . 


外 な る 宇宙 と 


\ 
Ee u a Tea en P \ 
結果 的 に フォ ー リ ナー に な っ て し まっ た が 、 フ ォ ー リ ナー の 弱点 が フォ ー リ ナー な の だ か らし ょ う が な い 。「 怪 物 に は 怪 


z €_ ev 


物 を が つけ る ン だ よ ] 


は RE CBATII TUS. ほぼ アウ ト 。 
コス モ 刑 事 に な っ た も の の 、 朝 は 寝坊 が ち で 遅刻 の 沿 習 犯 だ っ た XX が 身 に つけ た 恐る べき スキ ル で ある 。 た だ の 着 符 
え ス キル と も 。 

実は 実体 化す る 必要 は あま りな く 、 霊 子 状態 で も 甲 責 と し て の 機能 を 発 押す る 。 

使用 する と BGM が 変わ る ……… と いう 仕様 に し た か っ た が XX の 為 だ け に そん な 贅沢 は 許さ れ な い 、 と 却下 され た 哀しい 
逸話 を 持つ 。 

[剣士 な ん だ ろ アサ シン する な よ 頭 の クセ 毛 を 投げ つけ る ] 


刑事 の 直感 :E 


犯人 を 突き 止め る 為 の 天 刻 。 事件 解決 に お いて は 使わ な い 方 が いい レベ ル 。 
大 量 の クリ ティ カル スタ ー を 発生 させ る が 、 同時 に XX 本 人 に は スタ ー 集 中 マイ ナス が か か る 。 

合 に よっ て は デメ リッ ト が メリ ッ ト に な る 、 実 は と て も 優秀 な スキ ル 。 
wu 「 関 いた !| と 事件 の 真相 を 言い 当て る が 、 ラ ンク E な の で トン チン カン な 結論 に な っ て し まう 。 だ が その トン チン 
カン な 結論 が 周囲 の 人 間 に 天 啓 を 与え 、 回 り 回 っ て 犯人 を あぶ り 出す 。 スタ ー が 大 量 発生 する が 本 人 に は 与え られ な い 
の は この イメ ー ジ か ら 。 


[ 無 ] を 食い 破る 力 で も あり 、 宇 宙 を 拡げ る 真理 その も の と も 。 
自身 に 無敵 買 通 を 付加 し 、NP を 獲得 し 、「 人 類 の 脅威 特攻 | を 獲得 する 、 ま さ に 主人 公 の 為 の スキ ル 。 邪神 特攻 アル ト 
リア 。 


で めい せい うん けん 


eo 


お めい せい うん けん 。 ひ みつ み に あ ど 。 

宇宙 の 天 程 と 言わ れる ロン ゴミ ニア ド LR を 使っ た 銀河 星雲 切り 。 

檎 を ブン ブン と 振り 回 す と その 光 革 は ネビュラ の よう に 渦巻 き 、 周 囲 の すべ て を な ぎ 払 う 。 敵 味方 の 区 別 は な い 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


= = = 


ABRAS TA TA 


エー テル 宇宙 然るに 秩序 。 

「 ツ イン ミニ アド ・ デ ィ ザ スタ ー」「 ダ ブル エッ クス ダイ ナミ ッ ク 」 と その 場 の ノリ で 叫ぶ が 、 ル ビ ( 真 名) は 「 エ ー テ ル 皇 
宙 然 る に 秩序 ] で ある 。 

ロン ド が る 宇宙 の ルー ル を 鏡 合 わせ で 示す 真名 。 

ロン ド LR の セー フ モ ー ド を 解除 し 、 出 力 を 上 上 げ て か ら の ダイ ナミ ッ ク セ イ バ パー 斬り 。 

相手 は 惑星 ご と 爆発 する 。 

黙秘 の 権利 、 弁 護 士 を 呼び 権利 、 こ と いっ た も の に と ら わ れ な い 、 最 終 裁 決 手段 

フォ ー リ ナー 特攻 だ け で な く セ イ パ ー 特 攻 も ある 便利 な 宝 具 。 


A 


わた 
〇 性 格 ・ 設 定 
「 謎 の ヒロ イン X| は 、 一 言 で いう と コメ ディ ドラ マ の 主人 公 で ある 。 

アル トリ ア さ ん か ら 真 面目 成分 を 引い た X は 、 何 事 も 最短 ・ 最 速 ・ 最 シン プル で 行動 する 。 

元気 いっ ぱい 、 礼 儀 正 し い 言 動 と は 裏腹 に 、 本 人 は と て も 人 負けず嫌い (自覚 が な いた め 、 空 気 読め な い 感 ハン パ な い ) 


で あら ゆる 事 に チャ レン ジ し 、 そ し て 勝つ まで 諦め な いと いう 困っ た 性 格 を し て いる 。 
だ が 根っこ に ある 凌 人 性 か ら "結局 は まわ り の 海 に 働い て し まう "た め 、 う まく 回 っ て いた 。 


が 。 

サー ヴァ ント ユニ ヴァ ー ス も 煮 詰 ま り 、 乱 発 さ れ た エキ スト ラク ラス に よっ て ヒー ロー と ヴィ ラン の 比率 が 崩壊 。 宇宙 
の 天 衝 が ヴィ ラン に 傾い た と き 、X は 心情 を 新た に し た 。 

具体 的 に いう と 番組 は 新 シ ー ズ ン に 突入 し た 。 

無職 で 還っ つて いた X は ある アー チャ ー の 紹介 で 秘密 結社 ・ 銀 河 警 察 に 就職 し 、 そ の 中 枢 に 眠っ て いた 宇宙 最上 古 の アー テ 
イィ ファクト ・ ロ ン ゴ ミニ アド を 偶然 キャ ッ チ 。 その 才能 を 認め られ 、 宇宙 防 人 (ギャ ラフ クシ アン ) と し て 活躍 する 事 に な 
っ た の だ 。 


X は 「 こ れ は いい 機会 で すね ] と 名 前 ・ 戸 籍 を XX と 改名 。 

別人 と な っ た 事 で これ まで の 借金 を すべ て 踏み 倒し 、 

外 宇 宙 か ら の 侵入 者 、 フ ォ ー リ ナー を 取り 締まる 特捜 0 課 を 設立 。 

邪神 ハン ター・XX の 誕生 で ある 。 

セイ パー ハン ター と し て の 本 能 は 薄れ 、 フ ォ ー リ ナー ハン ター と し て の 本 能 が 突出 し て いる 。 と は いえ セイ バー 排除 運 
動 を 止め た 訳 で は な い の で 、 セ イ バ パー 特攻 は 変わ ら ず 。 


OO マス ター へ の 態度 

地球 で の パー トナ ー。 頼れ る お 財布 。 

恋愛 スキ ル ほ ぼ ゼ ロ の XX な の で オト モダ チ 感 覚 だ が 、 そ の うち 大 切な 人 だ と 気がつき 、「 こ の 胸 の どき どき は いっ た い 
Ge まさ か この 星 に は セイ パー の 邪神 が !?] な ど と 勘違い を し て チャ ンス を 逃し た りす る 。 


基本 的 に は X と 同じ だ が 、 刑事 と し て の 自覚 が ある (意識 が 高い ) の で X よ りお 姉さん ぶる 。 X よ り 数 年 後 の シ リー ズ な 
の で 、 生 活 に 疲れ た OL 感 あ る 。 

「 コ ー ド ネー ム XX、 出勤 ! TEN 

「 ザ ハフ ェ ス を …… 濱 す 昌 

「 だ っ て …… 正 体 が パレ まし た か ら …… わ た し だ っ て 好き で カタ コト で は な か っ た し …… 職 務 中 は 私 語 厳禁 で す の で 、 5 
の よう な IQ の 低い セリ フ 回 し だ っ た の で す ] 

「 な 一 に が ホラ ー で すか 、 気色 わる い ! 最高 の ジャ ン ル は SF に 決ま っ て いま す ! わた し が それ を 証明 し て みせ まし ょ 
う ! 

最果て の 槍 よ 、 こ こ に 光 を ! 今 こそ 邪神 を 封 い 、 こ の 宙 域 に 正しい 秩序 を 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

2018 年 の 夏 イ ベン ト 、「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー・ フ ェ ス ティ バル 中 に 登場 。 

シナ リオ 序盤 、 正 体 不 明 の フォ ー リ ナー と し て ワイ キキ スト リー ト に 降臨 、 破 壊 の 限り を 尽く す 。 

どう 見 て も メカ に し か 見 えな い 外 見 、 マ シン ボイス 、 そ し て 一 切 会 話 の 通じ な い パ トル スタ イル か ら 『 カ ル デ ア が 観測 
し た 新た な フォ ー リ ナー」 と 思わ れ た が 、 そ の 正体 は ハワイ 諸島 を 通常 空間 か ら 切り 離し 、 誰 に も 介入 で き な い [EN 
外 ] に し よう と し た フォ ー リ ナー・BB (水着 ) を ハン ト す る 為 に 派遣 され た 銀河 警察 の 特務 刑事 だ っ た 。 

ヒロ イン X の 数 年 後 の 姿 で 、 そ れ を 知っ て いる の は XX の み 。 

X は XX を 「 な ん と な く 親 近 感 は あり ます が 自分 と は 無関係 で し ょ う ] と 流し 、 自 分 の 将来 の 姿 で ある 事 に 気付 いて いな 


ツイ ン ラ ン サ ー 形 式 で 、 光 の 槍 を 使う と き は 反対 側 の 闇 の 槍 が パッ フク ファイ ヤ を 発生 させ 、 間 の 槍 を 使う こき は その 逆 
と な る 。 


〇 因縁 キャ ラ 

謎 の ヒロ イン X 

無限 の 可能 性 を 秘め た セイ バー で すね ! わた し の 記憶 に ある わた し と は 微妙 に 違う と ころ が ある の で す が 、 そ れ も ま た 
ユニ ヴァ ー ス らし しい 設定 租 普 か と 。 リ メイ ク さ れ た り 語 り 部 (監督 ) が 違っ た りす る と 、 微妙 に エピ ソー ド が 変化 する の 
で …… 自 由 か っ ! 

謎 の ヒロ イン X-A 


BB (水 着 ) 

違法 サー ヴァ ント 筆頭 で す 。 確 か に 、 ご どれ ほど ヤバ パ め な イベ ント 起こ し て も 最終 的 に は 人 類 の 味方 か も で すけ どぉ …… 
地球 の 皆さん 、 ち ょ っ と お お ら か すぎ ませ ん ? 

オデ ュ ッ セ ウ ス 

え …… な に あの 木馬 。 ホン ト に 汎 人 類 史 の サー ヴァ ント ? 

スペ ー ス ・ イ シュ タル 

か くし て 、 復 讐 の 女神 は 普通 の 神霊 系 サー ヴァ ント に な っ た の で し た 。 め で た し 、 め で た し 。 あ ーー、 で も 女神 の 話 は あ 
れ で 終わ り じ ゃ な く て 、 も うち ょ っ と だ け 続 くん じゃ 。 


N 
R 「 
Y ‘Me 
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: y i 
ディ ルム ッ ド ・ オ ディ ナ 
EE セイ バー ERA ディ ルム ッ ド - オ ディ ナ 


EE 男性 EE ケル ト 神 話 、 フ ィ オ ナ 騎 士 団 E 7150 
EH 秩序 :中南 ER 184cm EX 85ke 


Ene: EI: Ei) Eo EI: Ea 


設定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : Azusa 


CV: 縁 川 光 


DN 主 万 登场 作品 :Fate/Grand Order 


(RAT SZ 
aan: A+ 
A ラ ンク 以下 の 鏡 術 を 無効 化す る 。 
現代 の 訂 術 師 で は 、 魔 術 で 彼 に 傷 を つけ る こと は で き な い 
本 来 は B ラ ンク で ある と ころ 、 宝 具 の 効果 に よっ て A+ ラン ク に まで 8 引き上げ ら れ て いる 。 


ーー ーー 一 ーー a 
o RR:B 
WITT 幻想 種 を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操る こと が で きる 。 


Enns FAA 


魔力 放出 (BRE) :A 
fh 神々 に 育て られ た ディ ルム ッ ド は 、 超 人 的 な 跳躍 力 を 獲得 し て いる 。 

y PANELTRR LIA. SY DBA DHE) 15 XI DIE FULTS VIA E JANATDO 
魔力 を 放出 する こと で 爆発 的 に 機動 性 を 上 昇 さ せ 、 総 合 的 な 攻撃 力 を 底上げ する 


ーーー = —— 


$ フィ オナ 騎士 の 誉れ :B 
ディ ルム ッ ド の 類 い 稀 な る 覚悟 。 
筆頭 騎士 と し て の 揺るぎない 精神 性 が 形 と な っ た も の 。 


De 
O) 
(D 


・ ル タ 。 
第 二 宝 具 が スキ ル と し て 形 に な っ た も の 。 


魔力 を 帯び た 黒子 に よる 異性 の 誘惑 

ディ ルム ッ ド と 対 央 し た 女性 は 彼 に 対す る 強烈 な 恋愛 感情 を 懐く 。 

対 魔力 スキ ル で 回 避 可 能 。 対 魔力 を 持っ て いな く て も 抵抗 する 意思 を 持っ て いれ ば 、 あ る 程度 軽減 する こと が で きる 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い 。 制御 が 効い て いる ) 


モラ ・ ル タ 。 

ディ ルム ッ ド ・ オ ディ ナ が 操る 多く の 武具 の 中 で 最も 強力 な も の を 挙げ る と すれ ば 、 

この 恐る べき 魔 剣 を お いて 他 に な い 。 

RR. MEINE 

抜き 放 た れ た 魔 刻 は ディ ルム ッ ド に 確実 な 勝利 を 与え 、 敵対 者 に 敗北 と 死 を も た ら す 。 

運命 を も 操る が 如き この 刻 は 、 ケ ルト に お ける 海 と 異 界 の 神 マ ナナ ン に よっ て 授け られ た 。 マ ナナ ン こ そ は 太陽 神 ル ー 
に 宝 具 フラ ガラ ッ ク 等 を 与え た 神 性 で あり 、 数 多く の 宝 具 を 所 有 、 提 供する 存在 で あっ た 。 

真名 解放 時 に は 、 セ イ バ パー の クラ ス で の 現 界 に よっ て 顕 れ た 人 智 を 超え た 超 跳 躍 を 利用 し た 落下 攻撃 を 遂行 する 。 この 
と き 、 モ ラ ・ ル タ は 伝説 に 語ら れる 「 マ ナナ ン 神 の 脚 ] に も 似 て 、 三 本 の 刃 と な っ て 敵 を 寸断 する 。 


逸話 に よれ ば 、 真 に 生死 を 賭け た 冒険 へ と 赴く ディ ルム ッ ド は 魔 剣 モラ ・ ル タ と 魔 槍 ゲイ ・ ジ ャ ル グ を 持ち 歩き 、 危 険 
は 少な いと 判断 し た 際 に は 魔 語 バ ガ ・ ル タ と 魔 栓 ゲイ ・ ボ ウ を 持っ た と いう 。 
ーーー デ ィ ル ムッ ド が 死 し た と き 、 身 に 付け て いた 装備 は 後者 で あっ た 。 前 者 の 装備 で 山 に 入っ て いれ ば 、 魔 猪 は 倒さ 
れ 、 彼 は 命 を 永 ら え て いた か も し れ な い 。 


Sb か 
激情 の 細 波 
ベガ ・ ル タ 。 
POORER. 


海神 マナ ナン に 授かっ た 武具 の ひと つ 。 短剣 の 形 を と る 。 
ディ ルム ッ ド は この 剣 を 主 武 器 と し て で は な く 、 副 武器 と し て 使用 する 。 


防御 宝 具 で あり 、 自 陣 の 防御 力 を 引き 上 げ る と 同時 に 、 第 一 宝 具 で ある 魔 刻 モラ ・ ル タ を 扱う ディ ルム ッ ド の 総合 的 な 
戦闘 性 能 を 底上げ する 。 
([FateGO] で は スキ ル と し て 表現 され て いる ) 


GH ARS /OO (呼び 捨て ) / 彼 / 彼 女 


〇 性 格 

忠義 に 篤く 、 誠 実 さ を 有する 高 湊 な 英霊 。 

基本 的 に は ラン サー 時 と 同一 だ が 、 セ イ バ ー と し て 召喚 され た 彼 は [騎士] と し て の 自覚 が 特に 強く な っ て いる 。 
強敵 と の 戦い を 楽し み 、 求 め て いる 自分 自身 を 憎 ら な い 。 


自覚 的 な の か 、 無 自覚 な の か 、 ラ ン サ ー 時 より も 自己 育 定 感 が や や 強い 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


基本 的 に は ラン サー 時 と 同一 。 
聖杯 に つい て も 、 自 ら 使 用 する こと は 考え て いな い 模 様 。 戦い の 中 で 聖杯 を 手 に し た と すれ ば 、 主君 に 献上 する こと を 
至上 の 目的 と する 。 


〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 セ イ バ ー。 フ ィ オ ナ 騎 士 団 デ ィ ル ムッ ド ・ オ ディ ナ 。 騎士 と し て 貴方 に 仕え させ て 戴き ます ] 
「 残 念 だ が 、 剣 も 檎 も 使え て こそ の 英雄 だ 。 苦手 な 分 野 な ど 存 在 し な いさ ] 

「 マ スタ ー。 こ の 戦い を 買 方 に 捧げ よう ] 

[騎士 道 に 則り 、 い ざ 旅 立ち まし ょ う ] 

「 あ あ …… 騎 士 王 よ 。 今 一 度 お 前 と 立ち 会 いた いも の だ …」 


〇 人 物 像 

一 本 の 魔 槍 、 二 振り の 魔 剣 を 駆使 する 屈強 の 騎士 。 

妖精 王 こ し て 愛 の 神 オ イン ガス と 海神 マナ ナン に 育て られ た 絶世 の 美男 子 。 

フィ ン ・ マ ッ ク ー ル を 盟主 と する フィ オナ 和 騎士 団 随 一 の 騎士 で あり 、 妖 精 王 アヴァ ー タ と 騎士 団 と の 共同 戦線 に 於 いて 
大 い に 活 躍 し た と いう 。 

彼 と ブラ ニア 姫 と の 悲恋 の 物語 は 、 後 の ラン スロ ッ ト と ギ ネ ヴ ィ ア の 物語 の モデ ル に な っ た と も 言わ れる 。 


此 度 に お いて は セイ パー の 零 基 で も 現 界 する 。 

これ は 彼 が 槍 の みな ら ず 和 剣 を も 得意 と する た め だ が …… 

こち ら の 霊 基 で は 「 神 話 ・ 伝 説 の 英雄 ] と し て の 側面 が 強く 強調 され 、 神 の 手 に な る 宝 具 を 複数 所 有 し て いる た めか 、 召 
喚 に 対す る コス ト ・ 難 易 度 が ラン サー 時 より も 高い 。 

(また 、 特 定 の 条件 が 揃わ な けれ ば 零 基 と し て 成立 せ ず 、 雲 散 霧 消し て し まう ) 


宝 具 は 二 振 り の 魔 合 、 モ ラ ・ ル タ と ベガ ・ ル タ 。 

ラン サー 時 に は 封印 され て いた と 思しき スキ ル を も 所 有 し て いる 。 

伝説 に お ける ディ ルム ッ ド は 魔 檎 を 一 本 と 魔 剣 を 一 振り 選ん で 装備 し て いた と いう が 、 ラ ン サ ー と し て の 彼 が [ual 
で ある よう に 、 セ イ バ ー と し て の 彼 は [ 双 刻 | CS. 

ひと た び 召 喚 さ れれ ば 、 強 力 な [二 刀 流 | の 騎士 と し て 活躍 する こと は 間違い な い 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア (特に セイ バー) 

セイ バー・ デ ィ ル ムッ ド は 騎士 王 と の 再会 を 喜 記 。 

騎士 王 と フィ オナ 筆頭 騎士 ディ ルム ッ ド が 適 遇 する 伝説 が 汎 人 類 史 に 存在 し な い 以 上 、 何 処 か の 聖杯 戦争 で まみ えた も 
の と 予想 され る 。 
詳細 を 彼ら は 語ら な い が : 
セイ バー・ デ ィ ル ムッ ド は 、 再 び 刻 を 交え る 日 を 夢見 て 笑う 。 
宮本 武蔵 

か な り 存 在 を 意識 し て いる 。 

それ は 、 や は り 、 互 い に 二 刀 使 いで ある ゆえ か …… 


逆 ナ ン 的 運命 を 感じ て いる の か …… 

クー・ フ ー リ ン 

NT SF. 

フィ オナ 騎士 団 随 一 の 使い 手 と し て は 、 異な る サイ フル の ケル ト 大 英雄 の 存在 が 気 に か る と ころ な の だ ろう 。 
フィ ン ・ マ ッ ク ー ル 

か つて 仕え た 相手 。 

セイ バー・ デ ィ ル ムッ ド は 、 現在 の 自分 が マス ター に 仕え る サー ヴァ ント で ある と 強く 自覚 し て いる た め 、 フ ィ ン を [我 
が 王 ] と は 呼ば な い 。 

柳生 但馬 守 

カル デア で で きた 友人 。 

但馬 守 曰く 、 見 て いる と 若い 頃 の 七郎 を 思い 出す と の こと 。 
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ACTER Profile 


Comment from Illustrator 


双 剣 の セイ パー と 言う 事 な の で 、 と に か く 身 軽 さ を イメ ー ジ し て デザ イン を し まし た 。 そ の 上 で 、 ALSLEMHSK 

うに 甲 胃 を 追加 し た 形 と な り ま し た 。 ディ イル ムッ ド の よう な イケ メン キャ ラク ター を 任せ て 頂け た 事 に 緊張 し つつ も 、 

ATAN TENA TA INN | ] と 念じ な が ら 描 いた 事 を 覚え て いま す 。 し か し 上 自分 で 描い て お いて 何で す 

が 、 セイ ント ブラ フ の ディ ルム ッ ド が ちょ っ と 遠く に いる 感じ な の が 自分 で も じわじわ き て 笑っ て し まい まし た 。 (Azusa) 
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A Ru AR 17. E = EEE ED... 
魔女 ロウ ヒ の 性 質 か ら 付与 され て いる スキ ル 。 
BTC TREO | に 必 す る 特殊 な 陣地 を 作る こと が で きる 。 


一 一 


—_ 


神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 
B ラ ンク に 分 類 さ れ て いる の は 、 シ トナ イ が 一 種 の 濾 依 サー ヴァ ント で ある た め 。 


シト ナイ 、 フ レイ ヤ 、 ロ ウ ヒ 、 三 体 の 英霊 (BE) が 力 を 貸し て いる 。 
その 上 で 、 自身 を 「 シ トナ イ ] と 呼ぶ 。 カル デア 式 召喚 に お ける サー ヴァ ント と し て の 真名 も シト ナイ と し て 登録 され る 。 


TER Profile 


ATA (ides) と し て 定義 され る 、 ア ルター エゴ と し て の 特殊 スキ ル 。 

スキ ル 「 自 然 の 通 児 ) が 進化 し た も の 。 

攻撃 対象 と し て ひと た び 割 り 切っ て し まえ ば 、 愛 する も の さえ 氷結 させ る 。 周 囲 の 対象 を 任意 に 氷結 させ る 能力 。 
彼女 は この 力 を あま り 攻 撃 に 用 い ず 、 主 に 防御 能力 と し て 使用 する 。 敵意 を 持つ 存在 や 、 有 害 な 存在 に 対し て は 、 自 重 
的 に 稼働 する 。 オー ト ガ ー ド 。 


感情 凍結 : B 


無垢 に 微笑 お 少女 で あり な が ら 、 と き に は 冷酷 な 魔物 の よう に も 振る 舞 える 彼女 の 思考 、 精 神 性 が 武器 と な っ た も の 。 
氷 の 心 は と き に 刻 と な り 、 と き に 鎧 と も な る 。 


自ら を カム イ と し て 語る 一 人 称 の 神 謡 。 
アル ター エゴ と し て の 彼女 は 、 カ ムイ ユカ ラ を 口 に する 事 で アイ ヌ 神 話 に お ける さま ざま な カム イ の 力 を 借り 受け る 。 
上 位 の カム イ で ある 山 ・ 村 ・ 沖 の パ セ カ ムイ に まつ わる 力 さえ も 使用 可能 。 


赤き 黄金 B++ 
北欧 の 女神 フレ イヤ に まつ わる スキ ル 。 
多く の 神々 の みな ら ず 敵対 する 巨人 さえ も 惹き 付け た フレ イヤ に は 、 た だ 一 人 の 愛す る 者 が いた 。 旅 に 生き る 彼 の 身 を 
案じ る と き 、 フ レイ ヤ は 赤き 黄金 を 涙 と し て 流し た と いう 。 
([FateGO] で は 時 本 的 に 使用 され な い ) 


Macho. BIA 


オプ タテ シ ケ ・ オ キム ン ペ 。 

アイ ヌ の 少女 英雄 シト ナイ の 戦友 で ある 猟犬 が 、 一 種 の 使い 魔 と 化し た も の 。 

フレ イヤ と ロウ ヒ に よる 神代 の 魔術 で 多重 に 強化 され て いる 。 

も は や その 姿 は 猟犬 で は な く ク マ に 似 て 、 在 り 方 は 精霊 に 近 し く な っ た 。 

女神 の 使い 魔 な ら ば 猛々 し き 巨 舌 が 相応 し く 、 属 性 も 魔 獣 や 紀 獣 で な く 精 霊 こ そ が 相応 し か ろう 
主張 を フレ イヤ が 受け 入れ た 結果 、 三 分 の 二 の 人 賛成 を も っ て クマ 化 が 実行 され た 模様 。 


と いう ロウ ヒ の 


常時 発動 型 の 宝 具 。 
真名 解放 時 に は 、「 猟 犬 ( フ マ ) に よる 突進 ] 「 水 の 魔力 を 伴う 弓 の 一 撃 ] 「 シ トナ イ に よる 斬 撃 ] と いっ た 雪崩 が 如き 連続 
攻撃 を 行う 。 

シト ナイ の 性 質 に より 、 竜 に 対し て 特別 な 効果 を 発揮 する 。 


凍え よ 、 天 上 の 諸 力 た ち 


ポ ホ ヨ ラ ・ フ ィ ン ブ ル 。 

凍てつく 寒さ 、 雪 、 氷 結 の 力 を 自在 に 操っ て みせ る 。 

呪い の 言葉 が ひと た び 放 た れ て し まえ ば 、 天 か ら 昼 夜 は 失わ れ 、 地 上 全土 は 動く 者 な き 無音 の 世界 と な り 果 て る 。 
正確 な 分 類 は 対 国宝 具 だ が 、『FateGOI で は 主 に 対 軍 宝 具 と し て 表現 され る 。 

太陽 と 月 を 洞窟 へ と 封じ た 魔女 ロウ ヒ の 伝承 と 、 イ リヤ の 心象 風景 の 一 部 が 合わ さる こと で 形成 され た 宝 具 。 ロ ウ ヒ 本 
来 の 宝 具 と は 効果 と 名 称 が 異な る 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


わた し 
〇 性 格 
純真 な 笑顔 を 浮か べ る 少女 。 
だ が 、 底 知れ な い 残 酷 さ を も 秘め て いる 
人 格 と し て は 、 ベ ー ス と な っ た ホム ンク ルス の も の に 近い 。 
年 齢 不相応 の 戦い ぶり を 見 せる 勇気 に は アイ ヌ の 少女 英雄 シト ナイ が 、 親愛 を 覚え て し まっ た 相手 へ の 共感 や 哀切 な 想 
い に は 女神 フレ イヤ が 、 酷 薄 に 敵対 者 を 殺 狐 せしめ る 精神 性 に は 魔女 ロウ ヒ が …… と 、 ア ルター エゴ と し て 融合 し た 存 
在 を 人 格 的 側面 と し て 当て は め る 事 も 可能 で は ある が 、 今 の と ころ は 総合 し て 依り 代 と な っ た 少女 ] の 人 格 で ある 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 友人 と し て 接し て くる 。 

当初 は 距離 感 が 掴め ず に 戸惑っ て いる が 、 徐 々 に 打ち 解け て いく 。 

も し も 仲良 く な れ た な ら 、 カ ル デ ア で ちら り と 見 か け て 以来 どう し て も 気 に な か っ て いる 英霊 た ちの 事 を シト ナイ は 相談 
し て くる だ ろう 。 


〇 台詞 例 


[真名 は シト ナイ に し た わ 。 
外観 に よく 現れ て いる の が 、 シ トナ イ だ か ら 。 よろ し くね ーー 
[ふい 、 わ た し は あな た より も お 姉さん な の 。 だ か ら 、 ち ゃ ん と 言う コト 聞い て ね ] 
[めちゃ くち ゃ に し て あげ る ] 
Terme や っ ぱり 、 パー サー カー は 強い ね ] 


聖杯 に 縁 ある 人 物 を 核 と し て 、 複 数 の 英吉 (神霊) が 融合 し た 存在 。 
成立 の 経緯 は 諸葛 孔明 の よう な 疑似 サー ヴァ ント と 同様 と 目 さ れる が 、 現 界 に あたっ て の 性 質 は 英雄 の 複合 体 で ある ハ 
イサ ー ヴ ァ ン ト 、 そ し て 強烈 な 自我 の 抽出 と し て の 「 ア ルター エゴ ] の それ と 同質 で ある 。 


依り 代 と な っ た 人 物 は 人 間 の 魔術 師 で は な く 、 ア イン ツ ベ ル ン が 作り 上 げた 最新 に し て 最後 の ホム ンク ルス 。 SEH 
うほ どの 大 規模 な 令 呪 を 持ち 、 魔 術 の 精度 は 一 流 、 マ スタ ー と し て の 性 能 は 超一流 の も の だ っ た と いう 。 
また 、 小 聖杯 と し て の 機能 を その 身 に 秘め て いた と も 。 


アル ター エゴ と し て の 現 界 に 際 し て は 三 体 の 存在 が 力 を 貸 号 し て いる 。 


一 体 目 は アイ ヌ 神 話 の 少女 英雄 シト ナイ 。 

故郷 の 集落 (コタ ン ) を お び や か し た 人 喰い の 白竜 を 打ち 倒し た 竜 殺 し で ある 。 

人 間 の 血 肉 を 求め る 白竜 に よっ て 「 最 新 の 生 忠 ] と し て 選ば れる も 、 こ れ を 恐れ ず 立 ち 向かっ た シト ナイ は 、 我が身 を 小 
聖杯 と し て 聖杯 戦争 と いう 殺し 合い に 挑 ま ざる を えな か っ た ホム ンク ルス に 自身 の 境 時 を 重ね て いる の か も し れ な い 。 
な お 、 戦友 で ある 猟犬 が 今回 「 常 時 発動 型 の 宝 具 ] と し て 共に 現 界 し て いる 。 


一 体 目 は 北欧 神話 の 女神 フレ イヤ 。 

豊 征 と 愛 、 死 と 魔術 を 司る 美しき 女神 。 ホム ンク ルス を 依り 代 と すべ き で ある と 最初 に 主張 し た の は 彼女 で ある らし い 。 
フレ イヤ は 北欧 異聞 帯 の 存在 に 対し て 反応 し 、 率 先 し て ハイ サー ヴァ ント と し て の 現 界 を 試み た の で ある 。 

境 時 や 性 質 と いう より も 、 一 少女 と し て の ホム ンク ルス その も の に 興味 を 抱い た フシ が ある 。 


三 体 目 は フィ ン ラ ンド 神話 の 魔女 ロウ ヒ 。 

民族 叙事詩 「 カ レ ワ ラ 」 で 語ら れる ポ ホ ヨ ラ 王国 の 王妃 。 太陽 と 月 を 洞窟 に 封じ て 寒さ を 呼び 起こ し 、 カ レ ワ ラ 国 の 人 々 
を 苦し め た 強大 な 存在 で ある 。 

氷雪 地帯 を 心象 風景 と し て 有する ホム ンク ルス に 強い 共感 を 覚え た と 思 し い 。 
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北欧 異聞 帯 で は 、 人 理 の サー ヴァ ント と し て 現 界 。 

異聞 帯 の 王 で ある スカ サハ ニス カ デ ィ に 囚われ て いた が 、 

終始 、 空 想 樹 を 伐採 せん と する カル デア の 活動 に 助力 し 続け た 。 

スカ サハ = スカ デ ィ に 対し て は 、 汎 人 類 史 に 於 いて 「 ス カ デ ィ の 娘 ] と いう 伝説 を 有する 女神 フレ イヤ の 自覚 、 そ し て 依 


代 と な っ た ホム ンク ルス の 性 格 か ら 、「 母 と 娘 ] と いう 関係 性 に 強い こだわ り を 見 せ て いた 。 


〇 因縁 キャ ラ 

へ ラク レス 

「 や っ ぱり 、 パ ー サ ー カ ー は 強い ね ] 

エミ ヤ ( ア サシ ン 〕) 

静か な 、 ど こ か 哀 し げ な 視線 を 向け る 相手 。 

理由 を シト ナイ は 口 に し な い 。 

アイ リス フィ ー ル 〔 天 の 衣 ) 

憧れ の 存在 と 言っ て は ば か ら な い 相 手 。 

彼女 を 見 る た びに 瞳 を 輝 か せ て いる …… の だ が 、 直接 会 う の は 避け て いる 模様 
イシ ュ タ ル / パ ー ル ヴァ ティ ー 

ふーん な る ほど 、 と いう 顔 に な る 相手 。 

生子 村 正 

( 二 度 見 ) 

( 三 度 見 ) 

WER) 

ワル キュ ー レ / プ リュ ン ヒ ル デ / 加 藤 段 蔵 / ナ タ 

「 目 的 の た め に 鋳造 され た 存在 ] に 対し て 多少 思う と ころ が ある 。 
スカ サハ = スカ ディ 


シト ナイ は 北欧 異聞 帯 で の 記憶 を 持た な い が 、 異聞 帯 で の 関係 を 踏ま えた 上 で 接し よう と し て いる 模様 。 すべ て の 記憶 


を 有 し た スカ ディ を 慮 つて の こと で ある 。 

ギル ガメ ッシュ 

嫌い な 相手 。 

マス ター が この 英霊 と 契約 し て いる 場合 は 幻滅 され て し まう 。 
ギル ガメ ッシュ (キャ スタ ー〕 

嫌い な 相手 の は ず な の だ が ……。 

あま り に が 違う の で 、 な ん と も 嫌い きれ な い 。 

ジャ ガー マン 

すご く 見 覚え が ある よう な 。 そ し て この 凄絶 な 気配 ! 

「 え っ ジャ ガー? 猫 じ ゃ な い の ?] 
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CHARACTER Profile 


武器 第 三 段 階 武器 第 一 / 第 二 段 階 


アイ ヌ な イリ ヤ さ ん 。 と いう か が か アイヌ 衣装 は だ いた いこ ん な 感じ に な っ て し まい ます ね 。 装飾 ジャ ラジ ャ ラ を 減ら し 、 ¡Pa 
SN イリ ヤ と いう 事 で お 姉さん 表情 を 多め に し まし た 。 自分 が 担当 する キャ ラ は 二 転 三 転 する こと が 多い ん で す が シ ト 

ナイ も そん な 感じ で し た 。 術 キ ャ ラ と 思っ た ら フ ァ イ タ ー タ イプ だ っ た り 、 シ ロウ は 最初 犬 っ た り 、 熊 を 喋ら せる 案 

も あり まし た ね 。 今 で こそ 愛 婚 の ある 熊 で す が 最 初 は リア ル 風 で し た 。「 怖 い ! ( 笑 )] と 不評 だ っ た の で ファ ン シ ー 風 に 

な り ま し た が 。 あ と は 機会 あれ ば いろ ん な 霊 衣 も 追加 し た いで すね 。(BLACK) 
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Comment from illustrator 
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設定 作 | 
CV: BAS 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


時 期 に よっ て 能力 上 昇 の た め の 新しい 衣 喪 や 道具 を 作る こと が で きる 。 | 
らし い の だ が 、 あ まり 活用 され て いな い 。 


/ ) 

wu 
TD 

FS 


a 


ih u... 

[高い と ころ に 現れ る 」 

「 声 は すれ ど 姿 は 見 え ず ] 

な どの 演出 は 、 実は 陣地 作成 スキ ル の 応用 で や っ て いる と いう 噂 が ある 。 


NK TaROF CHS. 
鬼 と し て 零落 し て いる た め 、 ラ ング は 落ち る 。 


CHARACTER Profile 


SR o 

クラ ス 変 更に 伴い 、 対 象 の 骨 を 抜き取る 宝 具 [CRL - 我 爱 称 (MV 1199) | が スキ ル へ と 変化 し た も の 。 
抵抗 判定 に 失敗 し た 対象 の 体内 に 手 を 突き 入れ て 、 心 臓 を は じ め と する 重要 器官 を 容赦 な く 握り 潰す 、 恐 る べき 絶 技 。 
鬼 を 制す る た め に 付与 され た 護法 少女 の 能力 …… と いう 触れ 込み だ が 、 心臓 を 濱 され れ ば 大 抵 の 生物 は 沈黙 する の で は 
な い だ ろ うか 。 そ う 主 し む カ ル デ ア 洋 員 の 質問 に 、 酒 呑 莉子 は ころ ころ と 笑う だ け で 何 も 答え な か っ た と いう 。 


プレ イク ロッ ド 。 

「 て れ び と か いう 箱 ん 中 の お 姫 様 は 、 あれ や な あ 。 な ん や けっ た いな 棒 き れ 振り 回 し て た や な い の 、 きら 
れ 、 う ち も 欲しい わぁ] 

「 ま か せ て お け ] 

と いう 会 話 が 使い 魔 ハ ク と の 間にあっ た と か 。 


鬼 の 異 能 、 麻 体 を 表 す 本 スキ ル は 今回 に 限っ て 変質 し て いる 。 
天性 の 魔 スキ ル 、 怪力 スキ ル 、 カ リス マス キル 、 礎 力 放出 スキ ル 、 等 と の 混合 スキ ル で も ある が 、 本 作 で は 効果 が 調整 8 
され て いる 。 Ba 

鬼 種 お よび その 類似 物 に 対す る 特攻 効果 、 特 防 郊 果 を 有する スキ ル で も ある 。 


al 


ZS 


ご ほう し ょ うじ ょ く すず りゅう ぉ ぁ う まつ 


BYR > NRE 


ご ぼう し ょ うじ ょ ・ く ずり ゅ うお うさ つ 。 

鬼 種 と し て の 強 萌 な 体 駆 と 運動 性 能 、 生 来 の し な や か さと 残虐 性 、 そ れ ら を 併せ る こと で 繰り 出さ れる 、 

変幻 自在 の 乱打 。 

具体 的 に は 、 瞬 間 移 動 と 見 まごう 超 高 速 移動 を 経て か ら の 殴る 蹴る 。 

射程 距離 は 短い が 、 回 避 は ほぼ 不可 能 。 神 性 の 加護 で さえ 打ち 破っ て 殴る 蹴る 。 

大 概 の 相手 は ここ で 死亡 する 。 

殴り に 殴っ た 後 、 大 ヒョウ タン か ら 宝 具 APRA > HERE] の 毒 酒 を 撃ち 込ん だ り も する が ーー 一 一 これ は 酒 呑 と し て 
は 「 つ いで ] [22330] で あり 、 攻 撃 の 主体 は あく まで 乱打 で ある 。 


AD 


11 うち > ES あん た は ん / 旦 那 は ん / 〇 〇 (呼び 捨て ) /O 〇 は ん BEA あん 人 / あ の 人 / あ れ 


〇 性 格 

アサ シン 霊 基 の 酒 知 董 子 と 完全 に 同一 で は ある が - 

茨木 童子 の 夢見 る [護法 少女 ] 像 を な る べく 壊す まい と 一 応 は 気 を 付け て いる …… パ 模様 ……? 
な ん だ か 神楽 舞っ と る みた いで 楽し お す な ぁ 、 と 気分 が よく な っ て いる の で 続け て いる 、 

と 表現 し た 方 が 正確 か も し れ な い 。 

と りあ え ず 、 飽 きる まで は この 装い の まま で 過ごす つも り の よう だ 。 


て om マス ター へ の 態度 
ン 時 と 完全 に 同一 。 


〇 人 物 像 

茨木 日 の 本 の て れ び で ほら 、 日 曜 の て れ び で や っ て いた アレ が ある だ ろう 。 あ れ は も し や 酒 呑 を 由来 と し て いる の で 
Pl は な いか ? 麗し く 、 強 く …… ま る で 鬼 だ 

> は あ 、 そ う 。 

tt ま 、 似 た よう な ん は 上 鬼 ン 中 に も いて は っ た けど 。 


+ 


ソレ が 、 平安 の 世に 在 っ た か は 定か で な い 。 

ニー 世紀 と いう 現代 の 隙間 を 生き る 鬼 た ちの 間 で 言い 伝え られ る モノ か も 分 か ら な い 。 
それ で も 彼女 | 
護法 の 的 の 伝 
人 の 世 を 救う 英雄 が 英霊 と な り 、 

鬼 の 世 を 救う モノ は 護法 と な る 。 

鬼 を 諭し 、 鬼 を 組 し 、 鬼 を 殺し 一 一 一 それ ら に よっ て 一 切 の 鬼 を 救う モノ こそ が 護法 の 鬼 で ある 、 と 。 


+ 
茨木 「 に ゃ ん と !?] 
あら 。 
> は っ た ん な ら 、 ま あ 、 し ゃ あな いな ぁ 。 
a まあ 、 夢 の ある 話 や さか い 、 そ な いな コト に し と こ か 。 


面白 そう な の で 茨木 の 信じ る 護法 の 鬼 、 護 法 少女 を 演じ つつ 、 鬼 に な る に は あま り に ヒト で あり 過ぎ る 鬼王 (エリ ザ ベ 
ー ト JAPAN) に 「 愉 し ませ た いな ら ば 、 鬼 で は な く ヒ ト だ ] と 突き つけ る べく 、 BEONT (正確 に は 「 カ ムイ の 黄金 
OAC) オニ ラン ド と 化し た 千歳 で 活動 する 酒 呑 で ある 。 


最初 は た だ の 変装 ・ 仮 装 の つも り だ っ た が 、 千歳 周 辺 で つか まえ た 小さ な 魔 獣 「 ハ フ ] と 同行 する よう に な っ て 以来 、 E 
基 も 一 時 的 に 変化 し て し まっ た 模様 。 

その 在り 方 は まる で ヒー ロー の よう で は ある が 、 間 違え て は いけ な い 。 

あく まで 彼女 が 演じ る の は (BEML. BERL. SNUCKUBEMS] モノ で ある 。 


〇 使い 魔 
な お 、 使 い 魔 [ハク] の 正体 は 「 カ ムイ の 黄金 ] か ら 発生 し た 悪意 だ っ た が …… 

現在 の 「 ハ フク] は 、 か つて の ハク と そっ くり に 酒 呑 が 自分 の 魔力 を 割 いて 組み 上 げた 使い 魔 で ある 。 
ハク 、 喋 ら へ ん の よね ぇ ーー 一 

て いる も の の 、 誰 も いな いと ころ で 何 か 喋 っ て る 、 と の 


が ある と か な いと か 。 


本 人 は さほど 隠し て いる つも り は な い が 、 不 思 議 と 「 酒 吞 童子 万 | と 気付 く 者 は 多く な い 。 


OBR FS 

茨木 童子 

いつ に な っ た ら 気 付き は る ん や ろ ね ぇ ……? 

鬼 系 サー ヴァ ント 

人 も どき に な り は っ た 鬼 は どこ や ろ ね え 。 

棒 で HU いて 、 懲 らし め た ろか 。 

源 頼 光 / 坂 田 金 時 / 望 月 千代 女 な ど 

だ これ も 、 い つま で た っ て も 、 う ちの こと 気付 か へ ん 。 
は ぁ 。 拍子 抜け や わぁ 。 

で も 、 せ や な あ 。 こ れ は これ で 色々 遊べ る か も し れ へ ん ね え ? - 


と omment from Illustrator 


最初 長い ツイ ン テ ー ル の デザ イン で し た が ちょ っ と や りす ぎ か な と 思い 、 今 の 髪型 に か なり ま し た 。 ROAD 

で ハロ ウィ ン で 、 色 々 要素 が 多い の で まとめ る の に か な り 苦 労 し た 記憶 が 有り ます 。 結果 、 酒 呑 ちゃ ん らし く 露 出 多め と - 
で 美味 し そう で イバラ ギ ち ゃ ん が 憧れ る 朱 救 同 に な っ た と 思う の で す が ど う で し ょ う ? よく よく 見 る と いろ ん な 所 に ハ を 
ー ト が 描か れ て いま す が 、 と くに 眉毛 は 判り に くい か も …。 (本 庄 雷太 
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スル ト 


1752 エン シェ ント ジャ イア MEA) AI 
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一 設定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : : シャ カ P (DELIGHTWORKS) 
: 津田 健次 郎 


クラ スペ キリ 


対 魔力 : EX 
害 あ る 魔術 効果 の 殆ど すべ て を 無効 化す る 。 


オフ ェ リ ア と 契約 を 交わ し て セイ パー の 霊 基 を 得 て い る が 、 
騎乗 スキ ル に つい て は [FBI と し て 返上 し て いる 。 


Ei“ [Ae Edo Eile EXA EI 


an oS 


Bases = Bo EN 7 OOOmLLE EEE It 


5 


ーー = > ニニ = = 


ar: EX 
魔力 供給 の な し 


a a ee er 


$ 陣地 作成 :EX 
一 歩 ご と に 大 地 を 焼き 、 己 が 領域 を 拡大 する 。 


戦死 者 の 獣 :A+ 

取り 込ん だ フェ ン リ ル の 力 を 発 押さ せる スキ ル 。 

本 来 ス ルト が 有 し て いる 対 神 特攻 の 性 能 が さら に 跳ね 上 が る 。 
(第 一 形態 の み ) 


終末 の 巨人 と し て の 破壊 的 性 質 を 現す スキ ル 。 
霊 基 の 枠組 み に 収まり きら ず 、「+ オ | と いう 一 種 の パグ 表示 に な っ て いる 。 


巨人 種 の 肉体 を 構成 する 強 萌 な 外 殻 。 

きわ め て 特殊 な 組成 を 有 し て お り 、 攻 撃 的 エネ ルギー を 吸収 し て 魔力 へ と 変換 する 。 

吸収 限界 を 上 回 る 攻撃 (一 定 ラン ク 以 上 の 通常 攻撃 や 宝 具 攻撃 な ど ) に つい て は 魔力 変換 で きず 、 そ の まま ダメ ー ジ を 受 
ける こと に な る 。 


られ る スル ト の 炎 。 
炎 の 形態 を 有 し た 最高 ラン ク の 魔力 放出 スキ ル で ある と 同時 に 、 あら ゆる 温度 変化 と 物理 的 攻撃 に 対応 する 鎧 で あり 、 周 
に 状態 異常 を 撤 き 散ら す 兵器 で も ある 。 

一 種 の 宝 具 だ が 、 本 作 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 


FateGO で は 基本 的 に 使用 され な い 。 


Ba 


AMEBATRO: ROM 


EX El WER 


ロ プ トル ・ レ ー ギ ャ ルン 。 
宝 具 で ある レー ヴァ テイ ン を 用 いた 対 界 攻撃 。 世界 の 終 韻 を 導く 、 終 末 の 炎 。 
対 神 、 対 生命 、 対 界 特攻 。 


災 褐 な る 太陽 が 如き 合 


レー ヴァ テイ ン 。 

スル ト の 武具 と され る 災 の 剣 と 、 フ レイ 神 の 所 有 し て いた 太陽 侯 、 そ し て 北欧 の 神 ロ キ に 鍛え られ た 武具 が 習合 し た 存在 。 
レー ヴァ テイ ン は スル ト の 妻 シ ン モ ラ が 保管 する と いう 伝説 の 語 で あり 、 九 つの 封 EH が 施さ れ て いる と いう 。 
巨人 の 武具 で あり 、 神 の 武具 で あり 、 破 滅 の 招来 その も の で も ある 。 

対 神 、 対 生命 特攻 。 


ADE 


北欧 神話 に 登場 する 災 の 巨人 。 黒き 者 。 

災 の 世界 A ム スペ ル ヘ イム に 棲 まう 巨人 た ちの 代表 格 。 

北欧 の 最終 戦争 で ある ラブ ナ ロ フ に お いて 、 世 界 を 災 で 燈 き 尽 くす 存在 で ある 。 
大 元 は 火山 と その 噴火 で ある と 言わ れる 。 


滅び の 運命 だ け を 与え られ て 生ま れ 落 ち た 終末 装置 。 
汎 人 類 史 の 伝説 に は 残さ れ て いな い 、 原 初 の 巨人 (ユミ ー ル ) の 破壊 的 性 質 。 それ を 最も 色濃く 受け 継い だ 者 こそ が 、 ス 
ルト で ある 。 


+ 


異聞 史 の 存在 。 

北欧 異聞 帯 と いう 世界 の 中 核 を 成す 災厄 。 

神代 に お いて 、 同 じ く 減 び を 担う 巨 狼 フ ェ ン リル を 喰らい 、 定め られ た ( 汎 人 類 史 と 同様 の ) ラブ ナ ロ ク を 逸脱 し 、 北欧 
の みな ら ず 星 そ の も の を 稚 こう と 試み た 。 

その 行 潟 は 、 未 来 の な い 訓 定 事象 へ の 第 一 歩 で あっ た と 言え る 。 

し か し 、 星 の 焼却 を 目前 と し た と ころ で 大 神 オ ー デ ィ ン を は じ め と する 神々 の 反抗 に 遣い 、 彼 ら を 全滅 さす る に 至る も 、 
スル ト 自 身 も 肉体 を 「 偽 の 太陽 ] の 中 に 封じ られ て し まっ た 。 

本 来 は その まま 世界 ご と 製 定 事象 と し て 消え 去る は ず だ っ た が …… 


CHARACTER Profile 


FENN 


i NE AWAD 


世界 が 異聞 帯 と し て 存続 し た こと で 、 ス ルト は 再度 の 「 星 の 焼却 ] を 目論む 。 

当初 は 正体 を 隠し て 英霊 シブ ルド の 内 部 に ひそ み 、 彼 の 人 格 に な りか わっ て オフ ェ リ ア と いう 女性 を 主人 (マス ター) と 
し て 戴き 、 魔 語 グ ラム を 操る 北欧 最強 の 騎士 と し て 振る 舞っ て いた が 
最終 的 に は 正体 を 現し 、 北 欧 の 空 に 浮か ぶ 「 偽 の 太陽 ] と 合体 。 巨大 な 災 の 巨人 と し て の 姿 と な っ て 、 か つて の 終末 を 超 
える 大 終末 …… 地 球 全土 の 焼却 を 目論ん だ 。 


〇 オフ ェ リ ア へ の 想い 
騎士 シグ ルド と し て 振る 舞い な が ら も 、 ス ルト は オフ ェ リ ア を 精神 的 に じわじわ 責め る 。 


表 る よう に 責め る 。 

だ が 、 彼 女 を 破壊 する 事 だ け は し な い 。 

決定 的 な 状況 一 一 それ を すれ ば オフ ェ リ ア が 壊れ て し まう よう な 
する 。 

それ は 、 ス ルト な り に オフ ェ リ ア を 本 気 で 愛し て いる か ら だ 。 


に お いて 、 ス ルト は オフ ェ リ ア の 命令 を 尊重 


スル ト が オフ ェ リ ア に 固執 し て いた 理由 は た だ ひと つ 。 

終 未 装置 と し て 役割 を た 果たせ ず 、 灰色 の 世界 で 燃 り つづ ける 自分 を 見 つけ て くれ た 女 だ か ら 。 

た と え 偶 然 で あろ うと 恐怖 され よう と 、 そ の 出会い は スル ト に と っ て 誕生 し て 以来 、 初 め て の 意外 性 
名 の 「 恋 ] だ っ た 。 
スル ト は 世界 を 滅ぼす 役割 を 果たし な が ら も [ROG] に 終末 を 見 せ て や る (生き 残ら せ て や る ) 、 と 最後 まで オフ ェ ‘ 
リア に 固執 し た 。 

感謝 、 感動 、 恩 返し 。 そ れ を 「 愛 ] と 呼び 事 を 、 ス ルト は 知ら な か っ た の だ 。 


驚き と いう 


〇 外観 イメ ー ジ 

形態 1】 

災 の 巨人 ム ス ペ ル の 王 と し て の 姿 。 

ER 「 炎 の 剣 ] を 手 に し た 、 巨 大 な 存在 。 災 の 巨人 王 。 


形態 2】 

姿 の ペー ス は 形態 1 と 同じ 。 

一 体 と な っ た 氷 の 巨 狼 フ ェ ン リル (エッ ダ に も サガ に も 書か れ て いな い 隠 され た 真実 と し て 、 本 作 に 於 ける フェ ン リ ル は 
句 水 領域 二 ヴ ル ヘ イム の 半分 を 喰らい 、 氷 の 骨 と 氷 の 肉 、 そ し て 氷 の 心臓 を 得 て い る ) を 取り 込ん だ こと で 、 カ ラー リ 
ング が 変化 し て いる 。 

氷 災 の 巨人 王 。 
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Fa to / G rasa 4) older 


| スル ト ・ フ ェ ン リル 


A SIEGE 


Ch 


ff 黒い 外 殻 を 持つ 災 の 巨人 。 北欧 神話 の ラス ボス 的 存在 な の で 、 他 の 巨人 種 よ り も スリ ム で か っ こよ さ で 重視 の デザ イン に 
し まし た 。 ラ フ で は 膝下 くら いま で デザ イン し て いま し た が 、 画面 の 都合 上 腰 か ら 下 を カッ ト さ れ た 悲し き 存 在 。 で も 
マス ター に ひど いこ と し た か ら ね 。 反省 し て 。 イ フリ ー タ ちゃ ん と 並べ る と 親子 っ ぽく て 好き で す 。 ク ク 。 

(シャ カ P/DELIiGHTWORKS) 


量産 弄 
ワル キュ ー レ 


CHARACTER Profile 


REIHE 


腕 ・ 膝 ・ 首 の 文様 


Comment trom Illustrato 


WISE LCM. 樹 に 寄り 添い 、 か そ け き -A pale blue dot- に 奪 く 生 命 の 瞬き を 見 つめ 続け て 来 た 存在 。 RISA 
機 的 な ベル ベッ ト 感 (し っ と り 冷 ん も や りさ ら さ ら ) を 意識 し まし た 。 髪 は 短冊 に し た オー ロラ フィ ルム を 撮影 し て 参考 に 
し まし た 。( 山 中 虎 鉄 ) 
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パ ツ シ ィ 
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CI TER Profile 


ostra razo > tH Mat @ teen) 


ne 
ee Riots FBS 


Ped Rot Bob 


xe 


て 
In has Maturana 
Bie AB が さき (っ tk 代り) 


設定 テキ スト を 読み 、「 狩 り を し て いる な ら 暫 や グロ ー ブ は 皮 、 コ ー ト は し っ ぽ が 出せ る よう 腰部 分 まで 開い て いる 形状 、 
耳 に は 狩り で つい て し まっ た 傷 …] と 、 ヤ ガ の 生活 を 想像 し な が ら デ ザイ ン を し まし た ! 立ち 絵 は 作 画 担当 者 さま に お 
願い し て いる の で す が 、 各 表 情 が 素晴らし く 、 何 度 も 見 返し て し まい ます … | ! こん な に も 素敵 な キャ ラク ター に 携 わ 
る こと が で き て 本 当 に 光栄 で す ! (し も か わ /DELiGHTWORKS) 
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| ゲル ダ ( ド レス ) 表情 


CHARACTER Profile 


ゲル ダ ( コ ー ト ) 


CHARACTER Profile 


羽 計 開 始 され 、 お そら 
く は この 立場 の キャ ラ だ ろう な … と 描き つつ 切な さ を 感じ て まし た 。 スト ー リ ー に 出 て きた 彼女 は と て も 
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#2 | 
É 
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wi 
に 
H 


メダ ル と ボタ ン の 刻印 
は 同様 に 


ハー フ パ ン ツ は レイ ヤー ド で 
前 面 が スカ ー ト 状 に な っ た も の 


q Pr 


紋章 の タトゥ ー 


14 の 呪い は マン ト 内 側 に 


CHARACTER Profile 


帽子 は スト ロー サー フ ハ ッ ト 通常 の ハッ ト の コン チョ が 紐 に 吊る され て いる 
半裸 に マン ト を 。 … そ し て で きれ ば メガ ネ を ! 休暇 っ て 感じ が 強く な っ て よい と 思う の で 
手 と 腸 周 り に の み 包 帯 を 。 
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ギル ガメ ッシュ 
(エス タブ リッ シュ メン ト ) 


ガウ ェ イ ン ( 水 着 ) 


| トリ スタ ン 水着 ) 


A デン 
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大 人 の 色気 ゼア シー で す 。 

リア ル に 考え る と ギラ ギラ (し す ざ ご どす けど 

わか りや すく アク セ ザ リ 下 っ て ます 。 

日 焼け し て いた に ほ う が 本 場 > チ ャ ラ 男 な 感じ か な と 
思っ だ の で す が 、 好 き 嫌 い 割 れ ら ちゃ いま すか ね … ア 
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シャ ドウ ボー ダー 
デザ イン : ヒ ライ ユキ オ 


AEREA 
SER A SS 


AcE 
(SEM) | 
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Comment from Illustrator 
+ 


装甲 車 の アデ ザイ ン と いう の は 、 初 め て の 経験 で し た 。 現 実 の 装甲 車 の 資料 を 集め て に ら め っ こし な が ら 、 あ ー で も な い 
こ ー で も な いと 、 ボ ツ に し た ラフ は 数 し れず 。1 2 輪 の タイ ヤ を どう 処理 する か 悩ん だ 形跡 が あり ます 。 巨大 か つ 水 陸 両 
用 と いう こと で 、 胎 舶 の 要素 を 取り 込ん で 今 の 形 に な り ま し た 。 全 体 的 な シル エッ ト や フロ ント ガラ ス 周 り が そう で す 
ね 。 も っ と ディ ティ ー ル を 増やせ ば 巨大 感 を 出せ た の か な と 、 ち ょ っ と 反省 で す 。 FG 〇 イベ ント で は 模型 や 1/1 ? 図面 、 
さら に は シャ ドウ ボー ダー 前 半 部 分 が 立体 化 さ れ た り し まし た 。 残念 な が ら ス ケ ジ ュ ー ル が 合わ ず 、 ネ ッ ト の レポ ー ト 
を 見 て PC の 前 で 感嘆 の 声 を 上 げ る ば か り 。 行き た か っ た ~~ ! ! さら に は チョ ロ Q に まで し て いた だ きま し て 、 最 
高 の お 仕事 だ っ た な ぁ と 思い ます 。 あり が と う ご ざ いま し た ! (ヒラ イ ユ キオ ) 
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@ お 問い 合わ せ 

https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ ]」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 す る こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に は な る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2019 年 12 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲ ー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


